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はじめに

म国概要ݚ

教師海外ݚम概要

๚໰先トϐックス

海外ݚम日ఔ

【資料】参Ճ教員によるݚम報告プレθンテーション

େ੾なことは一ॹͩね（ౡࠜݝ඿ా۱ࡾཱࢢ小学ߍɹߥ木ɹ༑子）

ラオスを知ろうɹ考えようɹʙラオスཱྀ行ʙ（ݝޱࢁഡࢵཱࢢ෱小学ߍɹদ本ɹӳ一）

世界の国ʑに目を޲けてɹʙちがうことͬておもしろいʙ（޿ౡݝ೓日ཱࢢࢢେ野౦小学ߍɹాࢁɹӳܙ）

˗小学校

授業実践報告

˗高等学校

˗特別支援学校
ラオスͬてどんなところʁ（޿ౡཱݝඌ道ಛผࢧԉ学ߍɹদాɹಸॹඒ）

ラオスを通じて考えるʮԉॿʯとʮൃలʯ（ԬݝࢁԬཱࢢࢁԬߴָؗޙࢁ等学ߍɹླ木ɹ༞子）

地ࢢٿຽになろうʙラオスと共に学び合う、ڠಇのओ໾としてʙ（ਗ਼心中学ߍ・ਗ਼心ঁ子ߴ等学ߍɹੁপɹ༞子）

世界のΤωϧΪーݯࢿのར༻と෼෍（Ԭཱݝࢁ௡ߴࢁ等学ߍɹৗҪɹਔඒ）

ラオスを通して世界を考える（Ԭݝࢁ共生ߴ等学ߍɹඌࢁɹ༪）
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　独立行政法人国際協力機構（JICA：ジャイカ）では、開発途上国への技術強力や資金強

力などに加え、「国際協力を日本の文化に」することを目指し、市民の皆様に参加してい

ただける国際協力事業を推進しています。その一環として、市民の皆様が世界の現状や問

題国際教育や開発教育について「知り」、「考え」、「行動する」ためのきっかけづくり

として、開発途上国における長年の事業で培った経験と人材を通じた国際教育・開発教育

支援にも積極的に取り組んでいます。

　「教師海外研修」は全国の小・中・高等学校・特別支援学校において国際教育や開発教

育に取り組んでおられる、または開発途上国の抱える問題に関心をお持ちで、今後それら

に取り組むことを考えておられる教員の方を対象に実施しています。参加される教員の方

々には、開発途上国の社会の実情や文化や習慣などを肌で感じ、JICAが実施する国際協力

の現場視察を通じて途上国のみならず世界の問題や日本と世界の国々の関わりを理解して

いただき、その学びや知見を日本で待つ子どもたちに還元していただくことを目的として

実施しています。

　今年度参加教員の方々は、日本における２日間の派遣前研修を経て、ラオスで８月上旬

より10日間の研修に参加され、２日間の帰国後国内研修の後、各学校で授業実践に取り組

まれました。今般、その授業実践を冊子として取りまとめました。

　この冊子が国際教育や開発教育に関心のある方の参考となり、学校教育現場での実践の

一助になれば幸いです。

2016 年 3 月
独立行政法人国際協力機構

中国国際センター所長　大田　孝治

はじめに
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（��1�೥�݄෇ 外຿লϗーϜϖーδʮ֤国・地Ҭ৘੎ʯ（ラオス）より）

日ラオス外交関܎थཱ��प೥

ट　　౎：ϏΤンνϟン
面　　積：�4ສฏํLN （日本の໿�෼の�）
人　　口：���ສ人（ラオス౷計��1ہ�೥）
政　　体：人ຽຽओ共࿨੍
民　　族：ラオ଒（શ人ޱの໿൒਺Ҏ্）をؚむ計4�ຽ଒
言　　語：ラオス語
फ　　教：෹教
気　　ީ：೤ଳϞンスーン気ީにଐし、ߴԹଟ࣪でӍق（5ʙ1�݄）とقס（11ʙ4݄）が
ɹɹɹɹɹはͬきりしている。ϏΤンνϟンの೥ฏۉ気Թは���1قסˆ、Ӎق��ˆ。 
通　　貨：Ωープ（,JQ） ɹ1�
��� Ωープ�໿14�ԁ（��1�೥�݄）
1人あたり(%P：1
���υϧ（��1�೥ɼラオス౷計ہ）
主要࢈業：αーϏスۀ（(%1の໿��ˋ）、೶ۀ（໿��ˋ）、ۀ޻（໿�1ˋ）
主要๵қ相手国	：タイ、߽भ、ϕトφϜ、中国ଞ（��1�೥ラオスۀ޻঎ۀল） 
＜日本との関܎＞
ैདྷよりྑ޷な関1�55。܎೥に外交関܎をथཱしɼ��15೥�݄に��प೥をܴえた。 
在ཹ日本人：���人（��14೥1�݄現ཹࡏ・ࡏಧϕース）
在日ラオス人：�
5�4人（��1�೥11݄ೖ؅ൃ表） 
文化関܎：日本は1���೥より文化ແঈྗڠҊ݅を実ࢪ。文化Ҩ産อଘ、スポーπ交流、
ɹɹɹɹɹ人物交流等の文化交流も֦େ中。 
経済関܎：対日༌ग़ ໿1��ԯԁ…乗༻ंɼݐઃ・߭ࢁ༻機ցɼ৫物༻ࢳ・ણҡ
　　　　　対日༌ೖ ໿��ԯԁ…ίーώーɼέイૉଞແ機化合物ɼҥྨ・同෇ଐ඼（いͣれも��14೥）
日本からの投資：๓੡ۀɼ部඼੡଄ۀɼ২ྛۀɼ೶ۀɼిྗɼ߭ۀ等 
日本の援助実੷（2012年౓まで）：（1）༗ঈࢿ金��1 ྗڠ���ԯԁ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ （�）ແঈࢿ金1 ྗڠ
�54��4ԯԁ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ （�）ٕज़�����1 ྗڠԯԁ

ラオス人民民主共࿨国	（-ao	People�T	%emocSatic	3epuClic）	

म国概要ݚ
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ɹάローόϧ化がਐむࠓࡢ、環境や食ྐ、ݯࢿといͬた地ٿの՝୊を学び、異文化理ղやଟ文化共生をଅਐするた

Ί、国際教ҭや։ൃ教ҭ、࣋ଓՄೳな։ൃのたΊの教ҭ（&4%）といͬたʮオϧタφςΟϒな教ҭʯをଟくの教ҭ機

関が実ફし、ͦの関心とधཁはますますߴまͬています。

ɹ国際ྗڠ活ಈはओに։ൃ్্国の現場で行われていますが、+*$"では్্国と日本の地ҬとのՍけڮとなるべ

く、国内でも͞ま͟まな活ಈを行ͬています。中でも、国際ྗڠのܦ験や知見を活༻して、地Ҭの自࣏体やࢢຽஂ

体、େ学・学ߍ現場と࿈ܞしてల։しているのが国際教ҭ・։ൃ教ҭࢧԉプロάラϜです。

ɹ+*$" 中国では、国際ྗڠग़લ࠲ߨ、+*$"中国ࢪઃ๚໰、国際教ҭݚमձといͬたプロάラϜを通じて、一人一人

が։ൃ్্国や国際ྗڠの現ঢ়についてʮ知りʯ、

自෼と世界とのつながりにʮ気づきʯ、自෼に何が

できるかをʮ考えʯ、地ࢢٿຽとしてのʮ行ಈʯの

一าを;ΈͩすたΊのάローόϧな教ҭ活ಈをࢧԉ

しています。教ࢣ海外ݚमは、ͦのプロάラϜのͻ

とつです。

1.	ねらい
ɹ本ݚमは、国際教ҭ・։ൃ教ҭに関心を࣋つ教員を対象に、実際に։ൃ్্国を๚໰し、国際ྗڠの現場を࡯ࢹす

ることで、్ ্国の現ঢ়や日本との関ੑ܎、国際ྗڠ΁の理ղをਂΊ、ͦ の੒果を、学ߍでのतۀ等を通じて、地ٿの

ະདྷを୲う児童・生徒΁の教ҭに໾ཱててもらうことを目తとして実ࢪしています。

ɹ国内で実ࢪする೿ݣલ・ؼ国ޙのݚमでは、ワークシϣοプ体験などを通じてࢀՃܕ学習やΞクςΟϒ・ラーχン

άのख๏を学び、海外ݚमでの知見をよりޮ果తにؐݩするたΊのतۀづくりのαポートも行います。

ɹؼ国ޙは、教ࣨにいる児童・生徒はもちろん、地Ҭにおいてଞの教৬員やࢢຽにもͦのܦ験をൃ৴してもらい、࣋

ଓతに国際教ҭ・։ൃ教ҭの୲いखとして活༂していたͩくこともねらいとしています。

2.	応ื৚݅
⿞中国5ݝの国ެཱ・ཱࢲの小学ߍ・中学ߴ・ߍ等学ߍ・中等教ҭ学ߴ・ߍ等ઐ門

学ߍ・ಛผࢧԉߍにۈΊる教員ٴび教ҭҕ員ձのࢦಋओ事（ྟ࣌ࢣߨ、༺࠾も

Մ）

⿞教ࢣ海外ݚमのझࢫ・目తをे෼理ղし、国内で実͞ࢪれるݚमをؚΊશݚम

にࢀՃՄೳであること

⿞原ଇ、��15೥4݄1日現ࡏ、おおむね45歳ҎԼであること

⿞ॴଐする学ߍの学ߍ௕、もしくは教಄のਪનがಘられること

⿞原ଇ、本ݚमや+*$"ϘランςΟΞ、+*$"ઐ門家、0%"Ϟχター等、0%"事

験がないことܦれた͞ݣとして海外に೿ۀ

⿞কདྷ、+*$"が実ࢪする։ൃ教ҭࢧԉ事ۀやイϕントに͝ྗڠいたͩけること

⿞本事ۀに関࿈してࡱӨ͞れた写真ٴび事ۀの݁果、࡞੒͞れたஶ࡞物について

+*$"が޿ใ目తで使༻することについてঝ୚すること

■	JICAの国際教育・開発教育支援	

■	教師海外ݚमとは

教師海外ݚम概要
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मのながれ（2015年౓）ݚ	.3

ืू・選考

೿ݣ前ݚम（6/27（౔）〜2�日（日））　会場：JICA中国（広島県౦広島市）˞�日目はʮୈ1ճ国際理ղ教ҭݚमձʯとซ࠵

ୈ2回国際理解教育ݚम会		1/30（౔）会場：JICA中国（広島県౦広島市）

೿ݣ後ݚम		�/5（౔）〜6（日）会場：JICA中国（広島県౦広島市）

所ଐ校での授業実践		�݄〜12݄

出発前報告書提出			7/31（金）

海外ݚम（ラオス）	�/�日（日）〜1�日（ਫ）

現地ݚम報告書提出		�/5（౔）

授業実践報告書提出		2016/1/12（Ր）

˔ ืू（4݄ʙ5���）˔ ॻྨબ考（5݄Լ०）˔ ॻྨબ考݁果通知（��1）˔ ໘઀બ考（��1ʙ��5）˔ ࠷ऴ݁果通知（��1�）

˓海外ݚमについてɿラオス国事৘、ݚम日ఔと๚໰ઌղઆ、౉ߤखଓきについてɹ
˓ϒレインストーϛンάʮラオスに対するࠓのイϝーδとはʁʯ
˓तۀの実ફ事ྫについてɿࢣߨɹݹ川 理ӳɹ教་（෱ཱࢢࢁҏ੎ٰ小学ߍʗ��14೥౓教ࢣ海外ݚमࢀՃ教員）
ɹୈ1ճ国際理ղ教ҭݚमձ（����（日））ձ場ɿ+*$"中国（޿ౡݝ౦޿ౡࢢ）

ʮ˓h ࢲ かɦらはじまる国際ྗڠɹʙワークシϣοプで考えよう 自෼と世界のつながりʯ
ɹࢣߨɿ木Լ 理ਔɹࢯ（かながわ։ൃ教ҭセンター（,�%&$）事຿ہ௕、౦海େ学国際学Պඇৗࢣߨۈ）

ʮ˓h ࢲ かɦらはじまる異文化理ղʙ海外ݚमを活かした教材での໛ٖतۀʯ
ɹࢣߨɿݹ川 理ӳɹ教་（෱ཱࢢࢁҏ੎ٰ小学ߍʗ��14೥౓教ࢣ海外ݚमࢀՃ教員）ɹ

˓ワークシϣοプʮʰまともなʱ։ൃを考えるʯ
˓໛ٖतۀʮʰ఻えるʱからʰ考えようʱ΁ʙ子どもとઌ生が一ॹに考える世界と日本ʙʯ
ɹࠓ೥౓教ࢣ海外ݚमࢀՃऀの中から�名が、ݚमの੒果を໛ٖतۀとしてൃ表

海外ݚमでಘたࢿ料や৘ใをࢀՃऀશ員で共༗・੔理。
現地での学びをどう教材化するか考え、େまかなतۀҊを࡞੒。
ॿࢦݴಋɿ木Լ 理ਔɹࢯ



�

海外ݚम 	๚໰先トϐックス
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݄　日 内　　容 ॓ɹധ

�݄�日（౔） ༦ࠁ ʲग़ൃલオϦΤンςーシϣンʳ（"1"ϗςϧࡖӺલ） େࡕ

�݄�日（日）
લޕ 関੢国際ۭߓをग़ൃ、乗ܧ地のϕトφϜ・ϋϊイ΁

ϏΤンνϟン

ޙޕ ラオスのट౎ϏΤンνϟン౸ண

�݄10日（݄）
લޕ ʲ+*$"ラオス事຿ॴϒϦーϑΟンάʳ

ޙޕ ʲ੨೥海外ୂྗڠ 活ಈ࡯ࢹʳパークάϜ܊පӃ

�݄11日（Ր） ऴ日
ʲ੨೥海外ୂྗڠ 活ಈ࡯ࢹʳϘϦΧϜαイ子ڙ文化センターɹ
子どもとの交流、Ξンέート調ࠪ

�݄12日（ਫ）

લޕ ϏΤンνϟンからۭ࿏パクセー΁

パクセー

ޙޕ

ʲ੨೥海外ୂྗڠ 活ಈ࡯ࢹʳνϟンパʕαοク教員ཆ੒୹େߍ

ʲ+*$"プロδΣクト࡯ࢹʳνϟンパʕαοク教ҭہ
ラオスの教ҭ事৘に関するٛߨ、$*&%�プロδΣクト֓ཁ、
σΟスΧοシϣン

�݄13日（໦）
લޕ

ʲ੨೥海外ୂྗڠ 活ಈ࡯ࢹʳαラワンݝラオΨϜ܊一ଜ一඼活ಈ花き࠿
ഓാ・ίーώー೶Ԃ࡯ࢹ、ΧトΡ଒の఻౷৫物見学

ޙޕ パクセーに໭り、ϗςϧにて中ؒ振り返りϛーςΟンά

�݄14日（金）
લޕ 690�-"0 ෆൃ஄ॲ理現場࡯ࢹ

ޙޕ ワοトプーҨ੻見学（世界Ҩ産）

�݄15日（౔） ऴ日
ʲϗーϜスςイ体験ʳ
ଜ௕との࠙ஊ、タオイ଒のூࠁ体験、೶ۀ࡞、家଒交流など

ϊンϒンଜ

�݄16日（日）
લޕ パクセーからۭ࿏ϏΤンνϟン΁

ϏΤンνϟン

ޙޕ 学習教材ऩू（ࢢ内ࢢ場）

�݄17日（݄）

લޕ
ϏΤンνϟンࢢ内見学（タートϧΞン寺Ӄ、パトΡーαイなど）
学習教材ऩू（ࢢ内ࢢ場）

ޙޕ

ʲ草のٕࠜज़ྗڠ事࡯ࢹ ۀʳ
/(0ʮΞδΞの障害ऀ活ಈをࢧԉするձ（"%%1）ʯ๚໰

+*$"事຿ॴ৬員との༦食࠙ஊձ

�݄1�日（Ր）

લޕ ऴ振り返りϛーςΟンά࠷

機内
ޙޕ

+*$"ラオス事຿ॴでのݚमใࠂ

໷、ϏΤンνϟンよりۭ࿏乗ܧ地のϕトφϜ・ϋϊイ΁

ਂ໷、ϋϊイをग़ൃ、関੢国際ۭߓ΁

�݄1�日（ਫ） લޕ 関੢国際ۭߓணޙ、ղࢄ

海外ݚम日ఔ
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ラオスݚमの࠷ऴ日、࠶౓+*$"ラオス事຿ॴを๚໰しました。1�日ؒで感じ

たことと考えたこと、ͦ してޙࠓも考えଓけていきたいこと…。ͦ れらをࢀՃ

教員શ員で共༗し、;りかえり、見ฉきした৘ใをतۀにどう活かせるかをま

とΊ、お世話になͬた+*$"スタοϑ΁ݚमの੒果をใࠂしました。

参Ճ教員によるݚम報告プレθンテーション
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小
学
校
編

教員により、一部表現のばらつきがあります。また、児童・生徒の感想に誤字脱字等がある場合がありますが、原文のままとしています。

授業実践

খ学校編
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学校所在県：島根県
学校名：඿田市立۱ࡾ小学校
名前：ߥ໦　友子
担当教科：全教科（Ի楽Ҏ外）

実践教科：国語・学ڃ活動・全校ேྱ・
　　　　　体育・ࢉ数・生活
対象学年：ୈ̍学年・ୈ̍〜̒学年
対象人数：16名（̍年̎組）
　　　　　1�4名（ୈ̍〜̒学年）

େ੾なこと͸ҰॹͩͶ

■実践の目的　

・ラオスの人、自然や文化について知ることを通して、ラオスに親しみをもつ。

・ラオスの教科書に書かれている言葉の意味や、写真に写っている人の気持ちを想૾することを通して、国が違ったり	

言葉が分からなかったりしても、相手の立場に立って考えようとする気持ちや態౓を育てる。

・ラオスの子どもたちも家族を大切に思い、役ׂを果たしていることに気付くことを通して、自分の家庭生活をৼりฦり、	

自分のできることについて考え、自分の役ׂを積ۃ的に果たそうとする態౓をཆう。

■授業の構成

時限・対象学年 テーマ・ねらい 方法・内容 使用教材

̍時限目
1年2組

「あるけあるけ」（国語）
・世界中の子どもたちがָしくาい

ている様子を想૾し、ݴ༿のϦζ
ϜやڹきをָしΈながら、ʮある
けあるけʯをԻ読する

（1）地ّٿを見せる
（�）教ࢣが൑読し、ʮどこどんʯは何の

Իか考え͞せる
（�）児童がԻ読する
（4）ラオスの子どもの写真やಈըを見せ、

地ٿには৭ʑな国の人が生活してい
ることを֬ೝする

（5）શ員でาきながらָしく読む

（1）地ّٿ
（4）ラオスの子ども

の写真・ಈը

2時限目
1年2組

「ラオスの食べ物」（学ڃ活動）
・ラオスの食文化をָしΈながら知り、 

親しΈをもつ

（1）ラオスでは何を食べるか༧想͞せる
（�）日本と同じようにถを食べることを

఻え、ถのೖれ物やถのܗを見て、
気෇いたことをൃ表する

（�）タϚϦンυの木の写真を見て、気෇
いたことをൃ表する

（4）ձ話をָしΈながら、タϚϦンυ 
ΩϟンσΟーを食べる

（�）ラオスのถ
（�）ถのೖれ物
（�）タϚϦンυの

木の写真
（ 4 ） タ Ϛ Ϧ ン υ 

ΩϟンσΟー

3時限目
全校児童

「ラオスってどんな国？」
（全校ேྱ・国際理解教育）
・ラオスのことについて知り、 

外΁のڵຯや関心を࣋つ

（1）ʮこんにちはʯというҙຯのラオス
の文字を見せ、ラオ語でѫࡰをする

（�）ラオスのຽ଒ҥ૷シンを紹介する
（�）ラオスクイζをする
の写真のઆ໌をするډॅ・場・食事ࢢ（4）
（5）教ҭ・ෆൃ஄の໰୊についてઆ໌を

する
（�）自෼が感じたことやࢥいを఻える。

（1）ʙ（�）
パワーポイント

（�）シン
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4時限目
1学年全体

「セパタクロー」（体育）
・体をಈかしてָしくラオスの
ɹ文化に触れる

（1）セパタクローのϘーϧを見せる
（�）何に使うか想૾͞せる
（�）セパタクローについてઆ໌する
（4）άϧープに෼かれてԁܗパスをする
（5）振り返りをする

（1）ʙ（4）
セパタクロー
のϘーϧ4つ

5時限目
1年2組

「たし͟ん」（ࢉ数）
・਺字やه߸はラオスでも同じこと

を知り、ݴ༿が෼からなくても理
ղしようとするଶ౓をҭてる

（1）ラオスのࢉ਺の教Պॻを見せる
（�）ラオスの̍೥生のࢉ਺の教Պॻの໰

୊をղく
（�）同じところ・違うところを෇ᝦにॻ

き、άϧープでҙ見を交׵する
（4）શ体でҙ見を交׵する

（1）ラオスのࢉ਺
の教Պॻ

（�）教Պॻの見։き
̍ϖーδをҹ࡮
したもの人਺෼

（�）෇ᝦ

˒ラオスのことは出さない
「じͿんでできるよ」（生活）
・自෼の家଒について調べたり家଒

と関わることを通して、家の人の
ྑ͞や自෼でできることなどにつ
いて考え、自෼の໾ׂをੵۃతに
果たすことができるようにする
（�࣌ؒ）

（1）自෼の一日を振り返り、ワークシー
トᶃにॻく

（�）家では୭がどんな࢓事をしているの
かワークシートᶄにॻく

（�）一िؒʮできるよϏンΰʯにऔり૊
Έ、家の様ʑな࢓事を体験したり、
自෼でできることを૿やしたりし、
自෼が家の࢓事を体験して感じたこ
とを、ワークシートᶅにかいてൃ表
する

事を一つબびʮΊ͟せʂ˓˓名࢓（4）
人ʂʯに̍िؒऔり૊む

（5）（�）ʮ˓˓名人になͬたよ৽ฉʯ
を࡞りൃ表する

（1）ワークシートᶃ
（�）ワークシートᶄ
（�）できるよϏン

ΰΧーυ
（�）ワークシートᶅ
（4）Ί͟せʂ˓˓

名人Χーυ
（4）名人ೝఆূ
（5）、（�）

৽ฉワークシ
ート

6時限目
1年2組

「ラオスで出会った人と友だちになろう」	
（学ڃ活動）
・自෼がラオス΁行ͬた気࣋ちになͬ

て、ラオスの人と஥ྑくなりた
いという気࣋ちをҭてる

（1）ʮαόイσΟーʯとશ員にѫࡰをする
（�）飛行機の࠲੮と見ཱてた੮にͬ࠲

て、自ݾ紹介をする
（�）ラオスでのόスのं૭から見えたܠ

৭とาきながら見えたܠ৭をಈըで
流す

（4）ラオス人が写ͬた写真をϖΞに̍ຕ
ͣつ഑り、写真のラオス人໾とཱྀ人
໾に෼かれて、ローϧプレイをする

（5）ϖΞで໾を交୅し、写真にձ話をॻ
きࠐむ

（�）写真のラオス人に༿ॻをॻく

ߤ（�） ۭ ݊ に 
Έたてたࢴ

৭のಈըܠ（�）
（4）写真をը༻ࢴに 

షりつけたもの
（5）ϖン
（�）はがきαイζの 

ࢴް

7時限目
1年2組

「ラオスの家族」（生活）
・ラオスの子どもたちも家଒をେ

੾にしていることを知り、自෼
の家ఉ生活を振り返ͬて、自෼
のできることについて考え、自
෼の໾ׂをੵۃతに果たͦうと
するଶ౓をཆう

（1）ϖΞでʮレψΧの学びΧーυʯを行
い、一੪にཪ返しにする

（�）どのΧーυでؒ違えたかൃ表する
（�）ラオスの子どもたちも家଒を一൪େ

੾にͬࢥていることを֬ೝする
（4）ラオスの家଒が࢓事をしている様子

を写真とಈըで見せ、気෇いたこと
をൃ表する

（5）自෼の家଒にखࢴをॻき、ౙٳΈの
生活につな͛る

（1）ʮレψΧの学
びʯΧーυ

ɹɹ（ラオス൛）
（4）ラオスの家଒

が࢓事をして
いる写真・
ಈը

（5）ศᝦ
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＜本時の流れ＞　　
まず、「こんにちは」という意味のラオスの文字を見せ、興味をひきつけた。「サバイσΟー」と読み、ラオスの

ѫࡰであること、手と手を合わせ、おّࣙをしながら言うことを説明し、全員でѫࡰをした。そして、身に着けていた

ラオスの民族衣装シンを紹介し、市場で෍を選んで作ってもらったことを伝えた。次に、3୒ラオスクイζとして、

どうやってラオスへ行ったか、ラオスの国旗はどれか、ラオスで有名な日本のΞニメはどれか、を໰題に出した。

その次に、市場・食事・住ډの写真を見せながら、体験ஊを話した。そして、課題である教育や不発弾について話し、

その課題を乗り越えるため、ラオスで࢓事をしている日本人がいることを紹介した。最後に、ラオスからؼ国して、

今もラオスについて考えଓけていることや、඿田市の教員として子どもたちのເがかなえられるように࢓事を

がん͹っていきたいという思いを伝えた。

＜児童の反応＞
○服装

・シンが気に入った。かわいい。

・インドみたい。

○食べ物

・果物がおいしそう。

・コオロΪやカΤルを食べるなんてڻいた。ݏだけど、どんな味がするのか気になる。

・お෕さんに、外国人は日本人が生で魚を食べることにڻくと聞いた。それと同じ。

○住ډ

・風通しがよさそうですごい。

・家の下にϒランコや動物がいて楽しそう。

・ログϋ΢スみたいでいいな。

○子どもたち

・サンダルや໦で車を作っていて、ఱ࠽。

・魚や஛の子をとっていてすごい。

・機ցであそんでいないからすごい。

○暮らしͿり

・ශしくてかわいそう。

・爆弾が残っているなんてݥة。絶対戦争はいけない。

・ラオスの人たちは、外へ出るのがこわそう。

○そのଞ

・෹教を৴じていて、日本と似ている。

・自分ができることは何か考えた。

・日本もラオスも一人ひとりが助け合ったら、よい環境になる。

３時限目：ラオスってどんな国？（全校朝礼）
ねらい…ラオスのことについて知り、外国΁のڵຯや関心を࣋つ。

この授業に
注目

 

全校朝礼の様子 

 

શମேྱの様子
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4 年生感想文 

 

6 年生感想文 
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＜所感＞
全校児童に話すوॏな機会であり、対象が1〜6年生と幅広いので、何を話すか৻ॏに考えた。前൒は、ラオスが

ྑい国だと思ってもらえるよう、楽しそうな明るい写真を多く使い、できるだけプラスの言葉を用いて話した。後൒で

課題をड़べ、その課題に向けてラオスでಇく日本人や自分の思いを伝え、「かわいそう」「ݥة」でऴわらせないように

。෉した޻

しかし、児童の感想文を読むと、不発弾や教育の໰題がڧくҹ象付けられたようだった。また、4年生と6年生で

感じ方が少し違うことがわかった。

4年生児童は、シン、食べ物、住ډや不発弾の写真を見て感じたことをૉ௚に表現していた。また、ほとんどの児童の

感想に「かわいそう」「こわい」「ݥة」「ශしい」などの言葉が書かれていた。

6年生児童の多くは、ラオスのよい面を感想に書いていたり、自分ができることについて書いたりしていた。総合的な

学習の時間で、戦争について学んだことをॏねて考えたようだった。

発達ஈ֊によって、ଊえ方が違うことを考ྀする必要があるとわかった。また、プラスのイメージよりマイナスの

イメージの方が、ڧくҹ象付けられることも考ྀすべきだと思った。

6時限目：ラオスで出会った人と友だちになろう（学級活動）
ねらい…自෼がラオス΁行ͬた気࣋ちになͬて、ラオスの人と஥ྑくなりたいという気࣋ちをҭてる。

＜本時の流れ＞　
まずΞイスϒレイクとして、「サバイσΟー」と全員でѫࡰをした。そして、学習のめあてである「ラオスで出会った人と

友だちになろう」を確認した。次に、あらかじめ഑っておいたۭ݊ߤに見立てた紙をもとに、੮をҠ動した。乗る前の

飛行機や乗٬の様子の動ըを流してྟ場感を出した。Ҡ動した੮のྡ同࢜で自ݾ紹介をした後、飛行機の窓から見えた

景色を動ըで流した。その後、ラオスに着き、バスの車窓から見えた景色、歩きながら見えた景色を動ըで流した。

もう一౓、めあてを確認し、「出会った人と友だちになるために、どんなお話をしますか」と発໰し、写真をもとにした

ロールプレイの手本を見せた。ϖΞに̍ຕずつ、ラオスの人の写真をը用紙にషったものを഑った。まず、写真のラオス人役と

ཱྀ人役に分かれてロールプレイをした。その後、ϖΞで役を交代し、今౓は写真に会話をਧき出しで書いた。最後に、

ৼりฦりとして、出会った人に葉書を書いた。

ࣸਅʹձ࿩をॻ͖ࠐΉࣇಐ
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＜児童の反応＞
○写真を用いたロールプレイ

A：サバイσΟー

#：サバイσΟー

A：何歳ですか？

#：7歳です。

A：何人࢞ຓですか？

#：4人࢞ຓです。

A：何を食べているのですか？

#：たけのこです。

A：何の஬が好きですか。

#：てんとう஬です。

%：サバイσΟー

'：サバイσΟー

%：好きな果物は何ですか？

'：パイナップル

%：໦ొりはできますか。

'：できる。

%：今、何をしているの？

'：りゅうをつくっている。

%：ラオスの国はॵいの？	

'：ॵいです。

ϖΞᶃ

ϖΞᶄ

 

竹の子を取っている女の子の写真 

ペア①が書いた台詞 

 

木に彫刻をしている男性の写真 

ペア②が書いた台詞 

஛の子をऔͬͯいるঁの子のࣸਅɾϖΞᶃがॻいた୆ࢺ

໦ʹூࠁをしͯいるஉੑのࣸਅɾϖΞᶄがॻいた୆ࢺ
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○写真の人にあてた葉書

・げんきですか。

・いっしょにあそんでくれてありがとう。

・またあそぼうね。

・いろんなことをおしえてくれてありがとう。

・わたし日本でがん͹っているよ。

・いま、なにをしていますか。

＜所感＞
。と見たてた紙を本物だと思い、本当にラオスに行くことができると考えていた児童が多く、前൒は興ฃ状態だったۭ݊ߤ

しかし、実際には行くことができないと分かって、がっかりさせてしまったことを反省している。

ロールプレイでは、一౓手本を見せただけで、特に話のܕは示さなかった。すると、1年生の児童は、名前や৬業、

出身地等、形にとらわれた質໰はせず、その人自身に関するݸ人的な質໰（好きな遊び、好きな஬、どうしてད足なのか等）を

していたことがとても興味深く、大変ૉ੖らしいことだと感じ、ࢲの方が学͹せてもらった。

本時では、全ϖΞにそれͧれ異なる写真を഑ったが、扱う写真の数は、ねらいによって変えるべきだとわかった。

同じ写真を全ϖΞに഑ると、ଞのϖΞと݁果を比べることができるので、児童の気付きが深まったかもしれない。

また、ద切な写真を選Ϳこともॏ要だと気付いた。写っている人が何かをしている写真、対象児童と同じくらいの

年齢の子どもの写真、全身が写っている写真だと、会話が弾みやすいと考えた。

葉書を書く活動は、「ラオスに行き、」「ラオスで人と出会い、」「日本へؼ国し、」「ラオスで出会った人に葉書を出す」と

Ծ定が多くॏなっている課題だったので、それを理解したり想૾したりすることが難しい児童がいた。「ラオスから

日本の家族に葉書を出す」など、Ծ定が少ない課題にすべきだった。

＜本時の流れ＞　
本時は、前時までに6時間行ってきた「じͿんでできるよ」の最後の

まとめの時間として設定した。

「レψカの学び」カードは、1年2組児童とラオスの子どもの

Ξンケート݁果をもとに作った。Ξンケート݁果の3つの߲目

ï何が一൪好きか、一൪幸せな時はいつか、কདྷのເは何か）が、

ඇ常に似ており、それらに注目してほしかったので、あえて൑別しにくい

同じような文言にした。授業では、まず、カードの文言を読み上げ、

ϖΞでそのカードが1年2組の児童のものか、ラオスの子どもたちの

ものか考えて、ฒべていった。ฒべऴえると、学ڃ一੪にཪฦした。

そして、どのカードで間違えたか発表し、1年2組の児童も、ラオスの

子どもたちも家族を一൪大切に思っていることを確認した。

7時限目：ラオスの家族と私たちの家族（生活）
ねらい…ラオスの子どもたちも家଒をେ੾にしていることを知り、自෼の家ఉ生活を振り返ͬて、自෼のできることに

ついて考え、自෼の໾ׂをੵۃతに果たͦうとするଶ౓をཆう。

 

児童が書いた葉書 ࣇಐがॻいた葉ॻ

ϨψΧのΧーυの様子
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○ラオスのカード

	

○日本（1年2組）のカード

　次に、ラオスの家族が࢓事をしている写真と動ը（໦ூりをしている੨年の写真、ఋをだっこしている少ঁの写真、

少ঁが魚をさ͹いている動ը、உੑが田んぼでಇいている動ը等）を見せ、気付いたことを発表させ、ラオスの家族も

それͧれ役ׂを持っていることを確認した。最後に、自分の家族に手紙を書き、ౙٳみの生活につなげさせた。

 

裏面 

 

表面 

 

表面  裏面 

ද໘

ද໘

ཪ໘

ཪ໘
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＜児童の反応＞
・いつもおりょうりをしてくれてありがとう。

・おかあさん大すきだよ。

・わたしも大きくなったらおかあさんみたいになりたいな。

・おとうさんはいつもしごとをして大へんだね。

・;ゆٳみはくつそろえをがん͹ります。

＜所感＞
「レψカの学び」カードの意味を理解するのが難しい児童もいたが、意欲的に取り組んでおり、カードは児童を

ひきつける楽しい活動だと感じた。ཪฦして写真を見ることで、ラオスの子どもたちも̍年2組の児童も、家族を大切に

思っていることが理解できたようだった。

ラオスの少ঁが魚をさ͹いている動ըによく反応しており、「すごい！」と多くの児童が言っていた。写真や動ըを

見ることで、ラオスの家族もそれͧれ役ׂを持っていることが、理解できたようだった。ただし、家族がಇいている動ըや

写真が少なかったので、もう少しࡱっておけ͹よかったと後չした。

今まで生活科で学習してきたことと、本時の学習を合わせ、家族についてより深い理解ができたのではないかと思った。

家の人にあてた手紙では、ૉ௚におྱの気持ち、ଚܟの気持ち、ౙٳみに取り組みたい࢓事についてड़べている児童が

多かった。

 

家の人にあてた手紙 

 

Ոのਓʹ͋ͯたखࢴ

 弟をだっこしている少女 

 

木彫りをしている青年 ໦ூりをしͯいるগ೥ ఋをͩͬ͜しͯいるগঁ
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今回の実践でこだわったことが2点ある。1点目は、できるだけ「1年生の教育課ఔにԊって実践をする」ことだ。	

ラオスの教材を手ஈとしてଊえ、1年生で学Ϳべき内容を、ラオスの教材を使うことで、より深い理解につなげられると	

考えたものを取り入れた。2点目は、「ラオスのマイナスイメージにつながる情報は児童に༩えない」ことだ。	

1年生という発達ஈ֊を考え、まずは外国に対して先入観を持たずに、親しみを感じてほしいと考えたからだ。この2点について	

成果と課題をड़べようと思う。

○「1年生の教育課ఔにԊって実践をする」について

＜成果＞
・時間を༨分にとらなくてよいので、ແ理なく実践することができた。

・ラオスへの関心が高い児童が多いので、学習への意欲が高まった。

・ラオスのことも学Ϳことで、違う視点から考えることができるので、理解が深まる児童が૿えた。

・1年生で学Ϳ内容を扱うと、必ず自分に໰題がฦってくるので、自分ごととしてଊえることができる児童が多かった。

＜課題＞
・ラオスでूめてきた資料を、学習内容に当てはめようとするので、資料ありきで作成していく学びの方が、自然な	

学習であるように感じるときもあった。

○「ラオスのマイナスイメージにつながる情報は児童に༩えない」について

＜成果＞
・先入観やݻ定概念にとらわれずに、ૉ௚に感じて表現できる児童が多かった。

・楽しく学習を進めることができた。

＜課題＞
・情報を༩えることによって、感じる親近感やよさもあるが、৻ॏになりすぎて、༩えるべき情報も教えられなかった気が	

している。

・発達ஈ֊によって、ଊえ方や理解できる内容が違うので、何がద切で何が不ద切なのか、൑அしかねることがあった。

௿学年や中学年には、特に৻ॏになった方がよいと感じた。どのような内容を扱うべきか教員が考えるときの資料が	

ほしいと感じた。

・情報を༩えないことによって、ٯにউ手な解ऍが生まれ、ภ見が生じるかもしれないと感じた。

全体を通しての成果と課題
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参考資料

【書籍】

・JICA中国「ฏ成26年౓ベトナム教師海外ݚम　参Ճܕで学Ϳ国際理解教育授業実践報告書」

・੨山རউ	(1��5）「ラオスーインドシナ؇ি国家の঻૾」中ެ新書

・٠஑ཅ子・Ѩ部݈一・ླ໦ྰ子(2010）「ラオスを知るҝの60ষ」明ੴ書店

・地球の歩き方ฤू室(2014）「地球の歩き方　ラオス2014〜2015」ダイヤモンド・ビッグ社

・小学校道ಙ෭読本ฏ成22〜25年౓൛「みんなのどうとく1ねん」学ݚ

【インターネット】

・｢%&A3　開発教育協会（開発教育ってなんだろう）」http://www.deaS.oS.jp/de/Ra01.html

・｢%&A3　開発教育協会（レψカの学び）」http://www.deaS.oS.jp/woSld/multicultuSe2.html

・｢外務省　ラオス人民民主共࿨国」http://www.mofa.go.jp/mofaj/aSea/laoT/
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学校所在県：山口県
学校名：ഡ市立ࢵ෱小学校
名前：松本　英一
担当教科：全教科

実践教科：総合
対象学年：小学3、4年生
対象人数：12名

ラオスΛ஌ろ͏͑ߟ�Α͏�ʙラオスཱྀߦʙ

■実践の目的　

ラオスཱྀ行のٙ似体験活動を通して、異文化について知り、考える。	

■授業の構成

時限・対象学年 テーマ・ねらい 方法・内容 使用教材

̍時限目
3ŋ4年生

世界の食卓を比べよう
・ラオスの食୎の写真から考えたことを 

交流し、ラオスについてڵຯを
࣋つ

（1）�つの食୎（中国、ラオス、υイπ）の 
写真をఏࣔし、ઌ生が行ͬた国をબぶ

（�）ラオスの食୎を料理、食べํ、人などの 
点から見て、感想を交流するࢹ

（�）;り返りをする

（1）�Χ国の写真

2時限目
3ŋ4年生

ラオスってどんな国？
・ཱྀ行というٙࣅ体験活ಈから、 

ラオスについての理ղをਂΊる

（1）ラオスཱྀ行に行くというઃఆで、 
ө૾をもとにラオスについて知る

（�）ཱྀ行に行ͬた感想（日ه）を交流する
（�）日本とのちがいをまとΊ、;り返りをする

（1）文化などの違い
が෼かる写真、
ө૾

（1）セパタクロー
のٿ

（�）໛଄ࢴ

3時限目
3ŋ4年生

ラオスはᶸちがうᶹ国？
・異文化の中にも共通するものが 

あることを知る

（1）ϖタンク、子どもたちのকདྷのເ、 
料理など、自෼たちと共通するө૾を見る

（�）感想を交流する
（�）;り返りをする

（ 1 ） 文 化 な ど で 
 ていることがࣅ
෼かる写真、ө૾

（�）໛଄ࢴ

4時限目
3ŋ4年生

電気໰題
・ศརになること、ࢧԉのありํを

考える

（1）h 地ٿυラϚνοクʮଜにి気が 
やͬてきたʯʱを見る

（�）ి気がつくことにࢍ੒か൓対か考える
（�）�ϲ݄ޙ、ଜがどうなͬたか考える
（4）ి気がついたことについてҙ見交流する
（5）;り返りをする

（1）ө૾
ʰ 地 ٿ υ ラ Ϛ ν ο ク 

ňଜにి気がやͬて 
きたʯʱ

5時限目
3ŋ4年生

おྱのプレθントをしよう
・ଜ人や自෼たちのࢥいをもとに、

プレθント内容を考える

（1）ϊンϒンଜのϗーϜスςイをٙࣅ体験する
（�）ଜ人や自෼たちのࢥいをもとに、 

プレθント内容を考える
（人ˠάϧープݸ） 
（�）άϧープで考えたプレθントとͦの

プレθントをબんͩ理༝を交流する
（4）;り返りをする

（1）ϗーϜスςイの 
写真、ө૾

（�）໛଄ࢴ
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6時限目
3ŋ4年生

「文通をしよう」
・文通する中でおޓいの文化を

理ղし親近感を࣋つ

（1）おखࢴにॻく内容（自ݾ紹介、޷き
な物・事、日本の紹介、学習で知ͬ
たことなど）を֬ೝする

（�）खࢴをॻく

（1）ラオスの子ども
たちの写真

（�）खࢴ

＜本時の流れ＞　　
（1）動ըに同化し、ラオスཱྀ行をする。

（2）食べ物や生活の࢓方、町の様子に注目し、日本との違いを見つける。　ݸ人	→	グループ

（3）グループで交流した意見を紹介する。

（4）;りฦりの日記を書く。

＜児童の様子＞
　ラオスཱྀ行が当たり3、4年生でཱྀ行に行くという設定で、

導入を行った。遠くに出かける経験が少ない児童が多く、興

味௡々に学習をスタートできた。飛行機に似せた座੮഑置に

し、ө૾をもとにラオスの様子を視聴した。人々の生活様

ࣜ、見たことのないものなど、児童は様々なつͿやきをもら

しながら視聴していた。

　展開では、ө૾を視聴して気づいたことを付ᝦに書いて交

流した。交通事情、食事の違い（特にࠛ஬を食べること）、

ഽの色、子ڙ文化センターでの様子など、たくさんの違いに

気づくことができていた。

＜児童の反応＞
・いろいろな食べ物があって、知っている食べ物がなかった。車の中は、日本とくらべてうるさかった。自ͥんの஬は、

日本では食べないけど、食べてきもちわるかった。ラオス語は、何を言っているのか分からなかった。ぼうずの子ども

が多かった。

・あつかった。ご飯はきんちょうしたけど、食べたらおいしかった。஬などを食べる人は、なかなか日本にはいない。

じ童クラϒがあったのには、おどろいた。しかも、ダンスをおどっていた。ϔルメットをかͿらないで、バイクをӡస

していた。日本ではつかまります。道࿏はすなだから、ౙはこおらないのかな？ೋ日目が楽しみだ。

・へんな஬を食べたり、車の通りが反対だったり、広かった。日本とちがうところ͹かりではなかった。児童クラϒがあ

ったり、食どうや市場、お店みたいな԰୆もあるところがにていた。でも、はだの色が少しࠇかったのが、ちがった。

料理や1日のやることもちがってくると思うので、1日の࢓事や、やることをもう少しくわしく知りたいと思いました。

・日本とくらべて、ラオスは児童クラϒがあって、そこでダンスみたいなのをしていました。日本は、஬は食べないけ

ど、஬のおしりを食べていました。自然がとてもきれいだから、人にແ害なのかなと思いました。それに、஬の੠も聞

こえたから、やっͺり、かんきょうがいいのかな？と思いました。஬の事͹っかり書いたけど、おもしろかったです。

2時限目：「ラオスってどんな国？」
ねらい…ラオスཱྀ行というٙࣅ体験活ಈを通して、世界には様ʑな文化や׳習があることを知る。

この授業に
注目

άϧーϓで࿩し߹ͬた໛଄ࢴ
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＜所感＞
世界には様々な文化や慣習があることに気づくことをねらいとしていたので、異文化に気づけるよう動ըをฤूして導

入で視聴させた。意見からは、容࢟、町の様子、食事などの違いに注目していたことがӐえる。面നかったのは、同じ事

に注目しても、ଊえ方が児童によって異なることである。ྫえ͹、԰୆があることが「日本と似ている」と言う児童もい

れ͹、「似ていない」という児童もいる。そのような意見を交流するだけでも、児童は興味を༙かせながら友だちの意見

を聞いていた。今回は「違い」に目がいくようө૾をฤूしたが、その中でも日本との共通点に目を向けている児童がい

た。その意見をरい上げ、次時へとつなげていった。

＜本時の流れ＞　　
（1）ラオスཱྀ行2日目という設定でө૾やラオスの子どもたちのスケジュールを視聴する。

（2）感想を交流する。　ݸ人	→	グループ

（3）;りฦりの日記を書く。

＜児童の様子＞
　前時の学習で、ラオスの子どもたちの一日の༧定が知りたいという意見があったため、ө૾とともにスケジュールとເの

資料も見させた。一日にシャϫーをೋ౓ཋびること、お手伝いをよくしていること、ొ校・ؼ୐時間など、前時にはなかった

違いに気づくことができていた。また、কདྷのເや遊びなどに注目し、本時のねらいであるᶸ共通点ᶹということにも目を

向けることができていた。

3時限目：「ラオスは〝ちがう〟国？」
ねらい…ラオスཱྀ行というٙࣅ体験活ಈを通して、異文化の中にも共通するものがあることを知る。

ラオスの子どもの̍೔のスέδϡーϧラオスの子どものເのֆ
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＜児童の反応＞
・今日は、子どもたちと遊びました。ϖタンクがあったなんて、おどろきました。日本と同じ遊びがあったんだなあと

思いました。インタビューをして、たから物は何ですか？というしつ໰に、家族と౴えてました。わたしも家族だか

ら、あのঁの子とは意見が合うなんて、おどろきました。また、ࡾ回目のཱྀ行に行きたいです。

・今日は車でい動しました。ެԂに行くとϖタンクをやっていて、ࢲもやっておもしろかったです。ラオスでもϖタンク

がはやっているんだなと思いました。子どものしょうདྷのゆめを聞くと、ප院の先生、ぎんこういんになりたいといっ

て、日本よりゆめが大きいと思いました。໷はバーベキューをしました。焼き肉のきかいは日本よりすごかったです。

お肉もとてもおいしかったです。

・今日は農Ԃに行きました。ϖタンクをやっていたので、中に入れさせてもらいました。そしたら、1൪近くに行きました。

わたしは遊びでも、ゆめでも、日本人ととてもにているんだなと思いました。そして、ϖタンクはラオスで1൪人気な

遊びだという事に、とてもびっくりしました。次は、もっと遊びやゆめなどを知りたいです。とても、おもしろかった

です。

・今日、ラオスの人がϖタンクをしていました。その時、日本でやる遊びをラオスの人もやるんだなと思いました。ぼ

くはその時、ാでやっていたので、ാが多いと思いました。ラオスの子は、よくお手つだいをして、すごいと思いまし

た。次は、お手つだいをよくする理由が知りたいです。

＜所感＞
異文化の中の共通点に気づくことをねらいとして、授業を行った。児童の反応にあるように、ເや遊びなどに注目することで

共通点に気づけたと思う。共通点があることが分かると、さらに知りたいという気持ちも高まってདྷたようで、「面നかった」

｢もっと知りたい」などの前向きな感想が生まれた。注目した事は、前時と同様に同じ情報でも児童によってଊえ方が

異なることであった。কདྷのເでも、日本と似ていると思う児童もいれ͹、似ていないと思う児童もいる。「似ている」

｢似ていない」と活発に意見を言い合っている児童の࢟が、ҹ象的であった。

＜本時の流れ＞　　
（1）Ǿ地球ドラマチック「ଜに電気がやってきた」ʱを視聴する。

（2）電気がつくことのࢍ൱、3カ݄後のଜの様子などについて考える。

（3）;りฦりをする

＜「ଜに電気がやってきた」概要＞
ラオス๺部にҐ置するϋテΟンଜには電気が通っておらず、ջ中電౮をย手に༦食の支౓をしたり子どもたちはษڧを

したりしている。ଜ人は、「テレビを見たい」「ษڧして上の学校に行きたい」「ศརになりたい」というئいを抱いている。

そのような中で、政෎と/(0が協力しଜに電気を通すプロジェクトが開始する。多くの人はプロジェクトにࢍ同するが、

ଜが変化することに不安を抱く人もいる。様々な思いが交ࡨしながらも、ແ事、ଜに電気が通る。しかし、電気が通った世ଳは、

ଜのごく一部の人だけであった。そのことに不ຬを抱いたଜ人がٞ߅したところ、Ճえて2世ଳに電気が通ることになる。

3ϲ݄後、ଜには様々な変化がىきた。自分たちでਫ力発電を૿ஙし、電気ྔを૿やした。電気のԸܙで࢓事ははかどり、

家をੴ଄りに改ங、道࿏の੔උ、テレビなどのメσΟΞීٴなどଜが発展した。しかし、ए者がன間からラジオを大Իྔで

流し遊んだり、݁ࠗなどの慣習が変わったりと、変化にށ࿭う人々もいるʕʕʕ。

4時限目：「電気問題」
ねらい…ラオスのଜでىこͬたి気໰୊を通して、ศརになること、ࢧԉのありํについて考える。



29

＜児童の様子＞
「ଜに電気がやってきた」の始めの部分

で、ラオスの子どもたちがջ中電౮でษڧ

をしていたことにとてもڻいていた。൪組

の్中で、電気がつくことにࢍ成か反対か	

考えたところ、全ての児童がࢍ成であっ

た。自分たちの生活が電気によって成り立

っていること、そしてө૾の中で電気がな

い生活がどれだけ大変であるかを意見とし

てあげていた。しかし、൪組のଓきを見る

中で、どうやら電気をつけることがଜ人全

員の意見ではない事に気づいた。

3ϲ݄後、ଜがどうなったかの༧想で

は、｢յれた」「不ެฏな気持ちが高まっ

た」などの意見もあったが、全体としては「全ての家に明かりがついた」などの前向きな意見が多かった。

その後、൪組を最後まで視聴し、電気がついたことへの自分の考えをまとめ、本時をऴྃした

＜児童の反応＞　
・わたしは、大きいԻはいけないと思ったけど、ぎゃくによいと思いました。電気をつけたのはよいと思いました。	

かいちゅうでんとうだけでべんڧするのは、大へんだったと思うし、お฼さんもかた手でやるのも大へんだから、電気

をつけたのはよいと思いました。

・ぼくはやっͺりびみょうです。ルールなどをܾめてԻりょうは小。࢓事もちゃんとやる。みんなのことも考える。	

などとやったら、もっとよくなると思います。でも、ଜの人は、໷、྆手が使えるからべんりになったと思います。

	、はラオスのいなかに電気がつくのはいいと思います。電気がきてଜ人たちも電気がくるためにはたらいてࢲ・

電気がきていなかったらੴ作りの家、かちくのかこいができなくて、ଜのかんきょうとかも前とかわっていないと思っ

たし、自分たちでも電気をまねして作っていたのはすごいと思ったからです。

・ぼくは、自分たちが使いやすいからといっても、いきなり使うと今までよかった事がݮり、できなかった事が૿えてい

るから、ぼくは໎っています。なͥ、今までよかった事がݮるのかよく調べたいです。

＜所感＞
これまでの学習とはए干流れが変わった学習となった。この学習を設定した理由として、ラオスで経験したことが生き

ていた。ラオスではΰミのॲ理が໰題となっている。ΰミは࢓分けせず、全て埋めているのだ。これは、もともと自然に

଎な物質面でのӨٸる物しかΰミとして出ていなかったので、その方法でΰミをॲ理すれ͹よかったのだが、外からのؼ

により、ビニールや金ଐྨなど、埋め立てるだけではॲ理しきれないものも出ている。つまり、扱いきれないのだ。まڹ

た、あるଜを๚れた際、物をもらうことに慣れている子どもたちがいた。これは、๚れた外国の人が安қに物をあげるこ

とで、もらうことが当たり前になっているようだと感じた。ݚमメンバーと話し合う中で、物を༩える物質的支援ではな

く、物の扱い方を習得するᶸٕज़的支援ᶹが本当は大事なことであると考えた。

今回の授業は、電気という物質的支援でଜにどのようなӨڹがあるのかを考えさせるため、設定した。電気が当たり前

にある世界で生きている児童にとっては、やはり電気が必要であるという意見が多かった。一方で、ଜ人の思いをくみ取

りながらも、電気がついたことにૉ௚にࢍ成できないという気持ちも、児童の感想からӐえた。また、「ぼくは、自分た

ちが使いやすいからといっても、いきなり使うと今までよかった事がݮり、できなかった事が૿えているから、ぼくは໎

っています。なͥ、今までよかった事がݮるのかよく調べたいです。」という意見があり、ศརになることʹ幸せではな

いのかもしれないという考えを持つ児童もいた。今回の学習を౿まえ、次時の自分たちが物質的支援をする「おྱのプレ

θントをしよう」の学習へつながっていく。

「ଜʹిؾが΍͖ͬͯた」をࢹௌしͯいる様子
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＜本時の流れ＞
（1）動ըに同化し、ラオスのଜにϗームステイをする。

（2）ϗームステイしたおྱのプレθント内容を考える。　ݸ人	→	グループ

（3）グループでܾめたプレθントとそれを選んだ理由について意見交流。

（4）;りฦりをする。

5時限目：「お礼のプレゼントをしよう」
ねらい…ラオスのプレθント໰୊を通して、ラオスの人ʑと自෼たちのࢥいを理ղし合うことについて考える。

̐࣌൘ॻ
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＜൘書ܕ指導Ҋ＞

＜児童の様子＞
導入では、ϗームステイという言葉にͽんとདྷていない児童もいたが、ө૾が始まると興味௡々に見ていた。その後、	

写真のスライドをみせながらଜの様子や思いを確認した。児童はө૾と関܎付けながら確認し、内容を理解していた。

プレθント選びは、多くの児童が悩んでいた。3ݸ選んだ児童は�名。2ݸ選んだ児童は3名。何も選͹なかった児童	

ïҎ下、Aとする）は1名であった。Aの理由は、「使い方を知らなかったら、す͙こわれてしまうから」であった。	

前時の「電気໰題」の学習で、外からの物質だけの支援は本当の支援になるのかということを考えていたので、そのこ

とを౿まえた意見であると感じた。Ҏ下、プレθントとして多かった順である。

ϗームステイをしよう！
【めあて】ϗームステイのおྱのプレθント内容を考えよう。

	

【一人学び】0〜3ݸプレθントを選Ϳ。　→　それͧれの考えをもとに、グループでプレθントを選Ϳ。

　　　　　　選んだ理由を考える。　　　　

	 【共学び】グループの考え発表。意見交流。

	 【まとめ】;りฦりをし、もう一౓自分の考えをまとめる。

【まとめ】

・共学びをもとに、自分の

考えを深める

・;りฦりを伝える

【共学び】

・໛଄紙を活用し、意見を	

視覚的に比べられるようにする	

【一人学び】

・ϗームステイのおྱの	

プレθントをするという

設定を確認する

・選୒形ࣜにすることで、

意見交流ができるようにする

・ଜの様子や思いを確認する	

ことで、プレθントを	

選Ϳ൑அ基४を持たせる	

【めあて】

・ラオスཱྀ行の最ऴ日で	

あることを確認する

・動ըに同化しながら、	

ϗームステイの様子を	

視聴する

・必要なݸ所で解説する	

 村の様子 
・木工品と農業が盛ん 
・99世帯 
・電気が通っていて、テレビも映る 
・小学校がある 
・お手伝いをし、皆で食事 
・子どもは遊ぶのが大好き 
・飴をもらいたがる 

 村人の思い 
・進学することはよいこと 
・学校に時計がない 
・観光を発展させたい 
・日本のことをしりたい 

 自分たちの思い 
・お礼がしたい 
・日本のことを紹介したい 
・食べ物をあげたい 
・面白い遊びを教えたい 
 

αοΧʔ
Ϙʔϧ

͚ͭ΋ͷ

ͤΜ͢

ܭ࣌

̏%4

കͷ͓՛ࢠ

ͨ͘͞Μͷ
೔ຊάοζ

γϟϘϯۄ

೔ຊͷ
঺հຊ

͓՛ࢠͷ
ͭΊ߹Θͤ

 ○サッカーボール 
○つけもの 
○日本の紹介本 
(理由)日本のことを知りたい

と言っている。子ど
もは遊ぶのが好き。 

 ○時計 
(理由)学校に時計があったら 

便利。前の学習から、
プレゼントし過ぎる
のも、良くないと思 
う。 

 〈評価〉プレゼント問題を通して、ラオスの
人々と自分たちの両方の思いを考える大切さ

に気づき、国際理解を深めることができたか。 
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グループで話し合った後、交流をした。	 	

Aグループ「時ܭ」「日本を紹介する本」「せんす」、	

#グループ「時ܭ」「お՛子のつめ合わせ」	 	

｢サッカーボール」、Cグループ「時ܭ」	 	

｢日本を紹介する本」であった。	

まず共通するのは、どのグループも「時ܭ」を	

選んだことである。理由も同じで、ଜ人の思いを	

考えてのことであった。また、「日本を紹介する本」も、	

2グループが選んでいた。Aグループについては	

せんすも選んでいて、ଜ人が「日本のことを知りたい」と	

言っていたこと、自分たちが日本のことを伝えたい

という思いが合わさった選୒であったようだ。

どのϓϨθントをબΜ͔ͩ

άϧーϓで࿩し߹ͬた໛଄ࢴ

άϧーϓで࿩し߹ͬͯいる様子 άϧーϓ͝ͱの発දの様子
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＜児童の反応＞　
・ぼくは、ラオス人にもっと日本のことを教えて

あげたいと思いました。理由は、日本のことを

あるていど知っても、まだ知りたいと思って、

ラオス人が日本にདྷてくれるかもしれないから

です。

・わたしはラオス人の事をもっと知りたいし、プ

レθントをあげるとよろこͿから、プレθント

をあげたほうもいいけど、何もあげないのはか

わいそうだけどよいことと思います。使い方が	

わからないと、だめだからです。

・わたしは、日本をしょうかいする本がいいと思

いました。最ॳは、何もあげないほうがいいと

思ったけど、日本をしょうかいする本をあげた

ら使い方なども分かると思ったからです。ラオ

スの人が日本のことを知りたいと言っていた人

もいました。

・時ܭがいいと思いました。理由は、時ܭは前も

らったので、使い方を知っているので、あげた

らいいと思いました。ࢲが伝えたいことは、こ

まやけんۄなどの、日本の遊びを教えてあげた

いです。ラオスの遊びなどとちがう日本の遊び

を教えてあげたらいいと思ったからです。

・わたしは、やっͺりサッカーボールは、やめた

　方がいいと思いました。わけは、ۭ気入れのボール用がなかったら、す͙ΰミになるからです。わたしがいいと思うの

は、せんすと日本をしょうかいする本がいいと思いました。

・ぼくは、Aさんの何もあげないもよかったと思います。なͥなら、前の事なども考えているのでよかったと思います。

ぼくはラオスの人が日本の事をなͥ知りたいか知りたいです。

＜所感＞　
単ݩのू大成として、ラオスの人々と自分たちの思いを理解し合う異文化理解をねらいとして授業を行った。今回も、	

実際に自分たちが経験した「おみやげ໰題」を発展させ構想を࿅った。おみやげ໰題とは、ラオスでϗームステイをした

際に日本から用意したおみやげを通して、たくさんのおみやげを持参し過ぎたことを;りかえり、౉した物がどのような

Өڹを༩えるのかなどを考えたことである。前時の「ଜに電気がやってきた」の学習で物が༩えるӨڹを学習していたの

で、選୒ࢶの中に「お՛子のつめ合わせ」、「たくさんの日本グッζ」、そしてଜ人がほしいと言っていた「時ܭ」の߲

目を入れた。Aの理由の中に、「あげてもす͙յれてしまうから」とあったことから、前時の学習を意識していることが

Ӑえる。そのことに共感している児童もいた。しかし、児童の意識としては、たくさんあげた方がよいのではないか、自

分たちが楽しい物をあげたい、という自分自身の思いにґった意見も多かった。

グループごとの意見を見ると、考えを深められたことが感じられる。どのグループの理由にも、ラオスの人々と自分た

ちの思いの྆方を౿まえた意見になっていたからである。

;りฦりでは、Aが「日本を紹介する本」を選んでいたことに注目した。理由としては、日本の物の使い方が分かるか

らということであった。ただ物をあげる物質的支援ではなく、その使い方を教えるٕज़的支援を行いたいという思いが感

じられた。

ϫークシート
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＜児童の様子＞
文通の内容は、あいさつ、自ݾ紹介、日本の紹介、ラオスの学習を通しての感想などである。あいさつではラオ語、英語、

日本語で文を書いた。ラオ語も英語も書き方を知らないため、児童は興味൒分、不安൒分で文ষを書いていた。一人一通書き、

ฦ৴を楽しみに待っている。

6時間目：「文通をしよう」
ねらい…ラオスの子どもたちと文通することを通して、おޓいの文化を理ղし親近感を࣋つ。

೔ຊの子どものखࢴ
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事前・事後Ξンケート　

学習の事前、事後に児童へΞンケートを行った。事前の߲目はᶃଞの国に対してどんなイメージがあるか、ᶄଞの国に	

行ってみたいか、事後の߲目はᶃଞの国に対してイメージは変わったか、ᶄଞの国に行ってみたいか、である。Ҏ下が、	

Ξンケート݁果である。

߲目ᶃでは、主に容࢟、町の様子、食べ物についてイメージをあげていた。事前Ξンケートでは、「すみずらそう」	

｢じゅうとかうっているので、少しこわい」など、どちらかと言え͹マイナスイメージがڧいように感じた。これは߲

目ᶄからもӐうことができる。߲目ᶄの事前では、「とても・まあまあ」のׂ合が໿40�であり、やはりଞの国に対

しての気持ちが前向きではないことが分かる。「あまり・行きたくない」を選んだ理由としては、「飛行機が落ちるのがこ

わい」｢食べ物が分からない」「言葉が分からない」という意見が主であった。小学3、4年の児童にとっては、自分たちの	

身の回りの生活での経験がほとんどであり、海外についての知識として得るのは、テレビなどのメσΟΞがほとんどである。

少ない情報だけで物事を൑அするのは難しく、それゆえ海外に対してネΨテΟϒなイメージを持つ児童が多いと感じた。

さて、事後Ξンケートを見ると、学習を通して意識が変わったことがӐえる。まず߲目ᶃでは、「全員がࠇいわけでは

ない」｢そんなにすみずらそうじゃなかった」「料理がちょっとこわくて変な物が入っていそうなイメージだったけど、

おいしそう」など、少ない情報で抱いていた先入観が変容していることが分かる。また、߲目ᶄでは、「とても・まあま

あ」のׂ合が60�になった。｢とても」に関しては、ഒの人数になっている。「とても・まあまあ」を選んだ理由として

は、「外国の1日をいっしょにくらしてみたい」「日本とちがう物が食べられたり、知ることができるから」などがあっ

た。学習を通して生活の様子や文化、慣習を知ることができ、安心感や興味が༙いたことが変容につながったと考える。

のねらいが少しでも達成ݩな変化はなかったが、「知らない→こわい、知る→面നい、もっと知りたい」という本単ܹٸ

できたと思う。

߲目ᶃ【ଞの国に対してのイメージ】
	 どのようなイメージがあるか（事前）
・はだがೱい色やബい色のはだ。

・はだがࠇい。

・せが高い。

・そんなに遊͹ない。

・すみずらそう。　

・広い。　

・たて物がたくさんありそう。

・ॵいイメージ。

・じゅうとかうっているので、少しこわい。

・ナイフやフΥークを使って食べる。

・はしやスプーンなどがなくても手で食べる。

・お米をあまり食べない。　

・ϐβをたくさん食べる。

・ࣣ面鳥の肉をそのままചっている。　

どのようにイメージは変わったか（事後）
・全員がࠇいわけではない。

・背の高い人だけではなく、௿い人もいた。

・いっͺい遊んでいた。

・日本では、していないことをしている。

・そんなにすみずらそうじゃなかった。

・ものすごくいなかの所もあった。

・外国はあまりお金がないので、電気などがついていない

ところもある。

・小さい国があるところ。

・似ている食べ物があった。

・食べる物が違う。

・料理がちょっとこわくて変な物が入っていそうなイメージ

だったけど、おいしそう。

・パンܥのものをよく食べるのは知らなかった。
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今回の学習のねらいは、異文化を知り、考えることであった。ラオスのことを知るためには参Ճܕ学習がよいと考え、

ラオスཱྀ行という形で学習を進めた。ҹ象としては、参Ճܕは意欲・関心が高まるとてもよい手法であると感じた。	

Նの教৬員ݚमにおいても参Ճܕ形ࣜでラオスݚमの報告を行ったが、高ධՁであった。このことから、学年໰わず	

参Ճܕ学習は意欲・関心を高める上で効果的な手法であると思う。

単ݩは自分たちがラオスݚमで実際に経験したこと、感じたことをもとに構想した。異文化と聞くと、どうしてもᶸ違いᶹに	

目がいってしまう。違いに目を向けることで新たな発見ができるというྑさがあるが、同時に自分たちの文化よりྼっている、	

理解できないなどのෛの面も少なからずුかんでくると思う。しかし、異文化の中にも共通する部分があることを、ࢲ自身が	

ラオスݚमの中で学んだ。共通点に目を向けることで親しみが生まれ、ᶸもっと知りたいᶹᶸ஥ྑくなりたいᶹという友好の	

気持ちが育まれる。2、3時間目は、そのことをねらって授業を行ったが、;りฦり日記に「インタビューをして、	

たから物は何ですか？というしつ໰に、家族と౴えてました。わたしも家族だから、あのঁの子とは意見が合うなんて、

おどろきました。」と書いている児童がいた。また、事前・事後Ξンケートから、学習を通して異文化への興味・関心が

高まったことがӐえる。これらのことから、異文化への親しみが児童の中で૿したと感じた。

もう一つ、ラオスݚम中に深く考え、扱いたいと思った題材が「プレθント໰題」である。先にड़べたとおり、実際に	

ϗームステイする時におみやげを持って行った経験がݩになっている。この学習の一൪のねらいは「ラオスの人と自分たちの	

思いを理解し合う」ことである。それにՃえ、物質的支援よりもٕज़的支援が大事であることにも気づかせたかった。	

大ྔに物を支援するのは、本当の支援にならないことをラオスݚमの中で௧感し、児童にも伝えたかったからである。	

理解し合うことについては、よく考えていたと思う。また、支援方法については、児童Aの意見から意識が広がったҹ象を	

受けたが、たくさん物をあげることにٞ࿦がٴͿまでには深まっていかなかった。日頃の経験や考える上での基盤となる情報が	

不足していたことがݪҼと思う。

本学ڃは、日頃の経験の中で海外とのつながりがほとんどない児童が多い。その中で、本単ݩのような学習をすることは、	

ඇ常に意味があると思う。具体的、実際的な経験を教材にすることで、児童の興味・関心が高まり、視野が広がると思う。	

また、異文化と出会う学習には、ଞの教科からは得られない知るتび、考える悩み、楽しさがあると感じた。本学習の	

課題になった「ٕज़的支援の大事さを理解すること」は、今回のような学習を定期的に積みॏねたり、身近なことに	

置き׵えて実際に経験したりすることで、課題に近づいていけると思う。ラオスݚमで得た題材はまだまだあるので、	

今後も教材化し実践をॏねていきたい。そして、ະདྷを担う地球市民を育てていきたい。

　	 	 	 	 	 	 	 	 　　　　　　	 　　　

全体を通しての成果と課題

参考資料

【ө૾資料】

・ʰ地球ドラマチック「ラオス　ଜに電気がやってきた」ʱ(2015
ʗ/H,

【インターネット】

・「イタリΞ料理」　httpT://ja.wikipedia.oSg/wiki/�&3��2�A4�&3��2�#'�&3��3�AA�&3��2�A2�&6��6����&7��0��6

・「中国料理」　http://majin.mZhome.cx/pot-au-feu/dataSoom/diTh/china/ChineTe@CuiTineTe/ChineTe@CuiTineTe.html
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学校所在県：広島県
学校名：೓日市市立大野౦小学校
名前：山田　英ܙ
担当教科：全教科

実践教科：道ಙ・国語・社会・Ի楽・
　　　　　学校行事
対象学年：ୈ5学年
対象人数：34名（140名）

ੈքのࠃʑに目Λ͚޲て�ʙ͕ͪ͏ことって͓΋͠ろ͍ʙ

■実践の目的　

・ラオスの文化を通して、自分たちが世界の人々と共ଘしていることを理解し、国際親ળに౒めようとする心情を育てる

・ラオスについて学Ϳことをきっかけに外国への興味関心を高めさせ、多面的な見方や考え方ができるようにさせる

・世界の国々の生活習慣や文化を調べることで、日本との共通点や相違点を知り、日本の文化や伝౷のよさに改めて	

気づかせる

■授業の構成

時限・対象学年 テーマ・ねらい 方法・内容 使用教材

̍時限目
ୈ5学年全体

ラオスについて学ぼう
・ラオスの෩ܠや文化、食事、生活

習׳などについて学び、外国΁の
Ίるߴຯ関心をڵ

1ɹラオスの෩ܠや文化、食事、生活習׳に
ついて写真や実物、クイζを通して学ぶ

�ɹラオスと日本の同じと違いを見つけ 
෇ᝦにϝϞする

・写真・ϜーϏー
・シン・μオϑϧーπ
・ワークシート

2時限目
ୈ5学年全体

「同じۭの下で」（道ಙ）
・外国の人ʑや文化の中に、自෼と

共༗͞れるଟくの感ੑやࢥいがあ
ることにվΊて気づき、ͦれをେ
੾にしながら国際親ળに౒Ίよう
する心৘をҭてる

ʦ内容߲目̐ʕ（�）国際理ղと親ળʧ

1ɹલ࣌の振り返りをする
�ɹ෇ᝦにॻいたϝϞをもとに同じと違い

を交流する
�ɹ֤άϧープで交流したことをൃ表する
4ɹラオスの子どもたちが౴えたΞンέートと

自෼たちが౴えたΞンέートを比ֱする
5ɹ外国のݴ༿や文化に触れたとき、 

どんなことを考えたり、ͬࢥたりした
か、またこれからどんな関わりํをし
たいか考える

�ɹ世界とのかかわりに関する教ࢣのઆ話
をฉく

�ɹ学習の振り返りをする

・日本の子どもが
事લに行ͬた

ɹ Ξンέート
・ラオスの子どもが

行ͬたΞンέート
・ラオスの子ども

たちの写真
・ワークシート

3〜13時限目
学ڃ

「࿨の文化を受けつ͙」（国語科）
・日本と世界の文化・఻౷のよ͞を 

考える

1 学習՝୊をつかΈ、学習の見通しをཱてる
� 教材文を読Έ、内容をとらえるととも

に、આ໌のํ࢓やࢿ料の༻いられํを
読Έऔり੔理する

� 調べる୊材と調べる؍点をܾΊ、本や
料からඞཁな৘ใをूΊるࢿ

4 ूΊた৘ใを੔理し、આ໌する内容と
੒を考えるߏ

5 ʮ࿨の文化・世界の文化のઆ໌ձʯを
։き、ҙ見を交流する

� 学習の振り返りをする

・日本の文化఻౷に
関する本

・世界の国ʑの文化
఻౷に関する本

・ワークシート
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14時限目
ୈ5学年全体

「学習発表会」（学校行事）
世界の国々について、歌や写真で発表する
・外国語で学んͩ世界のあい͞つや

国語Պで学習したことを生かして
世界の国ʑについてのൃ表をする

1ɹ世界のあい͞つを国旗を見せながらൃ表する
�ɹ世界の国ʑのָثをऔりೖれ、ԋ૗する
�ɹ世界の国ʑに関するՎをՎう

・世界の国旗
・世界のָث

＜本時の流れ＞　　
ラオスについてパϫーポイントを見ながら学び、日本とラオスの同じと違いを付ᝦにメモする。

＜児童の反応＞
・スーパーではなく市場で買い物をすることこが分かった。

・市場では、聞いたことのない果物やカΤルをചっていることにڻいた。

・日本と同じように田২えをし、お米を食べることを知った。

・不発弾があり、ڻいた。

・日本の文化がラオスにも伝わっていることが知った。

・自分たちと同じように子ども達もເがあると分かった。

＜所感＞
日本とラオスの違い͹かりに目がいかないように、同じを見つけқいようにパϫーポイントの内容を޻෉した。また、

外国は楽しそう・面നそうと児童に感じてもらうことが今回のねらいだったので、不発弾については、あまり多くを

語らないようにし、ラオスはݥةな国・ාい国というҹ象にならないように写真の見せ方を޻෉した。

。が紹介したことがラオスの全てではないので、国語科の調べ学習を通して、学びを深めさせたいࢲ

1ɽ実ࢪ日：2015年10݄1�日（݄）

2ɽ対象　：ୈ5学年

3ɽ主題名：｢同じ地球に生きている」（内容߲目４	ー（�）国際理解と親ળ）

4ɽねらい：外国の人々や異文化の中に、自分と共有される多くの感ੑや思いがあることに改めて気づき、それを大切に

しながら国際親ળに౒めようとする心情を育てる。

5ɽ資料名：｢同じۭの下で」（出య：౦ژ書籍）

1時限目：ラオスについて学ぼう
ねらい…ラオスの෩ܠや文化、食事、生活習׳などについて学び、外国΁のڵຯ関心をߴΊる。日本とラオスのʮ同じʯと

｢違いʯを見つける。

2時限目：国際理解と親善（道徳）

この授業に
注目
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＜本時の流れ＞

学習活動と内容 主な発໰（○と˕）と༧想される児童の反応（・） 指導上のཹ意点（ˑ）とධՁ（˒）

1ɽラオスについて学んだ	

ことをৼりฦる

○ラオスについてたくさん学びましたね。ྫえ͹、食べ物、服装、

文化。

ˑ学習したことを写真と提示しながら	

思い出させる

2ɽグループで交流する ○前回ラオスと日本の同じと違いを見つけて、੨と੺の付ᝦに	

書いてもらいましたね。今日はその付ᝦをషりながら自分の

考えを交流しましょう。

＜違うところ＞

・托鉢という文化がある。

・おุの見た目が全く違う。

・市場で大きな魚や野菜、果物などをചっている。

・不発弾がある。

＜同じところ＞

・野菜を食べる。

・同じお՛子がある。

・お米を食べる。

・ເをもっている。

ˑ付ᝦを使い、考えを交流させる

3ɽ全体で交流する ○グループで出た意見を交流しましょう。

・ぼくたちのグループでは、違うところの意見がたくさん出ま

した。たくさん出た意見は、市場で買い物をすることや、お

ุが形も色も違うということでした。

　。たちのグループでは、同じところについて発表しますࢲ・

日本と同じようなお՛子がചっていたことや、田২えをする

という意見が出ました。

ˑいくつかのグループに発表をさせる

4ɽラオスと日本の子

ども達のΞンケー

ト݁果を知る

○Ҏ前みなさんが౴えたΞンケートと同じ物をラオスの子ども

たちにも౴えてもらいました。みなさんが౴えたΞンケート

とラオスの子どもたちが౴えたΞンケートを比べてみても同

じところ・違うところがありますね。

ˑ日本の子どもとラオスの子どもの	

Ξンケートを比較させる

5ɽ文化に触れたとき、	

どんなことを考え

たり、思ったりし

たか、またこれか

らどんな関わり方

をしたいか考える

˕外国のことについて学Ϳ前と後では、心の中でどんなことが	

変わりましたか。また、これからどんな関わり方をしたいですか。

・外国だけれど、日本と同じことがたくさんあってびっくりしました。

・外国と日本では、違うところがたくさんあるけど、外国に	

行ってみたいです。

・外国の人がどんな物を食べるか知りたいです。

・カΤルを食べてみたいです。

・ଞの国の子と友達になりたいです。

˒外国への興味関心を持ち、国際

親ળに౒めようとする心情を高め

ることができたか

6ɽ世界とのかかわり

に関する教師の説

話を聞く
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＜児童の反応＞
・違うところ͹かりだと思っていたけれど、意外と日本に似ているところがあると思った。これから外国の人と;れ合っ

て、஥ྑくしていきたいと思った。

・ラオスという国に行ってみたい。いろいろな食べ物を食べてみたい。

・ଞの国の文化や伝౷について調べてみたい。

・ੲ、爆弾を落とされたことや今はฏ࿨なところが同じだと思った。

・日本にはない文化もあるから、ଞの国と関わることは少し難しいと思った。

・学Ϳ前は、いろいろな໰題を抱えていて、あまりྑいҹ象ではなかったけれど、学んでみて、ࢲたちと同じところも多

いと感じ、もっとଞの国の文化に;れてみたいと思った。

＜所感＞
事前Ξンケートの「ラオスのイメージを教えてくださ

い」という໰いには「ශしい、食べ物がない、戦争をし

ている」などのマイナスなイメージが多かった。しか

し、学習をऴえて児童の外国へのイメージがプラスに変

わり、もっと知りたいという興味関心を高めさせられた

のは、大きな成果だと感じた。外国の൵しい背景や現実

を知ることも大切なので、ஈ֊に応じて学͹せ、考えさ

せることは必要であると思った。

教師の説話では、ラオスのことを知り、外国に目を	

向けることだけではなく、多面的な見方や考え方がある

という視点を持ち、友達の違いを受け入れ、よりよい人

間関܎を作ってほしいというメッセージを伝えた。
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＜学習の流れ＞
ᶃ　学習課題をつかみ、学習の見通しを立てる。

ᶄ　教材文を読み、内容をとらえるとともに、説明の࢓方や資料の用いられ方を読み取り੔理する。

ᶅ〜ᶉ調べる題材と調べる観点をܾめ、本や資料から必要な情報をूめる。

ᶊ〜ᶌूめた情報を੔理し新聞にまとめる。説明する内容と構成を考える。

ᶍ〜ᶎ「࿨の文化・外国の文化・伝౷の説明会」を開き、意見を交流する。

ᶏ学習のৼりฦりをする。

＜児童の反応＞
・外国には、日本にはない文化があることを知って、おもしろいなと思った。

・ଞの国のことについても調べてみたいと思った。

・外国のおਖ਼݄料理を食べてみたいな。

＜所感＞
本単ݩでは、ラオスだけでなくଞの国について知ってもらいたいことや、日本の文化や伝౷のྑさに改めて気づいてほ

しいというئいから、外国の文化も調べる授業展開にした。日本の文化・伝౷について調べるグループは「うちわ、࿨紙、

着物、஡道、ੲ遊び、ਆ社、ひなまつり」の߲目であった。外国の文化・伝౷について調べるグループは｢おਖ਼݄に食べ

る料理や伝౷料理、建物」の߲目であった。まとめたことを発表する場を設けることで、日本と外国の文化・伝౷の交

流ができ、ねらいにせまることができた。

課題としては、調べる߲目が日本と外国で対になっていないため比べにくいことや、聞く側が感じたことを発表する

ことができたが、ٙ໰に思ったことを発表しても、説明した側が調べきれていないことが多く、深めることができなかっ

たことである。

3～13時限目：「和の文化を受けつぐ」（国語）
ねらい…日本と外国の文化・఻౷について調べ学習を行い、ൃ表し、ޓいのよ͞を考える。
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＜本時の流れ＞
さま͟まな教科で学習した外国のѫࡰ、数の数え方、じゃんけんの࢓方などを紹介し、自ݾ紹介や好きな食べ物をਘねる

英語のチャンツを行う。また、歌も歌う。

＜児童の反応＞
・外国のことをたくさんの人に紹介できてよかった。

・英語を使って、いろんな人と話しをしてみたい。

・「ちがう」ということは、たいしたことではないんだなと思った。

＜所感＞
今回の学習発表会は、5年生だけでなく、ଞ学年、保

護者、地域の方にも外国に少しでも興味をもってほしい

というئいをࠐめてこの内容設定にした。学習してきた

ことを活かし、ݺびかけやチャンツ、歌を用いて外国に

ついて紹介することができたのでよかった。

14時限目：学習発表会（学校行事）
ねらい…道ಙ、外国語、ࣾձՊ、国語Պで学習した外国のことについて、ݺびかけやνϟンπ、Վを༻いて児童やอऀޢ、

地Ҭのํに఻える。
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＜成果＞
ラオスと日本の相違点だけでなく、共通点を見つけさせることで親近感をもたせ、్上国に対するマイナスのイメージを	

プラスに変えていくことができた。また、外国について調べ、発表を聞くことで、ラオスҎ外の国々に目を向けさせ、	

興味をもたせたり、日本の文化のྑさに改めて気付かせたりすることができた。

子ども達は、人と違うことをڪれ、ݏう܏向にある。しかし、日本とは違う文化や習慣について学Ϳ学習を通して、	

違うことの面നさや多面的な見方や考え方が大切であるという新たなՁ஋を意識させることができた。

＜課題＞

ラオスについて学Ϳ授業では、主観が入ったり、一部分の情報しか伝えていなかったりした。子どもの発達ஈ֊に応じて、	

国の歴史や൵しい事実も伝えていく必要がある。

今後取り組みたいことは、さま͟まな国の人々の立場になって考えることのできる授業を設けたい。そして、外国に目を	

向けるஈ֊から自ら進んで国際理解に協力したいと思う子どもたちを育てていきたい。

　	 	 	 	 	 	 	 	 　　　　　　	 　　　

全体を通しての成果と課題

参考資料

【書籍】

・文化のちがい　習慣のちがい/ਢ౻݈一

【教材】

・Hi
fSiendT�1	C%	/౦ژ書籍

・ビューテΟフル・ネーム	C%

【インターネット】

・ΞジΞのじゃんけんの࢓方　http://old.aTean.oS.jp/kidT/plaZ/index.html　（ΞセΞンキッζセンター）
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高
等
学
校
編

授業実践

౳学校編ߴ

教員により、一部表現のばらつきがあります。また、児童・生徒の感想に誤字脱字等がある場合がありますが、原文のままとしています。
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学校所在県：岡山県
学校名：岡山市立岡山後楽ؗ高等学校
名前：ླ໦　༞子
担当教科：地歴・ެ民

実践教科：総合「地球のະདྷ」
対象学年：高校̍〜３年生
対象人数：50名

ラオスΛ௨͡て͑ߟΔʮԉॿʯとʮൃలʯ

■実践の目的　

・ラオスを知ることで、発展్上国に対して抱く「ශࠔ」「Ԛい」「஗れている」といったڱいイメージからൈけだし、

文化の多様ੑや๛かさに気づく。

・開発課題についての援助方法や༏先順Ґを考える中で「本当に必要な援助とは何か」を考える。

・｢開発ʹ明るいະདྷ」というだけでなく、開発が様々な変化をも引きىこすことに気づく。

■授業の構成

時限 テーマ・ねらい 方法・内容 使用教材

1〜2時限目

ラオスを知る
・ൃల్্国に対するݻఆ化͞れた

イϝーδからൈけग़す
・文化のଟ様ੑや๛か͞に気づく

（1）ラオスが౦ೆΞδΞの国であることを 
֬ೝする

（�）ϒレインストーϛンάɿ
ɹɹʮ౦ೆΞδΞといえばʁʯ
（�）ϑΥトランήーδ

・ラオスの写真を見て、気づいたこ
と、ٙ໰にͬࢥたことを話し合う

（4）写真とクイζを通じてラオスを知る

・パワーポイント

・ラオスでࡱӨし
た写真άϧープ
ຖに異なる写真
を༻ҙ

・パワーポイント
写真とラオス・
クイζ

3〜4時限目

ラオスを知る
・ൃల్্国に対するݻఆ化͞れ

たイϝーδからൈけग़す
・文化のଟ様ੑや๛か͞に気づく

（1）લ࣌の振り返り
（�）ラオスでग़ձͬた人のݴ༿からňラオ

スのྑいところʯʮラオスの՝୊ʯを 
見つける

（�）もし自෼ୡが国際ԉॿஂ体ͩͬたら、
どんなԉॿができるかを考える

（4）ԉॿํ๏の༏ઌॱ位を考え、άϧープ
ຖにൃ表し、શ体で共༗

・パワーポイント

・ʮラオスでग़ձͬ
た人のݴ༿ʯΧーυ

・パワーポイント
  （日本とラオスの比ֱ）

5〜6時限目

ラオスを知る
・ൃల్্国に対するݻఆ化͞れた

イϝーδからൈけग़す
・文化のଟ様ੑや๛か͞に気づく

（1）ϒレインストーϛンάɿి気がある
生活

聴ʮଜにి気がやͬてきたʯࢹ%7%（�）
でଜがどのようޙઃがग़དྷるલࢪిൃ｣（�）

にม化したかʯをάϧープຖにまとΊる
（4）͞らにʮ1�೥ޙ、ଜはどうなͬてい

るかʯを考え、	�）と合わせてάϧー
プຖにൃ表する

（5）共༗とまとΊ（振り返りシートのهೖ）

・%7%ʮଜにి気
がやͬてきたʯ
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それͧれの国・地域が持つ独自ੑや多様ੑに目を向けなけれ͹、ステレオタイプにؕり、「ශしくてかわいそう」

(かわいそうだから援助してあげる）とか、「（ฏ࿨でศརな）日本に生まれてྑかった」といった上ஈに構えた見方に

ؕってしまうݥةがある。そうした一方的な物事のଊえ方は自分のՁ஋観で相手をྔろうとし、自分たちの文化やՁ஋観

をԡし付ける݁果になりかねない。そのため、まずはࢲ自身が体験した「ૉఢなラオス」を伝えるところから始め、生徒

がラオスの๛かさに触れてポジテΟϒなイメージを持てるようにと考えた。

＜活動の流れ＞　　
（1）ラオスが౦ೆΞジΞの国であることを確認する

最近は地図をۤ手とする生徒も多く、֤国のҐ置はもとより౦ೆΞジΞでさえどこにあるのか分からない生徒もいる。

ラオスはངかなະ知の国である。ラオスがどの地域にあるかを４୒で໰うた後、地図で確認。

（2）ϒレインストーミング	「౦ೆΞジΞといえ͹？」

グループຖにイメージや知っている情報

を出し合う。それをϗϫイトボードに書き

出し、全体で共有した。

༧想していたとおり、多くのグループか

ら｢発展్上国」「ශࠔ」という言葉が出て

きた。また、「ॵい気ީ」「いろいろな民

族がいる」ことを指ఠしたグループもあっ

た。｢A4&A/」「モンスーン」といった社

会科のط習事߲や「஬を食べる」「車より

バイク」といった言葉も出てきた。一方で

౦ೆΞジΞへの関心が௿いと思われるグルー

プは「知らない」「何も思いつかない！」と

ۤ戦しており、「知ってる国の名前は？म

学ཱྀ行で行く国は౦ೆΞジΞだよ」とώン

トを出したりした。「ࠇ人」と書いたグル

ープが2つあった。

ボードに書かれた事߲を確認した後、

岡山と比較した気ީの特௃や、面積、

人口、識字率、1人当たり(%P等を示した。

1～2時限目：「ラオスを知る」
ねらい…ൃల్্国に対して๊くʮශࠔʯʮԚいʯʮ஗れているʯといͬたڱいイϝーδからൈけͩし、文化のଟ様ੑや

๛か͞に気づく。

この授業に
注目

શମが͑ݟるΑ͏ʹॻ͖ग़しͯ
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（3）フΥトランゲージ

ラオスでࡱӨされた写真を見て気づいたこと、ٙ໰に思ったことを話し合う。

写真はグループຖに異なるものを用意した。

ʪ使用した写真のྫʫ

（4）写真とクイζを通じてラオスを知る

ラオスでࡱӨした写真をもとに作成したスライドを使い、説明をՃえていった。フΥトランゲージで使用した写真

は、担当グループが発見したことを発表し、その後ิ足説明を行った。写真を見ること・発表を聞くことが中心とな

ってしまうので、クイζも交えて、生徒の活動が単調にならないようにした。

ʪ使用したスライド（ൈਮ）ʫ

写真だけでは分からない生活

習慣やラオスの衣食住、実際に

๚໰してみてڻいたことなどを

੝りࠐんだ。

＜生徒の反応ʜレポートの記ड़より＞
・౦ೆΞジΞの最ॳのイメージはॵそう、ഽがࠇそう、まずしそうでしたが、๛かで人があたたかいと思いました。	

Ӵ生は日本の方がいいと思いますが、くらしの様子は変わらないと思いました。

・ケータイとかテレビとか電気機ցのものが一切ないかと思ったけど、そんなことはなくて、ශࠔで子どもたちが学校

に行けなくてಇいていたり、食べるのに必ࢮなのかなと思っていたけど、イメージと違ってびっくりしました。

・ラオスに対するイメージと、ラオスの現実はあまり変わりませんでした。あまりキレイな町でもなかったし、ラオス

の中にも格差がありそうな感じが写真でも伝わってきました。

・あまりいいイメージを持っていなかったけど、ࢲもラオスに行ってみたいなと思えるようになりました。

市場の様子
パοクചりではͳいܲ΍ڕ
ళओのखʹはܞଳి࿩

ேのࣉӃલ
গ೥ૐが૟আத

る͑ݟ಺ʹཱ೿ͳおุがڥ

ϊンϒンଜの子ども
਎ۙͳものを༡ͼಓ۩ʹ
パラϘラΞンςφが͑ݟる
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＜所感＞
レポートの記ड़は「ラオスについて学Ϳ前後でイメージが変わったか？」という໰いに対するものである。「あまり変

化はなかった」とする生徒もいたが、そもそも౦ೆΞジΞやラオスに対する関心がബかったのでイメージもرബで「変

化」といっても特に思いつかなかったようだ。しかし、総じて外国文化に対する興味・関心は高く、意欲的に活動できて

いたように感じる。ラオスに対して、ポジテΟϒなイメージを持ってくれたのではないだろうか。一方、写真から国内で

の格差について読み取っていた生徒もいた。グループ活動の୉ޣ味は、このような気づきやޓいのՁ஋観に触れられるこ

とだ。その点では、時間؅理がうまくできず、ৼりฦりや共有の時間をे分確保できなかったことは大きな反省点である。

＜活動の流れ＞　　
（1）前時のৼりฦり

スライドを使って、前回のৼりฦりを行う。本時の流れを考え、ここで、前回時間不足でे分触れられなかった農

ଜ部の暮らしについても紹介した。民家やະฮ装の道࿏、日本では見られなくなったգா、調理風景などの写真を見

せた。

（2）ラオスで出会った人の言葉から「ラオスのྑいところ」「ラオスの課題」を見つける

ラオス๚໰で得た情報をݩに「ラオスで出会った人の言葉」カードを作成した。ొ場人物は「ଜ長」「ଜの教員」

の5人。カードには教育、言語、ҩྍ、交通、ΰミ໰題、生活インフ「観ޫ٬」ප院の؃護師」「ٕज़指導員」܊｣

ラ、農ଜの日常生活に関する情報をࢄり͹めた。

ʪ使用したカードのྫʫ

3～4時限目：「ラオスの課題は何だろう？」
ねらい…։ൃ՝୊についてのԉॿํ๏や༏ઌॱ位を考える中でʮ本౰にඞཁなԉॿとは何かʯを考える。

 郡病院の看護師 
「病院から離れている農村部を巡回するのですが、雨季には不通になる道もあります。町から離れた集

落には舟でないと行けない場所もあり、移動するのはとても大変です。お母さん達にはお寺や学校に集

まってもらい、そこで栄養指導や妊産婦指導を行っています。妊産婦の死亡で多いのは、お産の時に出

血が止まらなくて亡くなるケースですね。赤ちゃんが感染症にかかる心配もあるので、ケアするために

も病院での出産が望ましいのですが。昨夜産まれた赤ちゃんが今朝亡くなりました。郡病院にはレント

ゲンもありません。交通事故や大きな手術が必要な場合は、都市の病院でないと手に負えませんが、搬

送にはお金がかかるので難しいことも多いです。ラオスでは５歳以下の子どもの医療費は無料ですか

ら、予防接種も無料で受けられますが、なぜ必要なのかがなかなか分かってもらえず、受けに来ない人

もいます。」 

ප院の؃護師܊
「ප院から離れている農ଜ部を८回するのですが、Ӎقには不通になる道もあります。町から離れた

ू落にはसでないと行けない場所もあり、Ҡ動するのはとても大変です。お฼さん達にはお寺や学校

にूまってもらい、そこでӫཆ指導や೛්࢈指導を行っています。೛්࢈のࢮ๢で多いのは、お࢈の

時に出݂がࢭまらなくて๢くなるケースですね。੺ちゃんが感છ঱にかかる心഑もあるので、ケΞす

るためにもප院での出࢈が๬ましいのですが。ࡢ໷࢈まれた੺ちゃんが今ே๢くなりました。܊ප院

にはレントゲンもありません。交通事ނや大きな手ज़が必要な場合は、౎市のප院でないと手にෛえ

ませんが、ൖૹにはお金がかかるので難しいことも多いです。ラオスでは５歳Ҏ下の子どものҩྍඅ

はແ料ですから、༧๷઀छもແ料で受けられますが、なͥ必要なのかがなかなか分かってもらえず、

受けにདྷない人もいます。」
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カードの内容からラオスの「ྑいところ」「課題」を考え、グループຖに໛଄紙に書き出してプレθンを行った。

＜生徒が読み取ったラオスの「ྑいところ」「課題」＞

プレθン後、課題に܎わる情報として、「̍日1.25ドルҎ下で生活する人のׂ合」「೛ࢮ්࢈๢率」「５歳ະຬࢮ　

๢率」「ब学率」「小学校ଔ業まで残る児童のׂ合」を示した。

（3）もし自分達が国際援助ஂ体だったら、どんな援助ができるかを考える

 郡病院の看護師 
「病院から離れている農村部を巡回するのですが、雨季には不通になる道もあります。町から離れた集

落には舟でないと行けない場所もあり、移動するのはとても大変です。お母さん達にはお寺や学校に集

まってもらい、そこで栄養指導や妊産婦指導を行っています。妊産婦の死亡で多いのは、お産の時に出

血が止まらなくて亡くなるケースですね。赤ちゃんが感染症にかかる心配もあるので、ケアするために

も病院での出産が望ましいのですが。昨夜産まれた赤ちゃんが今朝亡くなりました。郡病院にはレント

ゲンもありません。交通事故や大きな手術が必要な場合は、都市の病院でないと手に負えませんが、搬

送にはお金がかかるので難しいことも多いです。ラオスでは５歳以下の子どもの医療費は無料ですか

ら、予防接種も無料で受けられますが、なぜ必要なのかがなかなか分かってもらえず、受けに来ない人

もいます。」 

観ޫ٬
「自然が๛かで、ϗームステイが人気と聞いてきました。ଜでは時間がゆったり流れているようで、

とてもډ心地がいいです。ଜではたくさんの子ども達を見かけました。テレビゲームなどはありませ

んが、子ども達は身の回りにある物で޻෉して遊んでいました。ࢲが௼りに行きたがると、஛͟おと

を使ってଈ੮の௼り͟おを作ってくれました。฼親Ҏ外にも、お͹あちゃんや近所の人が子どものࢳ

面౗を見ている࢟もよく見かけましたね。ࢲのധまっている家にも、近所の子どもがやってきて、໷

テレビを観たりしていました。その家には電気はきていましたが、ਫ道はなくて、お฼さんが大きな

ポリバケツにਫをཷめて使っていました。お฼さんが料理するのを見せてもらったのですが、鶏をさ

͹くんですけど、ほとんどࣺてる部分がなくてڻきました。気になったのは、ଜの道にΰミがたくさ

ん落ちていたことです。せっかく自然が๛かなのにŋŋŋ。そういえ͹、ステイした家のお෕さんが、ビ

ニールのΰミをかまどで೩やしていて、体にѱそうなࠇいԎが上がっていました。ΰミは֤家庭で೩

やすか、そのลにࣺててしまうみたいです。」

˗ラオスのྑいところ
　自然が๛か　気ީにܙまれている

　食料自給率が高い

　ӫཆ・೛්࢈指導がある

　ೕ幼児のҩྍඅがແ料

　ٛ務教育がある（5年生まで）

　近所の人が子どもの面౗をみてくれる

　→	ଜでの繋がりがある

　身の回りの物で޻෉して遊Ϳ

　観ޫ٬に人気（ୌめ͙り、ϗームステイ）

　食材をແବにしない

　子どもが多い

˗ラオスの課題
　सでしか行けないところがある	→	Ҡ動が大変

　ҩྍ設උのॆ実（܊ප院にレントゲンがない）

　ҩྍ知識がීٴしていない　感છ঱の໰題

　ਫ道がない

　ΰミがたくさん落ちており、間違った方法でॲ理

　ະฮ装の道࿏	→	Ӎقには不通になる

　ラオ語ができない人がいる

　్中で学校をࣙめたりཹ年する子どもがいる

　ٛ務教育が୹い（５年生まで）、教員が少ない

　学校に時ܭがない
　ଜがශࠔ
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（4）援助方法の༏先順Ґを考え、グループຖに発表し、全体で共有

（2）で考えた課題に対して、どのような支援が考えられる

かを、｢国際援助ஂ体ʹଜにやってくる外部の人間だったら」

という立場で考え、付ᝦに書き出していった。次に、書き出

した援助方法の何を༏先させるべきかを考え、グループຖに

ϗϫイトボードにషり出していった。そしてزつかのグルー

プに、なͥその順൪にしたのか理由を発表してもらった。ҩ

ྍに関する事߲が比較的上Ґに多かったが、「命に関わるこ

とだから、まずはそこから」と考えたグループが多かったよ

うだ。今後ىこってくる໰題としてΰミॲ理໰題に着目した

グループもあり、｢33のීٴ」など単なる物やお金の援助で

はないϢニークなҊも出た。

（5）まとめ

生徒たちから出た意見をまとめた後、「ところで、ࢲたちが必要ではないかと考えた援助は、本当に必要とされて

いる援助なんだろうか？」と投げかけた。ラオスのそれほどශしいとは感じられないଜで同行者がଜの教員に「時ܭ

が欲しい」とねだられたこと、その話を聞いてࢲ自身が感じたٙ໰をそのまま話した。一見๛かに見えるラオスの人

が本当にٻめている支援とは何なのか。ٻめられるモϊを༩えることが、本当に発展に繋がるのか。ଜが๛かになっ

たとは、ଜがどのような状態になったことを指すのか。55で一緒にߨ座を担当している教員が、ݚमで్上国を๚

れた経験から｢Ձ஋観の相違」について語ってくれた。

＜生徒の反応＞
ラオスの「ྑいところ」と「課題」を見つけ出す作業では、最ॳはࢪ設・設උや制౓に注目する生徒が多かった。また、

文中の言葉をそのままൈき出す場合がほとんどだった。しかし、「暮らしͿりなど、日本と比べてどうかな？」とώント

を出すと、「ଜの繋がり（住人同࢜の繋がりがڧい）」等、言葉の背景にあるものを୳り、自分達の言葉に置き׵えて表

現するグループも出てきた。

＜生徒の記ड़より＞
・日本人が思う援助とラオスの人がしてほしい援助は違うことがあって、Ձ஋観の違いってむずかしいなと思いました。

。たちの考える援助ではなく現地の人が思う援助をしていくことが発展につながるのだろうと感じましたࢲ・

・ଜが発展っていうのは、すべての子ども達が学校に通える状態のことをいうのではないかなと思います。すべては学校

からではないのかなと思います。

＜所感＞
情報ྔが多すぎて、作業にਵ分時間がかかってしまった。しかし、授業のねらいであった「本当に必要な援助とは何か

を考える」ことについては、これだけの限られた情報（背景をे分には知らない状態）では難しかったと思う。ただ、グ

ループຖにかなりバラΤテΟに෋んだランキングとなったので、そのことから、人によってՁ஋観は異なり༏先順Ґをܾ

めるのは難しいと感じた生徒もいたようだ。「自分の側の一方的なՁ஋観ではਪしྔれないものがある」ことに気づけた

のなら、それは「本当に必要な援助」を考えるୈ一歩になるのではないかと思う。

ॏཁ౓のߴいॱʹランΩンά
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5～6時限目：「村に電気がやってきた・・・その後を考える」
ねらい…ʮ։ൃʹ໌るいະདྷʯというͩけでなく、։ൃが様ʑなม化をもҾきىこすことに気づく。

＜活動の流れ＞　　
（1）ϒレインストーミング：電気がある生活

まず、電気がない状態の不ศさを知るために、電気があるおかげでࢲたちがどのような生活がՄೳになっているか

を考え、出し合った。グループຖに̖３大の紙にまとめ、షり出す。

（2）%7%視聴「ଜに電気がやってきた」

電気が引かれた݁果、୹期間で変๴していくラオス๺部のଜの様子をඳいたドキュメンタリーө૾を視聴する。

（3）｢発電ࢪ設が出དྷる前後でଜがどのように変化したか」をグループຖにまとめる

（4）さらに「10年後、ଜはどうなっているか」を考え、（3）と合わせてグループຖに発表する

（5）共有とまとめ（ৼりฦりシートの記入）

＜生徒の反応＞
電気がない生活を想૾してみたものの、生まれた時から電気があって当たり前の生活をしてきた生徒達にはいまいちϐンと

དྷていなかったようだ。資料ө૾によって、その想૾Ҏ上の不ศさを目の当たりにし、みなڻいていた。

άϧーϓຖʹϓϨθン
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＜ৼりฦりシートより＞
・ଜに電気がきて、環境や生活スタイルが変わり、電気のありがたさを感じることができました。ですが、それによって、

ශ෋の差が生まれたり、ए者の考えやՁ஋観が変わってしまったことによって、ଜの伝౷や自然がなくなってしまう໰

題が、今後出てくるんだなと、今回の授業で考えさせられました。ྑい方向に変化したこともあれ͹、思いがけない໰

題も生まれてきたことがわかりました。

・ï電気が）ないとあるで、どっちの方がྑいのかというとܾめられないし、メリットとσメリットはいくら改ળしても	

ついてくるんだろうなとも思いました。݁࿦は本当にないのでしょうか。いくらたってもফえない最大の難໰ではと思

いました。

・ラオスではそもそも電気が通ってない所があることにビックリした。֗とශしいଜではこんなに差があると思わなかった。

ջ中電౮で生活するのは、なかなかキツイŋŋŋ。だからଜに電気が通ってよかったと思う。でも、そのかわり、ଜの人

だけでなく環境自体も変化している。ศརになったのはいいけどそれだけが全てではないなと思った。自分達もスマϗ

がීٴしてきてศརになったけど、なにもかもཔりすぎて、スマϗにґଘしてしまっている。

＜所感＞
生徒が食い入るようにը面を見ているのを見て、ө૾の持つ力を改めて感じた。ө૾には新しい情報に઀することでՁ

஋観の差が生じる様子などもඳかれていて、開発や「外からもたらされるモϊ・情報」がྑいこと͹かりでなく様々なӨ

。こすことを生徒は知ったىを引きڹ

生徒の活動ではさま͟まな意見が出たが、電気が導入されることで「ଜが発展する」と考えたグループもあれ͹、｢ए

者が出て行って高齢化・過ૄ化する」と考えたグループもあり面നかった。

最後に「これってこのଜだけの໰題かな？」と投げかけた。新しい何ものかによる変化が生じるのはラオスに	

限ったことではなく、観ޫ地化や౎市化（その反対にある地方の過ૄ化）によってもたらされる変化など、日本にも当て

はまる。それらを自分の身近でもىこり得ることとして考えてほしかったが、限られた時間の中で考えさせるためには、	

ϫークシートを޻෉する等もっと方法を考える必要があった。

˕写真や実物教材（民族衣装など）に対する生徒の関心は高い。今後も積ۃ的に活用していきたい。何よりも自分の目で

見て、聞いて、体験したことには説得力があるように思う。授業者がどのような意図でそれらを提示するかもॏ要だと

感じた。その意味で、ࢲが感じた「楽しさ」や「ށ࿭い」がそのまま授業に反өされていて、生徒の受けࢭめ方にもӨ

。していたのではないかと思うڹ

˕３・４時間目の授業で興味深かったのが、教育に関する課題の受けࢭめ方である。「５年間のٛ務教育」をラオスの課

題としてڍげたグループもあれ͹、ྑいところとしてڍげたグループも出てきたからだ。このߨ座では్上国の教育を

め͙る課題や識字率についてطに学んでいた。またਫ໰題について取り上げた時に、ਫټみや਋रいなどでे分な学校

教育を受けられない子ども達がいることも学んでいた。ٛ務教育期間の୹さやཹ年率の高さは課題といえるが、ٛ務教

育が੔උされている点についてはධՁできると考えたのだ。೛්࢈指導が行われていることも、ྑいところとして取り

上げられていた。生徒たちはط習事߲をݩに情報に対して自分なりのՁ஋൑அを行ったといえる。学んだことをݩに考

えられている様子がخしかった。

全体を通しての成果と課題
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˕「ラオスの課題は何か」を考える授業をつくる時に、生徒が「ྑいところ」と「課題」を੔理したあと、当ॳはこち

らから支援（援助）方法をزつか提示しようと考えていた。しかし、そこではたと「この支援が必要」とࢲがܾめてし

まっていいのだろうか？という不安にかられた。༧め選୒ࢶを示すことで、それҎ外のՄೳੑを思考の外へ௥いやって

しまわないか。何よりもࢲが提示することそのものが自分のՁ஋観を当てはめて「かわいそうだから何とかしてあげた

い」と援助することと変わらないのではないか。授業を組み立てる上でどうすべきかは、ະだによく分からないでい

る。このことについては、じっくり考えてみたいと思っている。こうしたٙ໰は、୭かと話している時により઱明にな

る（ࢲの場合）。ラオスでの日々を共にした஥間や、授業づくりに੯しみないΞドバイスを༩えてくれる身近な先ഐの

ଘ在に、とても感ँしている。

˕授業をॆ実させるために、Ҏ下のことに取り組む必要を感じている。

ᶃ時間഑分、作業の効率化。今回の実践では、作業や考えることに時間を使いすぎて、ৼりฦりの時間の確保がे分で

きなかった。

ᶄ話したいことをਫ਼選する。

ᶅどの情報を༩えるべきか、もっと丁ೡにݕ౼する必要がある。

ᶆ生徒自身が気づくֻ࢓けを考える。「気づく」ことよりも、教員の言葉で「知る」部分がまだ大きいように感じる。

˕また、今回ࢲは幸ӡにも学校設定科目として「地球のະདྷ」という&4%ߨ座を担当しており、しかも̎時間連ଓ授業という	

すۈまれた環境の中で実践できた。しかし、そのような学校͹かりではなく、ެ立校教員の॓命であるが、いずれసܙ

ることにもなる。そうした時に、自分が受け持つ地歴ެ民科の授業の中で、しかも通常45〜50分間という授業時間の

中で実ࢪできるプログラムを考えていく必要がある。今回学んだ様々な手法や、ラオスでの経験を今後も活かしていけ

るように、ਫ਼進していきたい。　

　	 	 	 	 	 	 	 	 　　　　　　	 　　　
参考資料

【書籍】

・Ѫ知国際交流協会ฤ（200�）「世界の国を知る　世界の国から学Ϳ　わたしたちの地球とະདྷ　ラオス人民民主共࿨国」Ѫ知県

・「参Ճܕで学Ϳ　国際理解教育授業実践報告書　ฏ成26年౓ベトナム教師海外ݚम」JICA中国

・٠஑ཅ子ଞ（2010）「ラオスを知るための60ষ」明ੴ書店

・「国際教育実践ϋンドϒック」開発教育教会

【教材】

・「ਫから広がる学び」（2014）ʗ開発教育教会

【ө૾資料】

・地球ドラマチック「ラオス　ଜに電気がやってきた」（2013）ʗ/H,

【インターネット】

・6/IC&'「世界子ڙന書2015」要໿൛　www.unicef.oS.jp/liCSaSZ/Towc/2015/pdf/15@02.pdf

・ラオス基本情報（外務省HPより）　http://www.mofa.go.jp/mofaj/aSea/laoT/
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学校所在県：岡山県
学校名：ਗ਼心中学校・ਗ਼心ঁ子高等学校
名前：ੁপ　༞子
担当教科：世界史

実践教科：世界史
対象学年：高校̎年生
対象人数：34名

஍ࢢٿຽになろ͏�ʙラオスとڞにֶͼ߹͏ɺڠಇのओ໾と͠てʙ

■実践の目的　

・教師海外ݚमで感じたラオスの今を伝えることを通して、ශࠔや๛かさの基४について指ఠし、発展్上国が抱えるෳ

合的な課題やශࠔの構଄について考えさせる。また、持ଓՄೳな開発目ඪという世界共通のΰールを共有することによ

って、先進国も発展్上国も持ଓՄೳな社会を目指す主体者であるという認識を深めさせる。

・ベトナム戦争のඃ害が残りଓけるラオスの歴史的背景を伝えることを通して、戦争のもたらすෛのҨ࢈についての考え

を深め、ฏ࿨をٻرする࢟੎をཆう。日本もؚめ同じ不発弾໰題を抱える多くの国家が協ಇすることによってよりよい

社会がஙけることのՄೳੑや、多様ੑをポジテΟϒにଊえる࢟੎を身に付けさせる。

・ラオス現地で行われる国際協力・国際援助を伝えることを通して、先進国の一員である日本国民として、援助がもた

らすものについてのੋඇを考えさせる。また、グローバル化が進むこの世界全体を̍つの共同体としてଊえる視野をཆ

い、ެਖ਼なެฏやฏ等といった地球市民的意識を育む。

■授業の構成

時限 テーマ・ねらい 方法・内容 使用教材

1時限目

զら地球市民
・ラオスの子どもୡと日本の子ども

ୡの共通点・違いを知る
・現ࡏのラオスを知る
・ňൃల్্国ʯのղܾすべき՝୊

とは何かを考え、࣋ଓՄೳな։ൃ
目ඪを知る

1 ラオスの子どもୡに行ͬたΞンέートと
同じ໰いにճ౴する

� ラオスの子どもୡに行ͬたΞンέート݁
果を֬ೝし、共通点や違いを探す

生のঁの子の写真を見て、൴ঁのເߍߴ �
とͦのເの実現を્害する原Ҽを考える

4 ઌ生からのݚमใࠂを読んで、ラオスに
関する৘ใを੔理する

5 ňൃల్্ʯʮൃޙ国ʯというݴ༿のもつ
ҙຯを考える

� ઌਐ国とൃల్্国のؒにある֨ࠩ、日
本国内でਐ行するශࠔを౿まえ、ශࠔの
考する࠶४をج४や๛か͞のج

� ࣋ଓՄೳな։ൃ目ඪの֤߲目を読んで、
つながりを探し、ͦのղܾをօが目ࢦす
ことで世界શ体にརӹがあることをೝࣝ
する

1 Ξンέート
� Ξンέート౷計
生のঁの子ߍߴ �

がňকདྷのເʯ
の絵を࣋つ写真

4 ઌ生からのݚम
ใࠂプϦント

5 パークάϜ܊ප
Ӄ・ෆൃ஄ॲ理
現場の写真（໋
に関わるラオス
のශࠔの事ྫ）

� ࣋ଓՄೳな։ൃ
目ඪ

ɹ	4%(T）1�߲目
� ワークシート
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2時限目：ラオスの不発弾問題を通して日本と世界との繋がりについて考える

この授業に
注目

2時限目

戦争のෛのҨ࢈と܉事ビジネス
・ϕトφϜઓ૪のඃ害国、ラオスの

ྺ࢙を学ぶ
・ෆൃ஄ఫڈの現ঢ়を知る
・ଞ国のෆൃ஄໰୊を学ぶ
にॖ܉、໛を知りنのۀध産܉・

けてग़དྷるΞクシϣンは何か޲
を考える

1 ෆൃ஄Ճ޻඼に෇ଐしたϝοセーδ（ӳ
語）の日本語༁をする

� ෆൃ஄ॲ理現場を๚ねたΤϐιーυをฉ
き、ઓ૪のෛのҨ産について考える

� ෆൃ஄のඃ害をগなくするたΊにはどの
ようなऔり૊Έがඞཁかҙ見をग़し合う

4 ෆൃ஄໰୊は世界の共通՝୊（ΧンϘδ
Ξ内ઓ、日本のԭೄઓ）であることを֬
ೝする

5 世界શ体の܉事අ・ήーϜࢢ場・教ҭඅ
（世界શ員の子どもୡが1೥ؒ学ߍに通
えるඅ༻）のن໛を௕͞で比ֱग़དྷるϦ
Ϙンを༻いて、܉ध産ۀはઌਐ国のେき
なϏδωスであることを֬ೝする

料を見て、໥かる国ࢿに関するۀध産܉ �
と一޲にઓ૪がऴわらない国に෼かれる
現ঢ়を知り、֤国ؒのࠩをॖ小していく
たΊにはどうすればいいか考える

1 ෆ ൃ ஄Ճ ޻ ඼と
෇ଐのϝοセーδ

� ෆൃ஄ॲ理現場の
写真・ಈը

� 690�-"0より
いたͩいたൃܒ
ポスター

4 日本・+*$"の
੒しつ׬ԉでࢧ
つあるۀ࡞員॓
ࣷなどのࢪઃ、
の写真྆ंۀ࡞

5 ʰ世界一େきな
त��15ۀʱ、
ϦϘン（世界の
事අをϦϘンの܉
௕͞に表す）

� ෢ث༌ग़に関する
෩ࢗը

� өըʰローυ・
オϒ・΢Υーʱ

� ʰもͬと話ͦうʂ
ฏ࿨をஙくたΊに
できることー5BML  
GPS 1FBDFーʱ

� ӉଟాώΧϧ
ʰ୭かのئいが׎うころʱ

3時限目

支援国の国民→Ӊ஦ધ地球߸の一員
として
・す͝ろくを行い、異文化を身近に

体験する

1 異文化をٙࣅ体験することによͬて、ઌ
ਐ国の一員であり日本人である自෼ୡͦ
れͧれが࣋つݻఆ؍೦に気෇く

� ଞऀとҙ見交׵することによͬてଟ様な
考えͦれͧれにՁ஋があること、ࣾձは
ଟ様ੑによͬてߏ੒͞れていることを࠶
ೝࣝする

1 す͝ろくセοト
� ϊ ン ϒ ン ଜ の

子どもୡの写真

単ݩ名：戦争のෛのҨ࢈と܉事ビジネス（世界史）

単ݩ目ඪ（本時の学習目ඪ）：

・ベトナム戦争の当時の背景を౿まえ、戦争がऴ݁しても不発弾ඃ害が残りଓける現状を知り、戦争を学び、ฏ࿨をٻر

する࢟੎をཆう。

めることが必要かを考え、Ξクションプランٻ໛を知り、いち先進国の国民としてどのようにฏ࿨をن事ビジネスの܉・

をたてる
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＜活動の流れ＞

学習活動と内容 指導上のཹ意点と注意

・資料1不発弾から出དྷたスプーン、グッζをも
とに、Ճ޻඼ビジネスのૂいについて考える

˔「これは何でしょう？」
˔「不発弾Ճ޻඼に付ଐした紙の日本語訳しましょう」→ラオスならで
はの課題は不発弾໰題であることをڧ調する（コストをかけなかった
݁果௿質でྼ化した爆弾となり、不発弾となった）

・ベトナム戦争のඃ害国、ラオスの歴史を学Ϳ ○पล地域の写真などを用い、不発弾のඃ害がىこる地域の確認をする

・不発弾ఫڈの現状を知る ○資料2不発弾ॲ理現場の写真・動ըを見ながら、現場を視察したΤϐιー
ドを共有する
→作業員の人、地ݩの人それͧれの言葉より不発弾໰題に対する支援の
必要ੑがあることに気付かせたい
○先生達の体験事ྫより、ラオスの国民間でも不発弾໰題はଞ人事意識
に܏きがちなこともあることを指ఠする
˔「戦争のෛのҨ࢈とは何だと思いますか？」
˔「不発弾があることのσメリットは何でしょう？」

・不発弾はラオスの開発્害要Ҽであり、不発
弾໰題によってೆ๺格差がىきていることを
学Ϳ

→人的ଛ失、経済的ଛ失、௿開発などラオスの開発્害要Ҽになること
を指ఠする。戦争のෛのҨ࢈は不発弾のଘ在のみならず、଀しみ・怒
りの連࠯がىこりえることにも気付かせたい

・発展్上国のラオスで、不発弾による事ނを
๷͙ような࢓組みは何か、考える

˔「不発弾ඃ害を๷͙ҝに出དྷることは何でしょう？」

→	　　　　　　　　	、教育活動（広報活動）ҩྍ・ケΞ（地域の人々
の心のケΞ、ඃ害者や作業員への保障）
→「知る」ことは命をٹうことであり、その最先୺の学校教育がॏ要な
点をڧ調する
○日本・JICAの支援で׬成しつつある資料3作業員॓ࣷなどのࢪ設、作業
車྆の写真や、実際に資料4ܒ発活動で使用されているポスターを確認す
る

・ଞ国の不発弾໰題を学Ϳ ○不発弾の໰題はラオスだけではなく、世界の共通課題（カンボジΞ内
戦、日本の沖縄戦など）であることを確認し、同じ課題を抱える国家
で共に協ಇすることによって新しい解ܾへの道があるՄೳੑを指ఠする
○世界全体では܉ध࢈業は一大ビジネスである

業という一大ビジネスを知る࢈ध܉・

・ฏ࿨に向けて出དྷるΞクションは何かを考え、
ランキングする

・ランキングの発表

→リボンの長さ（世界の܉事අをリボンの長さで表したもの）で比較さ
せる
○資料5風ࢗըを確認
○資料6܉事ビジネスを扱ったөը作඼の動ըを確認
事ビジネスによって໥かる国と、戦争・ฆ争がऴわらない国に分か܉→
れる現状があることを指ఠする。また格差があることから戦争のݥة
ੑが高まることを指ఠし、世界の格差が有る現状に໰題意識を持たせる
事ビジネスがある限り、民間人のඃ害はなくならない。これをॖ܉」˔
小していくためにはどうすれ͹いいのだろうか？」地域や、世
界ن໛のΞクションなど多֯的な選୒ࢶを順Ґ付けさせ、発表させる

・｢୭かのئいが׎うころ」を聴く ○資料7Ӊ多田ώカル「୭かのئいが׎うころ」を流して、格差が常にある
ことがආけられないものなのか、考える

・ৼりฦりをϫークシートに記入する ○ৼりฦり

資金援助、ٕज़支援
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＜生徒の反応＞	ϫークシートよりൈਮ
・ラオスの໰題を考えると最ऴ的には全て不発弾につながっていました。不発弾をແくすҝに出དྷる取り組みを考えま

したが、໰題が山積みでどれがਖ਼しいのか分かりませんでした。ࢲ達先進国が率先してこの取り組みを考えଓけなけれ

͹いけないと思います。今このॠ間も୭かが不発弾で๢くなっているかもしれないと思うととても൵しくて、今何も出

དྷない自分にෲが立ちました。せめて、この意識だけでもずっと๨れずに大人になって何か行動出དྷるときまで持って

おこうと思います。

・｢知るʹ命をٹうこと」という言葉が一൪心に残りました。もちろん経済的な支援も必要だけれど、「知らない」とい

うことほどාいものはないと分かりました。自分の国でىこっていることじゃなくても、同じ地球人として考えなけれ

͹いけないと思います。

・不発弾をॲ理しているときに、先生方は爆発にڻいてショックを受けていたのに、一緒にいた現地の方々や作業員さ

ん達は笑っていた、と聞いてࢲもショックを受けました。国民の間でそのような格差があるのはとても残ࠅなことだと	

思いました。ࢲ達は先進国の国民で、ラオスのような国が世界の大多数であるということを๨れがちで、ついついଞの

ශしい国の໰題をଞ人事と思ってしまいます。きちんとଞ国の໰題も、真݋に考えなくてはいけないと思いました。

・戦争がऴわってもたくさんの໰題が残されているということを知りました。日本などの先進国はՃ害者であるという

ことが分かりました。܉事は自国をकるために必要なものなので、܉事をどうするか、というのはとても難しいと思い

ました。

・̍つの国がརӹを得るために戦争を引きىこすことで、ഊ戦国はӬ遠にඃ害を受けଓけ、ෛのҨ࢈として残るのだと

気付きました。戦争をなくすための方法は、どのような順൪で༏先するべきか悩みましたが、世界共通の課題だという

ことを意識して、いつも考えଓけたいと思います。

・戦争をなくすための方法について考えたときに、どの視点で見るかによって順Ґが大きく変わることにすごく悩みま

した。そもそも「ฏ࿨」とはどういうことなのか、୭のためのฏ࿨なのか、それを考えた時、とてもந象的な໰題だと

思いました。

・ラオスや、それだけでなく沖縄での不発弾の多さにとてもڻきました。また国・世界レベルでの໰題について考える

のは難しいと感じました。「こうしたらいいのに」と考えるのは簡単だけれど、それを実行できないෳࡶな理由もたく

さんあるのだと思います。何を一൪༏先させたらいいかもなかなかܾめることが出དྷませんでした。

・戦争をなくすためのランク付けが難しいと感じました。どうするのが一൪ྑいのか、ラオスのような国の人を少しで

もٹうためには、どうすれ͹ྑいのか色々悩みました。みんなのئいが一౓に׎わなくても、多くの人のئいを׎える

ことは出དྷるのではと思いました。どうするべきなのかはこれからも考えଓけていきたいです。

・今回の授業を通して、改めて世界の不発弾の現状や܉ध࢈業について学Ϳことが出དྷました。戦争をなくすための方

法で、༏先順Ґをつけたけど、ࢲ達自身が出དྷることはとても小さなことなのだと実感しました。また、「こんな小さ

なことで本当に戦争はແくなるのだろうか」とも思いましたが、その小さなことが大きな一歩につながることを৴じ

て、̍つ̍つ行動したいと思いました。

ؒۙでݟる不ؾຯͳ不発弾のࣸਅʹଉをのΉ ฏ࿨を͢ٻرるΞクシϣンϓランのランΩンά݁Ռ
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＜所感＞
今回の授業では、べトナム戦争という歴史的背景を理解し、不発弾によってラオスの目指す発展が્害されている現状

を知ることによって、前൒部分では「先進国の自分達が出དྷる援助について考える」という目ඪで展開した。後൒部分は	

｢ฏ࿨を作る当事者として何が出དྷるか考える」という目ඪで構成され、前൒の最後のパートで、不発弾໰題は日本にも

関܎する世界共通の課題であり、不発弾をؚむ戦争のෛのҨ࢈について考え、໰題意識を持たせるように޻෉した。

生徒達はグループで活動をさせ、話合いの中で違いに学び合う場を設定した。ۭཝの読み取りや口಄の情報の聞き取り

などが不े分だった生徒達はグループ内にてਖ਼しい情報を確認出དྷるので、ྑい取り組みだったと思った。ݸ々に取り組

ませたϫークシートでは「戦争のෛのҨ࢈」について、単७に人的ඃ害・経済的ඃ害・経済的なෛ担などに触れるのみ

ならず、｢人々にいつまでもফえないڪා心や心のইを作る」「子ども達は不発弾を落とした国を࠘み、࢓ฦしを思いつ

く」｢不発弾の爆発がもはや日常になり、それを当たり前としてଊえてしまい心がຑᙺする」など人々の感情的な部分を

「自分が知ったことを生徒に伝えたい」、と現地に行った自分にしか分からない状گをつͿさに語ることは話にྟ場感を

༩えるが、一方で説明中心にؕりがちであるという課題を感じた。ΞクテΟビテΟが๛෋になれ͹なるほど生徒の発言を

共有する時間が࡟られてしまうので、その点も഑ྀが必要であった。生徒に໰題意識（当事者意識）を抱かせたり、共感

的理解を引き出したりするҝにはదٓ生徒への໰いかけを๨れないようにしたい。

学習に用いた資料

資料1　Ճ޻඼ビジネス

・｢これは何？」と໰いかけ、実際に触る時間を持った
・不発弾のՃ޻඼と分かった後も生徒達はऴ始興味を持って	
触っていた

資料̎　不発弾ॲ理現場पล

・｢不発弾が残る現場とはどのような場所でしょう？」と໰い
かけ、家சや์຀をする子どもや大人が不発弾のඃ害にૺ
うことを確認した
・中ԝにはコーώーാが広がることから、不発弾がなけれ͹
コーώービジネスによって௿ऩ入から୤٫できる人々がい
ることに気付かせた
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資料2　不発弾ॲ理現場

・｢現場ではどのようなものが使われているでしょう？」と	
ਘねた→戦ུボード、金ଐ୳知機、֦੠器、トランシーバ
ー、๷弾チョッキ、導線など
・自分達の知る不発弾や地ཕॲ理に関する機材について౴え
る生徒もいた

資料̎　不発弾ॲ理現場への道

・現場に向かうまでの車内より。ฮ装のないでこぼこ道で、
多くの車྆がد付されたことを指ఠした
・ラオスの自力の౒力では多くの車྆は४උ出དྷない点を	
調したڧ調し、先進国の関わりをڧ

資料2　ॲ理現場に向かう్中にすれ違った家族

「この子ども達はどのような気持ちで大人になると思いま
すか？」とਘね、実際に日本にདྷたラオスの人がՖՐをみて
不発弾の爆発を思い出してྦした話などを指ఠ、不発弾が心
に残すものに໰題意識も持たせるようにした

資料2　不発弾の写真

・｢どこに不発弾が見えますか？」とਘね、地面を۷ってす͙
現れる（地下10〜30cm）、じゃがいものような形をした
クラスター爆弾のଘ在について指ఠした
・現地の人がどのようにඃ害にあったか、Τϐιードをఴえ
て話を展開した

資料2　不発弾の所在地

べトナム戦争の歴史的背景や、不発弾が࢈む格差について
ड़べる際に参রした

資料2　作業員॓ࣷ

開発్上国であるラオスに対する日本からの資金援助が	
分かるよう紹介した
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資料3　車྆

ඇ常に高ֹな作業車がد付されたことを日本の資金援助の
ྫとして紹介する一方、現地ではラオス語のマニュΞルがແ
いためにまだӡసに౸ってないことも同時に指ఠしその໰題
点に気付かせるようにした

資料4　ポスター

・690--A0よりいただいたもの
・不発弾に関する注意点のみならず、日本とラオスの表現の
違いなど興味を持った生徒が多かった。

資料5　風ࢗը

・｢これはどのようなことを風ࢗしている？」とਘねた
・ٌծにおちいる੺ちゃんに෢器を༩え、ଠらせようとする
先進国のビジネスマン、等の回౴が得られた。

資料6　ϫークシート

授業実践３回分それͧれϫークシートを作成し、授業最後
にৼりฦりを記入させる時間を持った。
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＜成果＞
というミッションが共通理念とされてい「する࢓ไ」務校はカトリックのঁ子中高一؏校でもあり、日常的にۈのࢲ

る。一方でݸࢲ人としては「支援のあり方」について「してあげる」などといった上から目線の考え方になることや、自

分達と同じ物質的๛かさを基४にした考え方にؕらないように഑ྀして日々の教育活動を行ってきた。今回の授業実践を

通して、実際に国際協力の現場で地域のニーζをټんだ支援が行われていることを理解してもらえた点は大きな成果とい

えるだろう。また、生徒の記入したϫークシートより、൴ঁ達が「発展్上国」に対するݻ定観念に気付き、違いがある

ことをߠ定的に受け入れる׮容ੑを持つことや、ଞ者と協ಇする大切さを知ることに導くことが出དྷたという実感が得ら

れた。

国際理解教育に関しては、何よりも「知っている」ということが૲の根レベルではあるが大きな意味を持つと考える。

今回授業実践に際し、特別授業を設定するクラスが限られたため、׶えて多くのクラスに対して事前学習やؼ国後の活動

報告をॆ実させた点は達成感があった。ؼ国後セパタクローを生徒達と実ࢪする時間を持ったが、この経験を持った生徒

達がଔ業後、どこかで౦ೆΞジΞの方と出会った際に「セパタクローをやったことがあります」と話すだけで、おޓいに

親近感が૿すのではないかと期待する。

＜課題＞　　
自分自身の授業のスキルを高めることがまず率先して取り組むべき課題である。また、自身の学びをؐݩする際に、自

分がした発言や໰いに対して間を取り、「生徒自身に考えさせる޻෉」がまだे分でないと感じる。ついつい自分が知っ

ていることを伝えることにऴ始してしまわないようにܧଓして注意したい。特に授業を構成する上では教員が得たことを

「௥体験させるֻ࢓け（ٙ໰を見つけて、発見させるֻ࢓け）」作りがॏ要であることを意識して、今後の授業作りに౒

めたい。

自身がݚम中にも気付いた点でもあるのが、「先進国の国民であるࢲ達自身が世界の໰題に対して当事者意識をどのよ

うに持つようにするか」であった。開発教育のみならず、教育とはいかにଞ人事感覚の人々に当事者意識を持って໯うか

がݤである。「日本はੌい」、「日本に住んでいるからラッキーだ」「発展్上国はՄѩ相」といったような݁ؼ点をܴ

えるのでなく、ެਖ਼なެฏをٻرするグローバルな視野や「違い」から学びよりよいະདྷ作りに๰いでゆく異文化受容ೳ

力をཆうことを常に໛ࡧし、子どものみならず多くの人を動かしたい使命感にもۦられる経験となった。この経験をྐと

して、生徒達の共感的理解を引き出す教員になるためにߋなる౒力をॏねたい。

【事前学習】

ᶃラオスについて知ろう〜4eiThin	.eetT	-aoT〜

ᶄラオスの子ども達へのインタビュー動ըを作成しよう・日本を紹介するプレθン動ըを作成しよう（高３）

ᶅラオスの子ども達へのॵ中見෣いを作成しよう（高３）

【そのଞの活動報告】

ᶃラオスからやってきた残ॵ見෣いを読もう（高３）

ᶄ社会科教室前掲示物　「先生のݚम報告」

ᶅ(loCal	CafÉでの報告会（生徒・教৬員）

ᶆラオスの子ども達へのインタビュー動ըを見よう（高３）

全体を通しての成果と課題
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参考資料

【書籍】

小向絵ཬʰฏ࿨構ஙに向けたឺ-カンボジΞ地ཕ対ࡦセンターの改ֵ・成長とೆ協力のي੻ʱ国際開発ジャーナル社2015

【教材】

ʰ世界一大きな授業2015ʱ教育協力/(0ネットϫーク（J//&）2015

ʰもっと話そう！ฏ࿨をஙくためにできることー5alk		foS	Peaceーʱ開発教育協会2003

【視聴覚資料】

4.APʰ世界に一つだけのՖʱ

өըʰロード・オϒ・΢Υーʱ

Ӊ多田ώカルʰ୭かのئいが׎うころʱ

【インターネット】

最ශ国からの୤٫ʕラオスの生活ʕ

http://www5f.CigloCe.ne.jp/dmmaTuda/SonCun/051004@SaoT.html

動く→動かす　持ଓՄೳな開発目ඪ（4%(T）とは

http://www.ugokuugokaTu.jp/whatwedo/TdgT.html

プレマࣜג会社　社会ݙߩ活動　ラオス

http://pSema.co.jp/SaoT/index.html

'amilieT	In	PoWeStZ	-JokeT-

httpT://familieTinpoWeStZ.wikiTpaceT.com/

લᶃϫークシートࣄ ෣いݟલᶅॵதࣄ

෣いݟॵ࢒ᶃޙࣄࠂमใݚᶄઌੜのޙࣄ
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学校所在県：岡山県
学校名：岡山県立௡山高等学校
名前：常Ҫ　ਔ美
担当教科：地理歴史、ެ民

実践教科：地理歴史
実践科目：地理#
対象学年：ୈ2学年
対象人数：101人

ੈքのΤωϧΪʔݯࢿのར༻と෼෍

■実践の目的　

「ラオスのΤネルΪー資ݯの分෍やΤネルΪーফඅの現状について考察することを通して世界のΤネルΪー資ݯのར用と

分෍を考える」

■授業の構成

時限 テーマ・ねらい 方法・内容 使用教材

1時限目 世界のΤネルΪーফඅの現状

（1）図1ˎを見て、ʮΤωϧΪーফඅྔの
ଟい国ʯʮ̍人あたりのΤωϧΪー
ফඅྔが5
���LHҎ্の国ʯを読Έ
औり、世界のΤωϧΪーར༻のۭؒ
త޿がりを֓؍する

（�）図1ˎを見て、ʮ中国・インυに共通
するΤωϧΪーফඅの内༁のಛ௃ʯ
ň中国・インυҎ外の国・地ҬのΤω
ϧΪーফඅの内༁のಛ௃ʯを読Έऔ
り、おもにར༻するΤωϧΪーのछ
ྨの共通ੑや異࣭ੑを考࡯する

（�）ʮ世界のΤωϧΪーফඅྔのਪҠʯ
を図�ˎから読Έऔり、1�55೥Ҏ߱
のΤωϧΪーधཁの૿େとΤωϧΪ
ーֵ໋のഎܠを考࡯する

（4）ࣾձのม化とともに、ར༻する 
ΤωϧΪーのछྨもม化してきたこ
とを理ղする

（5）ň化ੴ೩料のՄ࠾೥਺ʯを౷計ॻで 
֬ೝする

教Պ༻図ॻʰ地理#ʱ
教Պ༻図ॻʰ地図ʱ
ワークシート

図1ˎ

ʮ1人あたりのΤω
ϧΪーফඅྔとお
もな国・地ҬのΤ
ωϧΪーফඅの内
༁	��1�೥)ʯ
�ఇ国ॻӃʰ৽ৄ地理#ʱ
Q�114ᶃ�

図�ˎ

ʮ世界のΤωϧΪー
ফඅྔのਪҠʯ
�ఇ国ॻӃʰ৽ৄ地理#ʱ
Q�114ᶄ�

一੪学習
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2時限目 世界のおもな༉田の分෍とݪ༉のҠ動

（1）ň世界のおもな༉ాの෼෍図ʯを࡞
੒し、ۭؒత޿がりを֓؍する

（�）	1）で࡞੒した෼෍図とʮ世界の
地体ߏ଄の෼෍図ʯとをॏね合わせ
て、༉ాの෼෍のಛ৭を෼ੳする

（�）ň世界のおもな原༉の産ग़国ʯを౷
計ॻで֬ೝし、ۭؒత޿がりを֓؍
する

（4）ň世界のおもな原༉の༌ग़国ʯを౷
計ॻで֬ೝし、ۭؒత޿がりを֓؍
する

（5）ň原༉の೥ؒ༌ೖྔが1
���ສトン
Ҏ্の国・地Ҭʯを౷計ॻで֬ೝ
し、	1）で࡞੒した෼෍図にඳきೖ
れ、ۭؒత޿がりを֓؍する

（�）図�ˎを見て、ʮ原༉のҠಈʯを読Έ
औり、ۭؒత޿がりを֓؍し、༌ૹ
ํ๏を೺Ѳする

（�）ň日本の原༉の༌ೖઌʯを౷計ॻで
֬ೝし、༌ೖϧートを（1）で࡞੒
した෼෍図にඳきೖれる

（�）ੴ༉のおもな༻్を֬ೝし、֤国の
ੴ༉のফඅಈ޲を೺Ѳする

教Պ༻図ॻʰ地理#ʱ
教Պ༻図ॻʰ地図ʱ
֤छ౷計ॻ
ワークシート

図�ˎ

ʮおもな༉ాの෼
෍ と 原 ༉ の Ҡ ಈ
	��1�೥)ʯ
�ఇ国ॻӃʰ৽ৄ地理#ʱ
Q�115ᶅ�

3時限目 世界のおもな୸田の分෍とੴ୸のҠ動

（1）ň世界のおもな୸ాの෼෍図ʯを࡞
੒し、ۭؒత޿がりを֓؍する

（�）	1）で࡞੒した෼෍図とʮ世界の
地体ߏ଄の෼෍図ʯとをॏね合わせ
て、୸ాの෼෍のಛ৭を෼ੳする

（�）ň世界のおもなੴ୸の産ग़国ʯを౷
計ॻで֬ೝし、ۭؒత޿がりを֓؍
する

（4）ň世界のおもなੴ୸の༌ग़国ʯを౷
計ॻで֬ೝし、ۭؒత޿がりを֓؍
する

（5）ňੴ୸の೥ؒ༌ೖྔが1
���ສトン
Ҏ্の国・地Ҭʯを౷計ॻで֬ೝ
し、	1）で࡞੒した෼෍図にඳきೖ
れ、ۭؒత޿がりを֓؍する

（�）図4ˎを見て、ʮੴ୸のҠಈʯを読Έ
औり、ۭؒత޿がりを֓؍し、༌ૹ
ํ๏を೺Ѳする

（�）ň日本のੴ୸の༌ೖઌʯを౷計ॻで
֬ೝし、༌ೖϧートを（1）で࡞੒
した෼෍図にඳきೖれる

（�）ੴ୸のおもな༻్を֬ೝし、֤国の
ੴ୸のফඅಈ޲を೺Ѳする

教Պ༻図ॻʰ地理#ʱ
教Պ༻図ॻʰ地図ʱ
֤छ౷計ॻ
ワークシート

図̐ˎ

ʮおもなΤωϧΪー
の෼෍とੴ୸のݯࢿ
Ҡಈ	��1�೥)ʯ
�ఇ国ॻӃʰ৽ৄ地理#ʱ
Q�11�ᶃ�

一੪学習

一੪学習



��

4時限目
ラオスのΤネルΪー資ݯの分෍と
ΤネルΪーফඅの現状

（1）図1ˎを見て、ࣔ͞れた1�Χ国をňΤ
ωϧΪーফඅの内༁のಛ௃ʯがࣅ通ͬ
ている国͝とに෼ྨする

（�）	1）について話し合ͬた݁果をൃ表
する

（�）ラオスೆ部（αラワンݝラオΨϜ܊・
νϟンパーαοクݝパクセー܊）の写
真をώントにして、ラオスのΤωϧΪ
ーফඅの内༁をਪଌする

（4）ラオスは（1）のどのྨܕにଐする
のか、どの国と࠷もࣅ通ͬているの
かを考࡯する

（5）	4）について話し合ͬた݁果をൃ表
する

（�）ラオスのʮΤωϧΪーফඅྔ（૯
ྔ・1人౰たり）ʯを౷計ॻで֬ೝ
し、ଞの国͙にと比ֱする

（�）ň現地でೖखした地図ʯを見て、ラ
オスの୸ా෼෍を֬ೝする

（�）教Պ༻図ॻʰ地図ʱを見て、地੎か
らňラオスのおもなൃిํ๏ʯを༧ଌ
する

（�）	�）について話し合ͬた݁果をൃ表
する

（1�）海外ΤωϧΪーಈ޲（*&&+ఆظί
ンςンπ）のラオスʮൃిిྗྔߏ
੒ʯを֬ೝする

（11）ňラオスのి化཰ʯを1�ˋࠁΈの਺
字でਪଌし、ڍखでԠ౴する

（1�）ΞδΞンインαイト（%*3レポート）
のň$-.7ॾ国の̍人あたり(%1、人
ి、ޱ 化཰ʯの内容を֬ೝする

（1�）ň౦ೆΞδΞのόοςϦーʯを目
։ൃがਐんでいることを知ݯしిࢦ
り、ਫྗൃిによるిྗがタイに༌
ग़͞れていることを౷計ॻで֬ೝす
る

（14）ňラオスのΤωϧΪーফඅの内༁ʯ
を౷計ॻで֬ೝする

（15）	4）の考࡯のଥ౰ੑについてݕ౼
する

教Պ༻図ॻʰ地理#ʱ
教Պ༻図ॻʰ地図ʱ
֤छ౷計ॻ
ワークシート
写真
現地でೖखした地図
*&&+ఆظίンςンπ
%*3レポート
+&530調ࠪレポート
図1ˎ

ʮ 1 人 あ た り の 
ΤωϧΪーফඅྔと 
おもな国・地Ҭの
ΤωϧΪーফඅの
内༁	��1�೥)ʯ
�ఇ国ॻӃʰ৽ৄ地理#ʱ
Q�114ᶃ�

協ಇ学習（4人1組のグループ）
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5時限目
世界のおもなΨス田の分෍と
ఱ然ΨスのҠ動

（1）ň世界のおもなΨスాの෼෍図ʯを
する؍がりを֓޿੒し、ۭؒత࡞

（�）	1）で࡞੒した෼෍図とʮ世界の
地体ߏ଄の෼෍図ʯとをॏね合わせ
て、Ψスాの෼෍のಛ৭を෼ੳする

（�）ň世界のおもなఱ然Ψスの産ग़国ʯ
を౷計ॻで֬ೝし、ۭؒత޿がりを
する؍֓

（4）ň世界のおもなఱ然Ψスの༌ग़国ʯ
を౷計ॻで֬ೝし、ۭؒత޿がりを
する؍֓

（5）ňఱ然Ψスの೥ؒ༌ೖྔが�
���ϖ
タδϡーϧҎ্の国・地Ҭʯを౷計ॻ
で֬ೝし、（1）で࡞੒した෼෍図に
ඳきೖれ、ۭ ؒత޿がりを֓؍する

（�）ఱ然Ψスをେྔに༌ૹするํ๏を考
する࡯

（�）ň日本のӷ化ఱ然Ψスの༌ೖઌʯを
౷計ॻで֬ೝし、༌ೖϧートを（1）
で࡞੒した෼෍図にඳきೖれる

（�）ఱ然Ψスのおもな༻్を֬ೝし、֤
国のఱ然Ψスのফඅಈ޲を೺Ѳする

教Պ༻図ॻʰ地理#ʱ
教Պ༻図ॻʰ地図ʱ
֤छ౷計ॻ
ワークシート
写真

6時限目 世界のおもな国の電力生࢈

（1）1࣍ΤωϧΪーと�࣍ΤωϧΪーとの
違いを੔理する

（�）ň্位1�Χ国のൃిྔとͦの内༁ʯ
を౷計ॻで֬ೝし、世界のిྗ生産
のようすを֓؍する

（�）1�Χ国をʮൃిྔの内༁のಛ௃ʯが
通ͬている国͝とに෼ྨするࣅ

（4）図5ˎと౷計ॻを見て、ʮおもな国の
1���೥と��11೥のൃిྔの内༁ʯ
を比ֱし、どのようなม化が見られ
るのかを考࡯する

（5）ň日本のՐྗൃి༻೩料ফඅྔʯを
౷計ॻで֬ೝし、使༻͞れる೩料の
छผと਺ྔとを೺Ѳする

（�）ň世界のおもなਫྗൃిॴ（࠷େग़
ྗ1�
���.8Ҏ্）ʯを౷計ॻで֬
ೝし、ۭؒత޿がりを֓؍する

（�）ň日本のおもなՐྗൃిॴʯを౷計ॻ
で֬ೝし、ۭ ؒత޿がりを֓؍する

教Պ༻図ॻʰ地理#ʱ
教Պ༻図ॻʰ地図ʱ
֤छ౷計ॻ
ワークシート

図5ˎ

ʮおもな国におけ
るൃిྔの内༁の
ม化ʯ
�ఇ国ॻӃʰ৽ৄ地理#ʱ 
Q�11�ᶈ�

一੪学習

一੪学習
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4時限目：ラオスのエネルギー資源の分布とエネルギー消費の現状
ねらい…ラオスのΤωϧΪー学習を通じて、世界のΤωϧΪー໰୊をେ؍するώントをಘる

この授業に
注目

（1）図1を見て、示された10カ国を「ΤネルΪーফඅの内訳の特௃」が似通っている国ごとに分ྨする

　10カ国とは、図̍中のΞメリカ合ऺ国・ϒラジル・フランス・イΪリス・ドイツ・インド・ロシΞ・オーストラ

リΞ・日本・中国を指す。ΤネルΪーফඅの内訳は4छྨ（ੴ༉・ੴ୸・ఱ然Ψス・電力）のׂ合を国ごとに̍つ

のԁグラフで示す。4人1組のグループで話し合い、݁果をまとめる。

（2）(1）について話し合った݁果を発表する

　なͥ、そう考えたのかが聞き手に伝わるように説明する。たとえ͹、最もׂ合の大きいΤネルΪーに注目したグ

ループでは、｢ੴ༉」・「ੴ୸」・「ఱ然Ψス」の3つに分ྨにして、「ੴ༉」はΞメリカ合ऺ国・ϒラジル・フラ

ンス・ドイツ・日本、｢ੴ୸」はインド・オーストラリΞ・中国、「ఱ然Ψス」はイΪリス・ロシΞとなった、と

いう具合である。

（3）ラオスೆ部（サラϫン県ラオΨム܊・チャンパーサック県パクセー܊）の写真をώントにして、ラオスのΤネルΪ

ーফඅの内訳をਪଌする

　ラオスの人びとの生活を想૾しやすいように、写真23ຕ（写真1から写真23）をスライド形ࣜでө写する。な

お、ラオスೆ部のうち、サラϫン県ラオΨム܊のҐ置は教科用図書ʰ地図ʱでは確認できないため、現地で入手し

た地図でҐ置を示す（写真24）。クーラーやパラボラΞンテナ、電線などから電力の使用を、レストランやカフェ

のਥ๪からݻ体೩料の使用を読み取る。また、農࢈物Ճ޻޻場で使用されるΤネルΪーについてもਪଌする。

図1　1人あたりのΤネルΪーফඅྔとおもな国・地域のΤネルΪーফඅの内訳(2010年
�ఇ国書院ʰ新ৄ地理#ʱp.114ᶃ�　※ஶ作ݖの関܎上、図は掲載しておりません

ࣸਅ�ɹクーラー

ࣸਅ�ɹϨストランਥ๪

ࣸਅ�ɹཆ৩஑

ࣸਅ�ɹཆ৩ڕ（ςΟΞϐΞ）

ࣸਅ�ɹৠしたもͪ米（Χオχϟオ）

ࣸਅ�ɹిઢ
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ࣸਅ��ɹҊ಺؃൘ ࣸਅ��ɹΧϑΣਥ๪ᶃ ࣸਅ��ɹΧϑΣਥ๪ᶄ

ࣸਅ�ɹಓ࿏ᶃ ࣸਅ�ɹಓ࿏ᶄ ࣸਅ�ɹパラϘラΞンςφᶃ

ࣸਅ��ɹߴচࣜॅډ ࣸਅ��ɹଜのूձॴᶃ ࣸਅ��ɹଜのूձॴᶄ

ࣸਅ��ɹଜのूձॴݐ物಺෦ᶃ ࣸਅ��ɹଜのूձॴݐ物಺෦ᶄ ࣸਅ��ɹΧトゥ଒の৫物ൢച
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（4）ラオスは（1）のどのྨܕにଐするのか、どの国と最も似通っているのかを考察する

　おもに使用されているΤネルΪーは何か、それはどの国のようすに近いかを༧ଌして、グループで話し合い、݁

果をまとめる。

（5）（4）ついて話し合った݁果を発表する

体೩料の使用に着目し、「ੴ୸」のׂ合が高く、ラオスの人びとの生活のようすから「中国」ຢは「インド」ݻ　

に似ているのではないか、あるいは、電力の使用に着目し、「電力」のׂ合が比較的高く、ਫ力発電という共通ੑ

から｢ϒラジル」に似ているのではないか、という具合である。

（6）ラオスの「ΤネルΪーফඅྔ（総ྔ・1人当たり）」を౷ܭ書で確認し、ଞの国͙にと比較する

　2010年、ੴ༉ࢉ׵で、ラオスの総ྔは6�ສトン、1人当たり110キログラム。中国は総ྔ20ԯ5
716ສトン、1

人当たり1
534キログラム、インドは総ྔ5ԯ3
�02ສトン、1人当たり440キログラム。ϒラジルは総ྔ1ԯ�
13�

ສトン、1人当たり�30キログラム。日本は総ྔ4ԯ1�5ສトン、1人当たり3
177キログラム。ラオスのΤネルΪー

ফඅྔは総ྔ、1人当たりともに、日本はもとより、（5）でొ場する国͙によりもはるかに少ないことに気付く。

（7）｢現地で入手した地図」を見て、ラオスの୸田分෍を確認する

　おもに使用されているΤネルΪーは何か、それはどの国のようすに近いかを༧ଌして、

グループで話し合い、݁果をまとめる。

（�）教科用図書ʰ地図ʱを見て、地੎から「ラオスのおもな発電方法」を༧ଌする

　地੎から見つけ出した発電のՄೳੑについて、グループで話し合い、݁果をまとめる。

（�）（�）について話し合った݁果を発表する

　｢ナムグムダム」に着目し、ਫ力発電を導き出す。

（10）海外ΤネルΪー動向（I&&J定期コンテンツ）のラオス「発電電力ྔ構成」を確認する

　2010年、ਫ力100ˋ（出所：-ao	P%3	.iniTtSZ	of	.ineT	and	&neSgZ）のグラフ

を示す。

（11）｢ラオスの電化率」を10ˋࠁみの数字でਪଌし、ڍ手で応౴する

　本時の学習を通して得られたҹ象をもとに、生徒一人一人が2012年、ラオスの電化率をਪଌする。

ࣸਅ��ɹΧϑΣ

ࣸਅ��ɹ%BP�$P⒎FF�'BDUPSZᶃ

ࣸਅ��ɹパラϘラΞンςφᶄ

ࣸਅ��ɹ%BP�$P⒎FF�'BDUPSZᶄ

ࣸਅ��ɹパラϘラΞンςφᶅ

ࣸਅ��ɹラオス஍ਤᶃ

ࣸਅ��ɹラオス஍ਤᶄ
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（12）ΞジΞンインサイト（%I3レポート）の「C-.7ॾ国の̍人あたり(%P、人口、電化率」の内容を確認する

　2012年、ラオスの電化率は7�ˋ、カンボジΞ34ˋ、ミャンマー32ˋ、ベトナム�6ˋ（出所：InteSnational	

&neSgZ	AgencZ）。C-.7ॾ国の中でも電化率の差は大きく、ラオスはその中では比較的高いことに気付く。

（13）｢౦ೆΞジΞのバッテリー」を目指し電ݯ開発が進んでいることを知り、ਫ力発電による電力がタイに༌出されて

いることを౷ܭ書で確認する

　新たなՐ力発電所やਫ力発電所の建設など、「౦ೆΞジΞのバッテリー」を目指し、電ݯ開発が進んでいる現状

を紹介するとともに、現在、ਫ力発電による電力がタイに༌出されていることを౷ܭ書で確認する。

（14）｢ラオスのΤネルΪーফඅの内訳」を౷ܭ書で確認する

	 （6）より、総ྔ6�ສトンのうち、ݻ体೩料33ສトン、ӷ体೩料14ສトン、電力21ສトン。ただし，ݻ体೩料は

ੴ୸・਋୸、ӷ体೩料はੴ༉・Ξルコール・バイオσΟーθル、電力はਫ力・ݪ子力・地೤・ଠཅ೤・ை力・風

力・೾力を指す。

（15）（4）の考察のଥ当ੑについてݕ౼する

　ラオスはݻ体೩料の઎めるׂ合が高いが、๛෋な৿ྛ資ݯを生かした਋୸を使用することが多いため、ੴ୸ফඅ

の多いྨܕにؚめてもよいかどうか、また、電力のׂ合が比較的高いため、電力のྨܕにؚめたときに、ϒラジル

やフランスのようにӷ体೩料が主である国͙にと似ていると考えるのはଥ当であるか、などをグループで話し合

い、ݕ౼する。

＜生徒の反応＞
○ラオスでおもに使用されているΤネルΪー༧ଌ

・ਥ๪の写真から，ラオスはݻ体೩料の使用ׂ合が高いと思う。

・クーラーやパラボラΞンテナ、電線などの写真から，ラオスは電気も使っていると思う。

○ΤネルΪーফඅの内訳からみたラオスのྨܕ༧ଌ

・ラオスは「ੴ୸」ར用のׂ合が高いྨܕにあてはまると思う。

・ラオスは「ੴ୸」や「電力」をバランスྑく使っているྨܕにあてはまると思う。

○ΤネルΪーফඅの内訳がラオスと似ている国༧ଌ

・ラオスの生活はΞジΞの国の中でも中国に近いと思う。

・ラオスの生活はΞジΞの国の中でもインドに近いと思う。

・ラオスの生活は電気をよく使っているからਫ力発電のϒラジルに近いと思う。

○ラオスのおもな発電方法༧ଌ

・ラオスはੴ୸を࢈出しているから、それを使ったՐ力発電だと思う。

・ラオスは川があってਫが๛෋だからਫ力発電だと思う。

○ラオスの電化率༧ଌ

・10ˋから�0ˋまで、全て手がڍがるものの、50ˋҎ下の反応が多数。

○ラオスのΤネルΪーফඅの内訳は、「ݻ体೩料4�ˋ、ӷ体೩料21ˋ、電力31ˋ」と知る

・ラオスは਋୸のར用が主で、ݻ体೩料のׂ合も全体の൒分Ҏ下だから、中国とは似ていないかもしれない。

・ラオスは਋୸のར用が主で、ݻ体೩料のׂ合も全体の൒分Ҏ下だから、インドとは似ていないかもしれない。

・ラオスはݻ体೩料のׂ合が最も高いから、ϒラジルとは似ていないかもしれない。

＜所感＞
を生徒一人一人に差し出し、「ΞレルΪーの心഑が「タマリンドキャンσΟ」࢈国後、最ॳの授業でラオスのお౔ؼ

ない人は食べてみて」とקめてみた。خしそうにす͙に口にした生徒もいれ͹、ෳࡶな表情をුかべながら口にした生

徒、いったん口にしてからుき出す生徒、ΞレルΪーはないものの口にすることができなかった生徒が教室に入りཚれ

た。そこには、ະ知なる国ラオスに対して日頃から抱いているਖ਼௚なՁ஋観が࿐ఄしていた。生徒による反応の違いが

あまりにも大きく、当ॳは、ラオスの授業づくりに対しては৻ॏになら͟るを得ないと感じていた。一方で、地理#の

目ඪでもある「国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質をཆう」ための学習機会がまさにこのラオスの

授業にあると前向きに考えることもできた。そこで、地理学習のさま͟まな場面でラオスの事ྫを取り上げることで、
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ラオスを知り、高等学校の地理学習をऴえるときには、ラオスで考えることができる生徒を育てようとܾ意した。

今回の授業実践における生徒たちの表情は一様に明るかった。ະ知の世界を୳る感覚を஥間と共有しながら進めるこ

とができる学習形態の効果が大きかったと考える。授業自体は、現地でऩूしたૉ材を組み合わせることで容қに構成

することができた。また、意図せずࡱӨした写真から、教材としての新たなՁ஋を見いだすことができるتびを体感す

ることもできた。生徒たちに、ラオスの「今」を伝えたいという思いが、授業実践という形で実現できたこと、生徒た

ちとともにラオスを感じ、ラオスで考えることができたことに安ూした。

　

ΤネルΪーফඅの現状やΤネルΪー資ݯの分෍にはそれͧれ地域的特色がある。しかし、生徒たちにとって、ラオスの	

ΤネルΪーফඅの現状はイメージしにくい上に、同じΞジΞの国という共通߲から、何となく中国やインドと似ているの

ではないかという先入観でଊえようとする܏向がみられる。そのため、中国やインドと同様に、ラオスも国内でੴ୸を࢈

出しているとなれ͹、電力も当然、ੴ୸Ր力によるものだとٙいもなく考えてしまう生徒が多い。実際に、ラオスは中国

やインドと異なり、「࢈業部໳におけるੴ୸の大ྔফඅ」というஈ֊にはなく、「࠶生Մೳな資ݯの小ن໛なར用」のஈ

֊から、「ਫ力発電によるച電ऩ入で経済成長を目指す」ஈ֊へҠ行しつつある状態である。ラオスの日常をࡱӨした写

真からすべてを知ることは難しいとしても、発展్上国という࿮組みで、一ׅりにしてଊえようとするとޡ解が生じる。

クーラーやパラボラΞンテナ、電線などの写真を見ているにもかかわらず、電化率は௿いという発想につながるところ

も、発展్上国に対するݻ定観念がڧくಇいている面が൱めない。

生徒たちがラオスを知ることで、ΞジΞの国͙には多様ੑに෋んでおり、発展のஈ֊にも違いがあることに気付くとと

もに、世界の国͙にを考えるときの「ものさし」としてラオスを使うことができるようになれ͹、授業実践の大きな目ඪ

は達成できたと考える。日本とラオスというೋつの「ものさし」を使いこなせる生徒たちを育むためにも、ラオスでのݚ

म成果を取り入れた授業実践をܧଓすることが最大の課題である。

ँࣙ
	、मの機会を༩えてくださったJICA中国のօ様にްくおྱਃし上げます。現地ではJICAラオス事務所のօ様ݚॏなو

੨年海外協力ୂ員のօ様、同行してくださったJICA৬員や通訳、Ψイドのօ様には大変お世話になりました。特に、৿

ྛに関するϒリーフΟングをاըしてくださったJICAラオス事務所の前ೲՃ奈子様、金Ҫめ͙み様、丁ೡなޚ४උの

上、৿ྛに関するϒリーフΟングをしてくださった同事務所の寺田पฏ様、ؼ国後、教材作成のஈ֊で必要になった๚໰

先のҐ置情報をৄしくޚ教示くださった੨年海外協力ୂ員の落合ᠳฏ様には深く感ँいたします。また、服務の調੔やศ

ٓを図ってくださった本校校長今Ҫ߁好先生を始めとする本校教৬員のօ様、応ืに際し身に༨るਪનを௖ଷした本校教

಄ඛ川༃人先生、そして、かけがえのない時間をともに過ごすことができたチームラオスのօ様、JICA中国の同行者で

ありながら、ݚम参Ճ者と同じ目線でチームラオス一員としてもԹかく見कってくださった新川美ࠤ絵様、本当にありが

とうご͟いました。

全体を通しての成果と課題
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・内山美඙ほかฤ2015ɽʰ新ฤ地理資料2015ʱ౦ژ法ྩ出൛ɽ

・一ൠஂࡒ法人日本ΤネルΪー経済ڀݚ所2013ɽ海外ΤネルΪー動向ɽ一ൠஂࡒ法人日本ΤネルΪー経済ڀݚ所（定期コンテンツ）ɽ

http://eneken.ieej.oS.jp/jouSnal/tSend.html

・ยฏത文ほか2015ɽʰ新ৄ地理̗ʱఇ国書院ɽ

・中川葉子2015ɽԢ੝なΤネルΪーध要が見ࠐまれるメコン地域ɽ大࿨総ݚ（ΞジΞンインサイト）ɽ
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・ೋٶ書店ฤू部ฤ2015ɽʰσータϒックオϒ・β・ϫールド2015年൛ʕ世界֤国要ཡと最新౷ܭʕʱೋٶ書店ɽ

・山田݈一࿠2015ɽ「౦ೆΞジΞのバッテリー」目指し進む電ݯ開発（ラオス）ɽ

日本๵қৼ興機構海外調ࠪ部ΞジΞ大༸भ課ʰΞジΞ・オセΞニΞ֤国の電力事情と政ࡦʱ52-54ɽ日本๵қৼ興機構海外調ࠪ部ΞジΞ大༸भ課ɽ

・/ational	(eogSaphic	%epaStment	2012ɽA%.I/I453A5I7&	.AP	0'	-A0	P&0P-&`4	%&.0C3A5IC	3&P6#3ICɽ
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【インターネット】

・外務省2015ɽラオス人民共࿨国ɽ外務省（国・地域）ɽhttp://www.mofa.go.jp/mofaj/aSea/laoT/

・国連人間ډ住ܭը2010ɽラオスにおけるΤネルΪー分野の概要ɽୈ2回国際環境ٕज़ઐ໳家会ٞ（スライド資料）ɽ

http://www.fukuoka.unhaCitat.oSg/kcap/actiWitieT/egm/2010/

・独立行政法人国際協力機構2015ɽラオスɽ独立行政法人国際協力機構（֤国における取り組み）ɽhttp://www.jica.go.jp/laoT/

・ງߐਖ਼人2014ɽラオス経済の現状と今後の展๬ʵ発展のビッグ・チャンスをܴえる内陸国ラオスɽ

ඛ6'JリサーチˍコンサルテΟング（分ੳレポート）ɽhttp://www.muSc.jp/thinktank/economZ/analZTiTࡾ
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学校所在県：岡山県
学校名：岡山県共生高等学校
名前：尾山　༪
担当教科：英語

実践教科：コミュニケーション英語ᶙ
対象学年：3年生
対象人数：27名

ラオスΛ௨͠てੈքΛ͑ߟΔ

■実践の目的　

「ラオスのΤネルΪー資ݯの分෍やΤネルΪーফඅの現状について考察することを通して世界のΤネルΪー資ݯの	

ར用と分෍を考える」

■授業の構成

時限 テーマ・ねらい 方法・内容 使用教材

1時限目
ラオス基本情報その1
・ラオスのج本৘ใを学び、ラオス

についての知ࣝをਂΊる

（1）パワーポイント（ಈը・写真）を使༻し、 
ະ知の国ラオスについて学び、ラオ
ス΁の関心を࣋たせる

（�）ラオスの食文化を学ぶ
（�）ラオスの現ঢ়を知り、国が๊えている 

໰୊点を理ղする

・パワーポイント
・ಈը
・写真
ฎࢴ・

2時限目

世界に触れよう
・ϑΥトランήーδを通して写真か

らଟくの৘ใが読Έऔれることを
知り、また日本との相違点につい
ても気づかせる

・֤自が࣋ͬているスςレオタイプ
を知る

・ଞ国にڵຯを࣋たせる

（1）֤άϧープに同じ国の写真を一ຕͣ
つ࣌ؒをおいて഑෍し、ͦの写真か
ら読Έऔれることをॻきग़す

（�）άϧープ内でଞのϝンόーとҙ見の
交׵を行い、ଟ様なղऍがあること
を知る

（�）഑෍͞れた̑ຕの写真がどこの国の
写真なのか地図を見ながら、άϧー
プで話し合う

（4）֤άϧープに഑෍͞れた写真を見せ
ながらどこの国の写真かをࠜڌも合
わせてൃ表する

・世界地図
・̟̞̘̖
ɹϑΥトランήーδΩοト
・໛଄ࢴ
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3時限目

ラオス基本情報その2
・現地でߪೖした教材を使༻し、ラ

オスについて知る
・ラオスが๊えるෆൃ஄໰୊につい

て考える
・ラオスの教ҭにおける໰୊を考

える

（1）現地でൃ行͞れているແ料ࢽࡶから
ラオスの文化を学ぶ

（�）日本語の教Պॻやӳ語の教Պॻを見
て、教Պॻの中にどのような内容が
औり্͛られているかάϧープで話
し合い、ラオスの文化を知る

（�）料理本からラオスの食文化を学ぶ
（4）ෆൃ஄からできたスプーンを見て、

ラオス国内に࢒るϕトφϜઓ૪の௺
ࠟを知り、ͦこからラオスの๊える
໰୊点を考える

（5）ෆൃ஄ॲ理の現場のಈըを見て、ଟ
くのෆൃ஄がͬ࢒ていることで։ൃ
が஗れていることを学ぶ

（�）ラオスの教ҭの໰୊を紹介し、ಛに
ॳ等教ҭでの໰୊点をࢦఠし、ͦれ
がラオスにどのようなӨڹを༩えて
いるのかάϧープで話し合う

・パワーポイント
・ಈը
・現地でߪೖした物඼
（ࣙॻ、教Պॻ、料理本、 

現地ൃ行のແ料ࢽࡶ、 
ෆൃ஄からͬ࡞たスプーン）

・690 -"0഑෍ϊート
・690 -"0ෆൃ஄ポスター

4時限目

ラオス基本情報その3
・現地で活ಈしている̟̞̘̖ୂ員

のインタϏϡーを見て、੨೥海外
について知るୂྗڠ

（1）現地で活ಈしている�名のインタϏ
ϡーを見て、現地でどのような活ಈ
を行ͬているのか知り、ラオスが現
えている໰୊について考える๊ࡏ

（�）国際ྗڠや国際ࢧԉのありํについ
て考える

（�）海外で活ಈすることにڵຯを࣋た
せる

・パワーポイント
・ಈը

5時限目

ラオスのශࠔについて考える
・ൃల్্国が๊える໰୊について 

考える
・国際ྗڠや国際ࢧԉのඞཁੑにつ

いて考える
・ୈ�࣌ݶ΁のಋೖ

（1）ϊンϒンଜでࡱӨした写真を見て、
৘ใを読Έऔる

（�）ͦの写真から読Έऔͬた৘ใから
ශࠔの໰୊の༗ແをάϧープで話
し合う

（�）άϧープで話し合ͬたことを̖�༻
にまとΊるࢴ

（4）શ体でൃ表する

・ワークシート
ࢴ༺・
・ラオス写真5ຕ

6時限目

ランキング・カード
「ラオスをよりྑくするプロジェ
クト」

・国際ྗڠや国際ԉॿのありかたに
ついて考える

（1）ʮラオスをよりྑくするたΊのプロ
δΣクトʯのΧーυを、ラオスが๊
える໰୊をղܾするたΊにޮ果తな
ԉにॱ位を෇けるࢧ

（�）άϧープ内でҙ見をまとΊ、໛଄ࢴ
に༏ઌॱ位のߴいものからμイϠϞ
ンυܕにฒべ、レイΞ΢トし、ͦれ
ͧれに理༝やίϝントを෇ᝦにॻき
ग़し、షり෇ける

（�）શ体でൃ表し、શ体でҙ見交׵する

・ランΩンάΧーυ
・໛଄ࢴ
・෇ᝦ
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5時限目：ラオスの貧困について考える
ねらい…ラオスにあるϊンϒンଜでࡱӨした5ຕの写真から৘ใを読Έऔり、日本とラオスの比ֱを行い、共通点や相違点を探す。

ୈ1࣌ݶからୈ5࣌ݶで学習したことも౿まえ、ラオスのශࠔについて考え、ශࠔをվળするҝのࢧԉのඞཁੑの༗ແや
。りํについて考えるࡏ

この授業に
注目

＜本時の流れ＞
（1）ϊンϒンଜでࡱӨした5ຕの写真を見て、֤自気づいたことをA4用紙に記入する。

（2）その後、グループ内でଞのメンバーと意見交׵し、A4用紙にまとめる。

（3）このଜはශしいのかどうか考え、ශしいと思うなら下記のϫークシートを使用し、グループで意見をまとめる。

（4）グループ内で考えたことを全体で発表する。

（5）ৼりฦりを行う。

ϫークシート̍
	 　　　　　　　　　：名ࢯ
	 グループ：　　　　　　　
	 グループメンバー：　　　
̍ɽ何がශしいのか？

̎ɽなͥශしいのか？

３ɽ日本と比較してどうか？

ʲࢿྉ��（�）で࢖用したϫークシートʳ
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＜生徒の反応＞ϫークシートよりൈਮ
1ɽ何がශしいのか？

	 ・道࿏がฮ装されていない	 	をཤいていないۺ・ ・家の଄りがとてもࡶだ

	 ・電気器具が少なそう	 ・窓やドΞがない	 ・人気をあまり感じない

	 ・家がボロボロだ	 ・壁がない	 ・服がボロボロだ

	 ・服を着ていない	 ・৴߸がない	 ・家の中が暗そう

2ɽなͥශしいのか？

	 ・知識がないから	 ・資ݯがあっても開発するٕज़がないから	 ・お金がないから

	 ・経済が発展していないからޏ用がない	 ・資ݯがないから	 ・発展్上国だから

	 	業が発達していないから࢈・ ・自給自足の生活をしているから	 ・ੲの伝౷をकりଓけているから

	 ・戦争のӨڹで開発が思うように進行しないから

3ɽ日本と比較して、どうか？

	 ・日本は༟෱で、ラオスはශしそう	 ・住み難そう	 ・ٕज़がなさそう

	 	そうݥة・ ・不ศそう

（そのଞ）

　・日本とは違うが、ශしいとஅ言はできない

ʲࢿྉ�ɹ࢖用したࣸਅʳ

ϊンϒンଜのߴচࣜॅډᶃ ϊンϒンଜのߴচࣜॅډᶄ

ՙंで༡Μでいるϊンϒンଜの子ڙୡ
ϊンϒンଜのۀ࢈のҰͭで
͋る໦ூりをͯͬߦいるଜਓ

ϊンϒンଜの
ฮ૷さΕͯいͳいಓ
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＜所感＞
生徒もॳめての参Ճܕ授業を体験し、とても新઱だったようで想૾Ҏ上に活発な話し合いができていた。グループで話

し合いを行い、みんなの意見をू໿し、人前で発表する難しさも感じることができ、ྑい経験になったと思う。

ラオスのଜでࡱӨした５ຕの写真を使用し、フΥトランゲージを行い、大൒の生徒がශࠔという໰題がଘ在していると

考えた。しかし数名の生徒は日本と違うが、ශࠔがଘ在していると言い切ることは難しいという意見もあった。この活動

では、ීஈ考えた事のないශࠔについて考えることができ、ୈ̒時限で行う支援の必要ੑを考える導入となったと思う。

しかし、ශࠔについてもう少し時間を取り、発展్上国ʹශࠔという図ࣜにならないよう޻෉が必要だと感じた。

＜本時の流れ＞
（1）ランキングカード「ラオスをよりྑくするプロジェクト」のカードを読み、ラオスの໰題点を解ܾするために効果

的なプロジェクトを1から�までの順൪を付ける。

（2）グループ内で話し合い、意見交׵する。

（3）グループ内の意見をまとめ、໛଄紙に༏先順Ґでダイヤモンドܕにそのカードをฒべて、໛଄紙にషり付けていく。

（4）༏先順Ґを付けたカードにその順Ґにฒべた根ڌなどを付ᝦに書き出し、షり付けていく。

（5）グループຖに発表し、ଞのグループと意見交׵をする。

（6）ৼりฦりで支援にはҎ下のような支援があることを確認する。

˔AからIのプロジェクトの支援分ྨ

6時限目：ラオスを良くするプロジェクト
ねらい…ラオスが๊える໰୊のղܾࡦについて、様ʑなํ๏や考えํがあることを理ղし、国際ྗڠや国際ࢧԉのࡏりํや

ํ๏についても考える。また自෼たちも世界が๊える໰୊に対して何かΞクシϣンをىこͦうという気࣋ちを͞ىשせる。

支援 プロジェクト

支援ٸۓ ̙・̛

農業における人的・ٕज़的開発支援 ̖・̚

業開発のための開発支援࢈業開発の基盤作りや新たな޻ ̜・̞

日本の生活の改ળや発展్上国への興味・関心を高めるための開発教育支援 ̘・Ｈ

0%Aにཔり切っているґଘ体質の୤٫と経済的に自立するための促進的支援 ̗

ࣸਅ�ɹϑΥトランήーδの様子ᶃ ࣸਅ�ɹϑΥトランήーδの様子ᶄ
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（7）またプロジェクトについてҎ下のような考え方ができることを伝える。

・ラオスに合った農業ٕज़や改ળ方法を教えることにより農業が安定し、農ଜが自立することがՄೳになる。

・新たなٕज़導入によりラオスの国内経済に変化をもたらし、グローバル化が農ଜに大きなӨڹを༩え、伝౷をഁյ

してしまうかもしれない。

・0%Aはଞの開発より޻業開発が政෎の意向により༏先されるかもしれない。

・୹期的な支援やٸۓ支援はす͙に効果が現れるかもしれないが、໰題を解ܾするには長期的な効果があるものも考

える必要がある。

・過৒な支援はその国を支援にཔり切ってしまうґଘ体質の国に変えてしまうڪれがある。

。用を生み出すことができるޏ業化が促進され、多くの޻業が஀生すると࢈業の基盤や新たな޻、業開発が進み޻・

しかし、そのことがශ෋の格差を生み、差別や多くの格差を生み出してしまうかもしれない。

・食料援助はٸۓ時Ҏ外は໰題解ܾになりえない。中国の思想家の࿝子が言った「ある人に魚を一ඖ༩えれ͹、その

人は一日食える。魚の取り方を教えれ͹、その人は一生を通して食える」というのも支援の在り方である。

・ແବなফඅを行っている生活を見௚すことで、意識が変わり、それが国際支援に繋がっていくՄೳੑもある。

（�）まとめとしてラオスについての授業を受けて考えた事や感じたことを書く。

˔ランキングカード

Aɽラオスの農ଜ開発を進めるために日本からの

　農業ٕज़者を೿ݣする。

̛ɽラオスの࢈物（もち米や৫物）をٸۓに

　　日本に༌入する。

̗ɽ日本からのラオス政෎への開発援助を	

。するݮ࡟　

̜ɽラオスの޻業基盤を੔උするために、道࿏や発電所を

　　	建設するܭըに日本からの開発援助を༩える。

̘ɽ日本でࢲたちが日々ফඅしている資ݯや	

　食べ物をઅ໿する。

̝ɽ日本国内においてラオスの現状をਖ਼確に伝える

　　ような広報活動や学校での教育活動を行う。

̙ɽ干͹つやߑਫの時期にラオスに日本から	

　食料をૹる。

̞ɽラオスに農業に代わる࢈業ٕज़者をཆ成するため

　　	に日本にݚम生やཹ学生を受け入れる。

̚ɽラオスの開発を行っている民間協力ஂ体

　	（̣̜̤）を支援する。

ランΩンάɾΧーυ「ラオスをΑりྑ͘͢るϓロδΣクト」

ࣸਅ�ɹランΩンάをͯ͑ߟいるੜెୡ ࣸਅ�ɹάϧーϓ発දを͏ߦੜెୡ
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˔֤൝で作ったランキング

＜̍൝＞

【ランキング】
1ɽラオスの農ଜ開発を進めるために日本からの農業ٕज़者を

೿ݣする。

2ɽラオスの開発を行っている民間ஂ体（̣̜̤）を支援する。

3ɽ干͹つやߑਫの時期にラオスに日本から食料をૹる。

4ɽラオスの޻業基盤を੔උするために、道࿏や発電所を

建設するܭըに日本からの開発援助を༩える。

5ɽ日本国内においてラオスの現状をਖ਼確に伝えるような

広報活動や学校での教育活動を行う。

6ɽラオスに農業に代わる࢈業ٕज़者をཆ成するために日

本にݚम生やཹ学生を受け入れる。

7ɽ日本からのラオス政෎への開発援助をݮ࡟する。

�ɽラオスの࢈物（もち米や৫物）をٸۓに日本に༌入する。

�ɽ日本でࢲたちが日々ফඅしている資ݯや食べ物をઅ໿する。

【ランキングについてのコメント】
1ɽଞの支援や食料をૹるより、まず始めに農業を発展させることがকདྷのためになると思う。農業を改ળすれ͹ଞ国

からの援助は必要なくなり、自国ですべてを࿫えるようになると思う。

2ɽラオスの民間ஂ体を支援することが発展の近道であると考えた。

3ɽٸۓ時に支援するのは当たり前のことだと思う。ࢮんでしまっては開発もあり得ない。

4ɽ道࿏や電気は日々の生活においてよく使うものなので੔උすることで開発がՃ଎すると思う。

5ɽ日本から援助をするのだから多くの人に理解してもらい多くの支援をするのがྑいと思う。世界にはどれだけශし

い国があり、༟෱な日本に生まれたことがどれだけありがたいかみんなに知ってほしい。ラオスの現状を知れ͹ื

金をしようとする人や援助しようとする人が૿えるかもしれない。

6ɽ日本でよりྑいٕज़を習得し、ラオスで活用し、ଜを発展させてほしい。

7ɽあまり日本からの援助をݮ࡟しすぎるのもྑくないと思った。もし支援が過৒に行われているなら͹ݮ࡟すべきだ。

�ɽラオスの࢈物を日本に༌入してもあまり現状は変わらないように思う。経済が५せるだけの生࢈力がなけれ͹意味

がない。

�ɽ日本でઅ໿しても௚઀ラオスに関܎がないと思った。資ݯのઅ໿はともかく食料のઅ໿は意味がないと思った。

ランΩンά用ࢴ
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＜̎൝＞

【ランキング】
1ɽラオスの農ଜ開発を進めるために日本からの農業ٕज़者を

೿ݣする。

2ɽラオスに農業に代わる࢈業ٕज़者をཆ成するために日本に

。म生やཹ学生を受け入れるݚ

3ɽラオスの開発を行っている民間ஂ体（̣̜̤）を支援する。

4ɽ日本からのラオス政෎への開発援助をݮ࡟する。

5ɽラオスの޻業基盤を੔උするために、道࿏や発電所を

建設するܭըに日本からの開発援助を༩える。

6ɽ日本国内においてラオスの現状をਖ਼確に伝えるような

広報活動や学校での教育活動を行う。

7ɽラオスの࢈物（もち米や৫物）をٸۓに日本に༌入する。

�ɽ干͹つやߑਫの時期にラオスに日本から食料をૹる。

�ɽ日本でࢲたちが日々ফඅしている資ݯや食べ物をઅ໿する。

【ランキングについてのコメント】
1ɽ農業開発を進め、農作物をചり、現金ऩ入を得てශࠔ状態を࿨らげることが先ܾだと思う。೿ݣすることで新しい

開発ができるようになるが、支援すると自ら開発しようとする意識がബれる。

2ɽまず日本から農業ٕज़者をݺんだ後、そのٕज़がૣく習得できるように日本でٕज़を学Ϳことが効果的である。　

また日本でݚमを体験すると日本から後にٕज़者がདྷたときに意思ૄ通がスムーζにいく。

3ɽラオスの開発を行っている̣̜̤に協力することで開発がもっとૣく進み、国がૣくྑくなると思う。

4ɽ何から何まで手助けしてしまうと自国としての進歩がないと思う。自分の国なのだから手助けなしに自力でؤுっ

た方がྑいと思う。

5ɽ޻業基盤を੔උすることで経済が発展していく。道࿏や発電所が建設されると経済が安定していくと思う。しか

し、その開発で৿ྛがെ࠾され、環境໰題が発生する。

6ɽラオスの現状を知ることで支援しようという気になる。

7ɽラオスの࢈物を༌入してもあまり効果はないように思う。

�ɽ食料をૹるべきではない。作り方やٕज़を教えるべきだ。

�ɽ日本人のফඅをઅ໿してもラオスの国がྑくなるわけではない。世界環境がྑくなるようにઅ໿すると日々の生活

が不ศになる。

ランΩンά用ࢴ
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＜３൝＞

【ランキング】
1ɽラオスの農ଜ開発を進めるために日本からの農業ٕज़者を	

೿ݣする。

2ɽ日本からのラオス政෎への開発援助をݮ࡟する。

3ɽラオスに農業に代わる࢈業ٕज़者をཆ成するために	

日本にݚम生やཹ学生を受け入れる。

4ɽラオスの開発を行っている民間ஂ体（̣̜̤）を支援する。

5ɽラオスの޻業基盤を੔උするために、道࿏や発電所を

建設するܭըに日本からの開発援助を༩える。

6ɽ干͹つやߑਫの時期にラオスに日本から食料をૹる。

7ɽラオスの࢈物（もち米や৫物）をٸۓに日本に༌入する。

�ɽ日本国内においてラオスの現状をਖ਼確に伝えるような

広報活動や学校での教育活動を行う。

�ɽ日本でࢲたちが日々ফඅしている資ݯや食べ物をઅ໿する。

【ランキングについてのコメント】
1ɽラオスの環境や状گに合わせた農業のやり方を教えることができる。

2ɽ日本の支援͹かりにཔらずに自ら開発を行うようになる。しかし、少しۤ࿑をするかもしれない。

3ɽ日本にདྷることで多くのٕज़を習得することができる。

4ɽ̣̜̤を支援する事でよりྑい支援ができる。

5ɽ道࿏や発電所ができると生活が๛かになる。

6ɽ人の命に関わること。

7ɽラオスの࢈物を༌入すると経済が५う。

�ɽラオスの現状を知ると多くの人たちが助けようとする。しかし、実際の活動に繋がりづらい。

�ɽラオスに௚઀関܎ないと思う。

ランΩンά用ࢴ
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＜４൝＞

【ランキング】
1ɽ干͹つやߑਫの時期にラオスに日本から食料をૹる。

2ɽラオスに農業に代わる࢈業ٕज़者をཆ成するために	

日本にݚम生やཹ学生を受け入れる。

3ɽラオスの農ଜ開発を進めるために日本からの農業ٕज़者を	

೿ݣする。

4ɽラオスの開発を行っている民間ஂ体（̣̜̤）を支援する。

5ɽラオスの޻業基盤を੔උするために、道࿏や発電所を

建設するܭըに日本からの開発援助を༩える。

6ɽ日本国内においてラオスの現状をਖ਼確に伝えるような

広報活動や学校での教育活動を行う。

7ɽラオスの࢈物（もち米や৫物）をٸۓに日本に༌入する。

�ɽ日本からのラオス政෎への開発援助をݮ࡟する。

�ɽ日本でࢲたちが日々ফඅしている資ݯや食べ物をઅ໿する。

【ランキングについてのコメント】
1ɽ食料がなけれ͹何もできない。まずは生活を安定させてから始める必要がある。

2ɽݚम生を日本に受け入れることで国にؼってから࢈業を発展させることができると思う。

3ɽ日本の高౓なٕज़を現地で教えることで農業が発展し、国民の生活が๛かになる。

4ɽ̣̜̤を支援する事で開発が進む。

5ɽ日本が支援するだけではラオスは発展しない。自分たちで何とかしないといけない。

6ɽラオスの現状を知ることで何か支援しようとする。しかし、あまり期待できない。

7ɽラオスの࢈物を༌入してもその場しのぎになってしまう気がする。

�ɽもっと発展してからݮ࡟することを考えた方がྑい。

�ɽ日本でઅ໿してもラオスにӨڹするのはかなり先になると思う。

ランΩンά用ࢴ
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＜生徒の反応＞感想Ξンケートよりൈਮ
・ラオスの話を聞き、ラオスの人々が自らの手で農業活動に取り組み、ラオスに合う独自の方法で、発展していってほ

しいと思った。また、ラオスだけでなく、໰題を抱えている国が一つでもなくなれ͹ྑいとڧく思った。支援活動に

ついては、支援することはྑいことだと思うが過৒に行うのはྑくないと感じた。

・ラオスの現状を知り、ࢲたちがこれから考えるべき事が新たに見えた気がした。

・ラオスは༟෱な国ではないかもしれないがラオスにはラオスの生活があり、日本には日本の生活があることがわかった。

・不発弾がまだ多く残っている場所で生活していることをもっと多くの人に知ってもらい、多くの事を考えてもらいた

いと思った。

・ラオスについて知ってもらい、多くの人にラオスを好きになってもらいたいと思った。

・発展్上国のラオスにこれからࢲたちが何をすべきで、何ができるか考えようと思った。

・日本にも様々な໰題がଘ在するので、まずは日本からྑくしていくべきではないかと思った。

・どうすれ͹ラオスがྑくなるのかみんなで考えることがとても楽しかった。

いた。また自然ڻの中のラオスは発展్上国で、全く発展していない国かと思っていたが想૾Ҏ上に発展していてࢲ・

๛かな国で資ݯも多くあるので、開発ٕज़を習得し࢈業を発展させていってほしいと思った。

・発展్上国を支援している人たちはただ単に支援する事だけを考えていると思っていたが、どこまでその国に手を差

し৳べて支援するのかを考えていることにڻかされた。୹期的ではなく長期的に物事を考えている事に感心した。発

展్上国を発展させるにはまずどんなことをしなけれ͹ならないのか考えさせられ、自分たちもできることをやりた

いと思った。

・ラオスは日本にཔる͹かりではなく、ラオス自体が変わらなけれ͹何も始まらないし、国の発展にも繋がっていかな

いと思った。日本はラオスからのݚम生やཹ学生を積ۃ的に受け入れ、日本が持つ知識やٕज़を共有することでラオ

スはྑくなると思った。

・日本が物質的にどれだけܙまれているのか日本の子ڙ達に教え、発展్上国のために支援したいと思う子ڙ達を少し

でも૿やしたいと思った。

＜所感＞
ランキングを通してラオスにとってどのような支援が効果的で、またラオスの長期的な発展に最もݙߩすることがで

きるのはどの支援なのかを、一生ݒ命考えている生徒の࢟がとてもҹ象的だった。ࢲがラオスݚमで見聞きし、感じた

ことを౿まえ、ラオスについて伝えることで、Ҏ前はラオスがどこにあるのかさえ知らなかった遠いଘ在の国が、より

身近に感じることができるようになったと思う。また発展్上国について考えることで、少しでも世界に目を向けるこ

とができたように思う。

ランキングを考える中で様々な支援があることを知り生徒達はڻいていた。特に、支援される国がଞ国からの支援に

པり切ってしまうような支援ґଘ体質になってしまい、自分たちで解ܾする意識がرബにならないように支援をݮ࡟す

るという考え方があることを知って感心していた。また支援に༏先順Ґを付ける時に、その支援のメリット・σメリッ

トを考えながら行っていた൝もあった。ࢲがݚम中に感じていた「一൪ॏ要な支援は何？」や「そもそも支援って何？」に

対しての౴えを見つけ出せないࣃがゆい気持ちも生徒達は少し感じることができたように思う。

今まで全く国際協力や国際支援について考える機会がなかった生徒達が、ラオスをٹうための支援を考えることで、	

日本Ҏ外の国のために何か自分でもやれることがあるのではないかと考え始めた生徒がいたというのは大きな成果であ

った。

英語授業では色々とറりがあるのでࠔ難かもしれないが、དྷ年౓から異文化理解の授業がカリキュラムにՃわるの

で、その授業で多くの開発教育の手法を導入し、これからも様々な֯౓から国際協力や国際支援について生徒達とܧଓ

的に考えていきたいと思った。また、実際に発展్上国が抱えている໰題を解ܾする方法を考え、কདྷ、໰題解ܾのた

めのΞクションをىこせるような機会ができれ͹生徒達の目的意識もより高まると思う。
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＜成果＞
まず、生徒達が参Ճܕ国際理解授業は楽しいと思ってくれたことがྑかった。本校ではこのような参Ճܕ授業をどの教

科でも行えていないのが現状である。現在、ΞクテΟϒラーニングなどの૒方向ܕ授業がॏ要視される中で、今回のこの

ような参Ճܕ授業を実践することができたことは、自身の教育実践方法を見௚すྑい経験になった。また、生徒達の様子

を見て、グループでଞ人の考え方を学び、グループで一つの解ܾࡦを見いだしていく授業はコミュニケーションೳ力の向

上にもとても有効だと思った。生徒からの意見の中に「グループで色々な意見を出し合い、グループ内で意見をまとめる

ことの大変さを知った」というのがあった。これから社会に出て行く生徒達にとってとても有意ٛな経験ができたと思

う。またこの経験から生徒達も自分の意見を発表することの楽しさを知り、通常の授業でもҎ前より積ۃ的に意見を言え

るようになったように思う。

今回、ࢲが経験したことを伝えることで生徒達にとって全く興味のなかった国が少し身近な国に変わり、কདྷは自分の

目でラオスを見てみたいと言ってくれた生徒もいた。近年、グローバル化の流れにٯ行し、多くの生徒達は地ࢤݩ向がڧ

く、身近な所で物事を݁׬させようとする܏向がある。今回の授業で国外に目を向け、世界でࠔっている人のために自分

でも何かしたいや海外に行ってみたいと思えたことは生徒達にとっても大きな変化だったと思う。これからも日本はもち

ろんのこと海外にも関心を持ってもらいたいと思う。

＜課題＞
異文化理解の授業での参Ճܕ授業実践は比較的容қに行えそうだが、英語授業でどのように導入していくかݕ౼する必

要がある。単なる英語習得のための授業にならないよう、日々気を付けているつもりだが、どうしても大学入試対ࡦの授

業が中心になってしまう。異文化を理解することができなけれ͹英語を׬ᘳに使いこなすことができてもԁ׈なコミュニ

ケーションが図れないのはे分ঝ知している。しかし、教科指導を最༏先しなけれ͹ならないという現状もある。そのジ

レンマをࠀ服する方法を見つけ出し、真の英語教育を目指したいと考えている。

授業実践の中で生徒達に国際協力や国際支援について考えさせたが、授業数確保の໰題でそこまででऴྃしてしまった

ことは生徒にとっても教員にとっても不׬全೩焼だった。もっと授業数を確保することができるなら世界の໰題を解ܾす

るためのプロジェクトを立ち上げ、実際に支援するところまでやってみたい。そうすることで世界がもっと身近なものに

なり、本当のグローバルな視野がཆわれると思う。

今後は開発教育の手法や国際協力・国際支援についての知識を深め、開発教育に使用できる教材作成を自ら行いたい。	

開発教育を実践し、一人でも多くの生徒が世界的な視野を持ち、よりྑい世界を作るために行動できる人材に育ってくれ

ることをڧく๬んでいる。また、自分自身も現状に؁んじることなく、少しでも世界の発展のためにݙߩできるよう౒力

していきたい。

　	 	 	 	 	 	 	 	 　　　　　　	 　　　

全体を通しての成果と課題

参考資料

【書籍】

・新Ҫ࠼Ֆ　ʰラオス๛かさと「ශしさ」のあいだ　r現場で考えた国際協力と/(0の意ٛʱ　コモンζ、2010年

・開発教育ਪ進セミナーฤ　「新しい開発教育の進め方　r地球市民を育てる現場から」　ݹ今書院、2001年

・開発教育協会　「開発教育実践ϋンドϒック　r参Ճܕ学習で世界を感じる」　開発教育協会、2013年

・٠஑ཅ子、ླ໦ྰ子、Ѩ部݈一ฤ　「ラオスを知るための60ষ」　明ੴ書店、2015年

・JICA中国　「ฏ成26年౓ベトナム教師海外ݚम　r参Ճܕで学Ϳ国際理解教育授業実践報告書」　2015年

・஛内ਖ਼ӈ　「ラオスは戦場だった」　ࣜג会社めこん、2004年

・Ǿ地球の歩き方ʱฤू室　「地球の歩き方2014〜15　rラオス」　ࣜג会社ダイヤモンド・ビッグ社、2014年

【教材】

・JICA　「JICAフΥトランゲージキット」
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特
別
支
援
学
校
編

授業実践

特別支援学校編

教員により、一部表現のばらつきがあります。また、児童・生徒の感想に誤字脱字等がある場合がありますが、原文のままとしています。
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学校所在県：広島県
学校名：広島県立尾道特別支援学校
名前：松田　奈緒美
担当教科：幼稚部

実践教科：設定遊び、自由遊び、調理
対象学年：４・５歳
対象人数：３人

ラオスってどんなところ？

■実践の目的　

・海外の様子を知り興味・関心をもつ。

・日本と外国の共通点・相違点について知り，身近に感じる。

■授業の構成

時限 テーマ・ねらい 方法・内容 使用教材

1時限目
どこに　いったの？
・海外について知る
・ラオスの位置を知る

・世界地図で日本の位置を知る
・ラオスの位置を知る
・お土産のお菓子を食べながら、使われて

いる果物や野菜について気づきを話す

日本地図
世界地図
飛行機からの写真
ラオスのお菓子

2時限目
ラオスって　どんな　ところ？
・ラオスの様子を知り、日本と同じ

ところ、違うところを話し合う

・ラオスについて、パワーポイントで写真
を見せながら紹介し、気づきを交流する
自然（川・草・花・木・虫)・
街の様子（家・寺・人・服・乗り物）
文化（文字・食・お金）

・ラオスのことを紹介する遊び（ラオス探し）をする

日本・ラオスの国旗
シン
写真（ＰＰ）
ラオ語表
ラオスのお金

3時限目
ラオスの　あそびを　しよう！
・ラオスの遊びを知り、体験すること

でラオスの文化に親しむ

・セパタクローを見せ、何か考える
・プレイの様子の写真を見る
・実際に遊ぶ

写真
セパタクロー

4〜6時限目

ラオスの　ごはん
・ラオスの食文化に触れ、調理実習を

して食べることで、日本の料理との
違いや共通点を知る

・ラオスではどんなものを食べているか考
える

・写真や本を見て、料理や食材・道具に 
ついて考える

・調理実習をして食べる
・振り返りをする

写真
ラオスの料理本
食材

7時限目
どんな　おはなしかな？
・ラオスの子どもたちが読んでいる 

絵本に触れ、身近に感じる

・文字に注目してラオスの絵本を見せる
・絵に注目してどんなお話か考える
・同じ内容の日本の絵本を見せ、絵や 

文字の違い、内容が同じことについて
話す

ラオスの絵本
ラオ語表
日本の絵本
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この授業に
注目

＜授業の流れ＞
　教室に置いておいた、世界の子どもの顔が載っている紙袋を見つけた子どもたちの関心をとらえ、海外についての話を

した。海外についての概念や知識があまりない幼児が、ぼんやりとしたイメージをもつことができるよう、まず自分たち

が住んでいる町、県、国の場所を地図で確認し、海に囲まれた日本の外には別の国があり、いろいろな人がいろいろな生

活をしていることを伝えた。飛行機で海外へ行く際に窓から見える景色（離陸〜陸上〜海上〜雲の中〜海上〜陸上〜着陸

の様子）を写真で見せ、イメージをもつ助けとした。その後、ラオスの様子を写真で紹介し、建物や服装・食事・文字

等、日本とは違う様子を知った。

＜幼児の反応＞
・(地図で外国との距離と比べて）学校と自分の家は、近い。

・飛行機に乗って行って、ラオスは遠い！！

・文字が読めない。

・(寺院の写真を見て）なんの建物かわからない。

・大きな扇風機、学校の食堂にあるのと同じ！

・(ジェスチャーで話してかけている写真を見て）食べる？ってお話してるね。

＜所　感＞
日常にはあまり触れる機会のない海外について、幼児にとってどれだけ身近なものとして考えられるかというところか

らスタートした。自分と同じくらいの歳の子どもの笑顔の写真に関心を示し、「なんだろう？」「知りたい」という気持

ちで活動を始めることができた。教師側の伝えたい内容のみでなく、幼児の意欲や関心を引き出すことのできる環境づく

りが大切であると改めて感じた。視覚的にわかりやすい写真などの教材を用いる中で、自分の視点として見ることのでき

る窓からの景色の写真や、実際に行った様子がわかる教師自身が写った写真を提示することが効果的であった。

1時限目：どこに　いったの？（幼稚部4・5歳対象）
ねらい…海外について知り、関心をもつ。

2時限目：ラオスって　どんな　ところ？（聴覚障害部門 幼・小・中学部（計14名）対象）
ねらい…ラオスについて知り、日本の環境や生活との共通点や相違点を見つける。

2時限目：ラオスって　どんな　ところ？

＜授業の流れ＞
ラオスの様子について写真を見ながら気付きを交流した。町の様子の写真では、日本の環境や生活と比較しながら、共

通点や相違点を見つけることができた。
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＜幼児児童生徒の反応＞

また、ラオスの抱える課題についても紹介した。ラオスはベトナム戦争時に投下された爆弾の多くが爆発せずに残って

おり、爆発によって手足を失ったり命を落としたりする人が後を絶たない。農地にできず、経済発展の妨げにもなってい

る。また、学校教育において、高い中退率や格差、質など、課題が多くある。

＜幼児児童生徒の反応＞
・不発弾がたくさん埋まっているなんてこわい。

・日本には不発弾はないので、安心して暮らせる。（※日本にも沖縄等で見つかる不発弾があることについて簡単に話

をした）

・学校が小さい。壁がない。子どもがぎゅうぎゅうにいる。机やイスがない。

・学校の中が暗い。電気がないのかな？

・どうして学校にいけない子がいるのかな？
＊幼児児童生徒の考え→学校が遠いのかな？

→お金がないからだと思う。

→家のお手伝いが忙しいからだと思う。

その後、ボリカムサイ子ども文化センターで子どもたちと交流したことを、写真を見せて紹介した。子ども文化センタ

ーでは、言葉を越えて交流ができるよう、ジェスチャーを交えて日本を紹介する「日本さがし」（「猛獣狩り」のルール

で、告げられた文字の数と同じ人数でグループを作るゲーム）をおこなった。

気付き 共通点 相違点

・ラオスにはお寺がたくさんある。
・お店（飲食店）に壁がなく、外と	
つながっている。
・文字が読めない。
・川が広い。
・町の中に国旗がたくさんある。

・車やバイクがはしっている。
（トヨタやマツダ）
・服や制服が日本と同じ（似ている）。
・英語で書いてあるところもある。
・お米を食べている。

・トゥクトゥクは日本にない。
・家の外に洗濯物を干している。
・もち米をよく食べている。
・果物がたくさんある。
・ゆかに座って食事をしている。
・ご飯を手で食べている。

町をはしる乗り物（トゥクトゥク）

不発弾 ラオスの学校の様子

市場の様子
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それを受けて、ラオスでおこなったのと同じ方法で、本校の幼児児童生徒と「ラオスさがし」をおこなった。

「ラオスさがし」では「ラオス」、「シン」（民族衣装）、「キープ」（通貨）、「托鉢」（文化）、「カオニャオ」（食）、	

｢セパタクロー」（スポーツ・遊び）を紹介した。グループになったらその場にしゃがみ、紹介したものについての	

簡単な説明をした。

最後に、ラオスの子どもたちと一緒に笑顔で写っている写真を提示し、ラオスも日本も、どんな国でも、子どもたちの笑顔は	

同じだということを伝えた。

＜幼児児童生徒の反応＞
・ラオスのみんな、笑顔で楽しそう。

・ラオスのことがわかってよかった。

・ラオスのごはんがおいしそうだった。

・ラオスに行ってみたい！

♪ラオスを　さがしに　いこうよ！（ラオスを　さがしに　いこうよ！）	
ひこうき　のって　いこうよ！　（ひこうき　のって　いこうよ！）	
そうがんきょうも　もってるし！（そうがんきょうも　もってるし！）	
あ！	
あ！	
あ〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜！！！	
「○○○」（紹介する言葉）

子ども文化センターでの交流の様子

シ
し

ン
ん

托
たく

鉢
はつ

セ
せ

パ
ぱ

タ
た

ク
く

ロ
ろ

ー
ー

「ラオスさがし」で用いた言葉の例
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＜所感＞
対象が幼稚部幼児から中学部生徒までと幅広い年齢であったため、何を題材とし何を伝えるか悩んだが、写真を見せ

て気付きを交流しながら進めることで、全体で共有して授業を展開することができた。中学部の生徒へは、人口や面

積、歴史や社会的背景等、社会科の学習につながる内容も情報として伝えながら進めた。幼児児童生徒の自然な発言を

取り上げたいと考え、視点を絞らず気付きを発表するという形をとった。実際の経験や様子を紹介したり、写真の中で

気付いてほしい部分には視線や指さしで注目を促したりすることで、日本との共通点や相違点に気付き発表することが

できた。日頃は少人数での学習活動が多いため、友だちの発言から多くの気付きを得ることができた様子であった。

ラオスで行った「日本さがし」では、現地の言葉に通訳をせず、ジェスチャーや視線、間、絵などで意図や内容を

共有し活動を行った。現在携わっている聴覚障害教育と通ずるところがあると考えたからである。同じ方法で、

幼児児童生徒を対象に「ラオスさがし」を行った。どちらもよく指導者に注目し、主体的に楽しく活動することができ

た。気持ちの通じるコミュニケーションを基盤としたかかわりを大切にしたいと改めて感じた。

4～6時限目：ラオスの　ごはん（幼稚部4・5歳対象）
ねらい…ラオスの食事について、料理の様子、食材、道具等を日本と比べ、相違点や共通点に気づく。

＜授業の流れ＞
まず、授業の始めに「世界中のこどもたちが」という歌を歌った。別の時間に歌っている歌で、歌詞の内容を絵や手話

を用いて話し、よく理解している。

次に、日本の食事について、自分たちがいつも食べているものや好きな食べ物を発表した。また、身近な給食や日本料

理の写真を提示した。

【日本の食事】

次に、ラオスの食事について考えた。前時までの活動で知っていることを発表したり、ラオス料理の写真を見せて気付きを

話し合ったりした。また、家庭での調理や食事の様子の写真も見せた。

幼児の発言：ラーメン・うどん・ごはん

給食（カレーライス） 寿司 魚定食
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【ラオスの食事】

ラープ・カオニャオ フー 魚料理

調理の様子 食卓の様子 食事場面の様子

共通点 相違点

・お米を食べる。
・麺料理がある。
・魚を焼いて食べる。
・日本と同じ食材がある。
（もやし、キャベツ、鶏肉等）
・包丁を使っている。

・ラオスではもち米をよく食べる。
・ラオスでは鶏を切っている。	
自分の家ではお肉はパックに入ったものをお店で買う。
・床に座って食べている。

＜幼児の反応＞

＜所感＞
身近な「食」をテーマにしたことで、経験に基づいた話がたくさん出てきた。知識や経験差があまり現れず、クラス

みんなでしっかり話しながら進めることができた。調理や食事場面等も話題として扱ったが、情報が多く、話があちこ

ちとんでしまった。実態に応じて題材を厳選し、話を深める必要があった。
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4～6時限目：ラオスの　ごはんを　つくろう！（幼稚部4・5歳対象）
ねらい…調理実習をしてラオスの料理を実際に食べることを通して、異文化を体験し、より身近に感じる。

＜授業の流れ＞
前時の活動をもとに作ってみたいラオス料理を話し合い、調理実習をおこなった。今回は、ラオスの代表的な料理であ

るラープとカオニャオを作ることとした。作り方を説明したあと、カオニャオ、ラープの順で調理し、試食した。

ラオスのもち米は、日本のお米と違い細長い形をしている。実際にお米の形をよく観察して調理した。ラオスで使われ

ている道具はないので、写真で説明し、日本の蒸し器で蒸した。

ラープ作りでは日本料理にはあまり使われない野菜（パクチーやミントなど）や調味料を使用するため、期待を膨らま

せている発言がみられた。

試食ではカオニャオを手で取って、ラープと一緒に食べるという日常と違う経験を楽しんでいた。また、その日の給食

は魚とごはんと汁物だったことで、ラオスの料理と日本の料理を比較して食べることができた。

＜幼児の反応＞
・カオニャオを手で少しこねるとまとまることを楽しんでいた。

・家では手で食べると怒られる、と日本との違いを話していた。

・パクチーやナンプラーなどの食べ慣れない食材も「おいしい」と言って食べていた。

・給食の際にご飯を手でこねてみて「べたべたになって難しい」ことに気づいていた。

・｢もっと食べたい」「大きくなったらラオスに行って、たくさん食べる」と話していた。

＜所感＞
材料に実際に触れ、現地と同じ入れ物に入れたり、手で食べたりして、ラオスの文化を体験し、身近に感じることがで

きた。また、もち米という食材は日本にもあるが、形状や食べ方が違っていることを知るとともに、おもちにして食べる

という日本の文化にも改めて気付いていた。「食」というテーマで、おいしいという心地よさを感じることができ、外国

への親しみが感じられたと考える。幼児自らほかの先生方に、ラオスの料理を作ったこと、使った材料や作り方、食べ方

を教えてあげている様子も見られ、体験を人に伝えて共有・共感することで異文化理解を広める役も担ってくれた。改め

て実際の体験・経験が子どもの成長や教育活動に大変有効であることを感じた。

お米の観察 完成 !!
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今回、幼児を主な対象として授業実践をおこなった。まだ「日本」「外国」の概念があまりない幼児たちに外国の様子

を伝え、外国って楽しそうだな、行ってみたいな、と思える活動をすることを目指して取り組んだ。身の回りの人や物な

ど、大人が気付かないようなところまで、様々なことに興味・関心を向け日々成長している幼児期だからこそ、柔軟に、

先入観なく楽しく異文化を知ることができると考える。｢活動楽しかった！」「またしたい！」「ラオスに行ってみた

い！」という感想がたくさん出て、ねらいを達成することができた。

活動の中で、写真や実際の物、体験を通して、幼児たちはたくさんのことに気付くことができていた。日本との共通点

や相違点は自分の経験と比較しての気付きであるため、自分たちが日常の生活をしっかり暮らすことが基盤となると感じ

た。幼児期では、生活や遊びの中での学びが中心となるため、保護者や地域と連携し、日本や地域の文化に親しむことを

大切にしたい。そのことが、より多くの視点で世界を見ることに繋がると考える。

同時に、今回の実践のように日常生活の“外”にある物事にも触れる機会や環境をつくることが必要である。取り上げ

て紹介することはもちろん、さりげなく絵本を置いておく、遊び道具を置いておく、新聞記事や写真を掲示しておく、な

どで様々なことに関心を向け、自ら「なんだろう」「知りたい」と思える環境設定をしていく。

幼児たちと一緒に、日々みんなが楽しく笑顔だと幸せだと、実感しながら過ごすことを大切にしていきたい。

　	 	 	 	 	 	 	 	 　　　　　　	 　　　

全体を通しての成果と課題

参考資料

【書籍】

・「地球の歩き方　ラオス2014〜2015」ダイヤモンド・ビッグ社

【インターネット】

・世界の料理　総合情報サイトe-food.jp		http://e-food.jp/

・JICA中国　HP			http://www.jica.go.jp/chugoku/index.html
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